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〔資料〕 1 ． 榎本武揚上申殖産建言書
(1) 榎本武揚上申幾那茄非樹植付之義二付伺
（明治八年五月廿五日 権大属 岡村良朗）
右一覧勘弁致侯処何レモ緊要之植物殊二幾那之義ハ無比之良薬ナル事ハ論ヲ待
クス又茄非ノ如キハ飲料二供シテ大二健康二神益アルモノニ付往々国内二繁殖
セシメ遂二海外ヨリノ輸入ヲ不仰様致度見込ノ折柄二付同人建言ノ趣可然義卜
存候依テ御着手之順次熟議ヲ遂ケ候処先ツ風土試験ノ為メ幾那茄非樹苗五百本
ツヽ至急御取寄相成別紙記載之地へ御分栽相成度尤モ培養方法前以テ取調当寮
官員派出ノ上地方官卜協議致置着樹次第二各地へ栽附厚ク注意培養シー冬ヲ過
サシメ風土適応之確験有之上ハ武揚見込之通広ク御施行ノ道相立テ且外人ヲモ
雇入十分繁殖ノ方法ヲ設ケ候方可然哉卜被存候然ル処右幾那樹之義ハ彼ノ国ニ
テ軽易二支出不致趣二相聞へ且ツ武揚申立ノ次第モ有之候間皇帝陛下ノ御名ヲ
以テ本邦在留和蘭公使へ御依頼相成候二於テモ欣然尽力候様御運相成候方可然
尤モ御入費ノ義ハ月費ノ内ヨリ御出方依テ正院へ御上申案左二相伺申候
但まねら煙草ノ義ハ鹿児島県ニテ既二試験致居候二付当度ハ御取寄二及ヒ申
間敷存候
〇正院御上申按
幾那茄非取寄方和蘭公使へ御荷托之義伺
和蘭領瓜畦二栽培致候幾那茄非樹ノ義二付榎本武揚証言之趣モ有之右ハ最緊要
ノ植物二付以往御国内二蕃殖セシメ遂二海外ヨリ輸入ヲ不仰様致度候得共着手
ノ順序二於テハ先ツ風土試験ノ為メ右両樹苗各御百本取寄培養方法前以テ取調
置掛員派出地方官卜協議致置キ着樹次第遂二琉球其他西南ノ暖地各所二分栽シ
厚ク注意試験ヲトケー冬ヲ経過シ風土適応之確験有之候得ハ外国人ヲモ雇入十
分繁殖之方法ヲ取設度然）レニ処幾那之義ハ彼ノ国ニテ軽易二支出不致趣二相聞
且ツ別紙武揚申立ノ次第モ有之侯間皇帝閣下御名ヲ以テ幾那各御百本ツヽ為試
験取寄方本邦在留和蘭公使へ御依托被為在度御栽可之上ハ尚巨細ノ義外務省へ
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申談候様可致候此段相伺候也
年月日
太政・大臣殿
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? ?
（地名）
幾那樹井茄非植付ケ所
琉球之内（首里近在，那覇近在）
鹿児島県下（大島，徳ノ島）
大隅国（種子島，屋久島）．
薩摩国（山川，指宿）
宮崎県下
白川県下
高知県下
和歌山県下
足柄県下（伊豆諸島ノ内）
（説明）日本南方二幾那茄非及談婆姑植付之説 武揚
〇幾那樹
幾那ハ南亜米利加白露国野生ノ木ニシテ其樹皮一切ノ熱病二奇奴ヲ奏スルハ世
間遍ク知ル処ニシテ世界中年用尽ス分量幾萬謗ナルヲ知ラス千八百五十五年和
蘭人はすかるれす氏政府ノ内命ヲ帯ヒ商人トナリ白露二趣キー策ヲ施シ大二此
樹ノ苗ヲ集メ而シテ之レヲ瓜畦島二植付ケショリ六七年ニシテ其樹皮既二顕然
世用ヲ為スニ至レリ
印度政府ハ其樹皮ヲ以テ先ツ内国ノ公用二供シ而シテ其余ヲ互市場二出シテ売
却ス近年瓜畦島産ノ幾那樹皮彼地公用ノ余安徳提府貿易場二出テタルモノ毎年
数千謗二下ラス故二和蘭領印度ニテハ最早白露産ノ幾那二頼ル事ナキニ至レリ
其人命ヲ助ケ国産ヲ増スニ於ケル其奴浅カラスト云フヘシ仏国ニテハ今ヲ去ル
七八年前那翁第三世和蘭二乞フテ其苗ヲ取寄セ之ヲ其属国あるぢえりーニ植付
英ハ千八百六十一年二之ヲ南米二得テ印度及ヒ錫蘭島二植付各地共二大二繁殖
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セリ凡ソ幾那樹二適宜ノ地方ヲ領セル国二如此相競ツテ此樹ヲ殖フルモノハ他
ナシ畢覚其人命ヲ助ケ国産ヲ増スノ功著シクシテ其用タル実二欠クヘカラサル
ヲ以テナリ
幾那ノ樹クルヤ沃野良田ヲ要セスシテ常二丘陵ノ頂山岳之腹二繁殖スルモノナ
レニ是迄ノ民業ヲ妨クルコトナクシテ其地ノ民二新産ヲ与フル為メナルヘシ且
其樹皮ハ苗ヲ植テヨリ六七年遅クトモ十年ニテ剥取）レヲ得ヘシ我国・日向大隅薩
摩及ヒ伊豆七島等ハ尚更タルヘシ此レ余力臆説二非ス西人亦此論アリ
此樹ノ苗ヲ取寄セント．セハ我皇帝陛下ノ御名ヲ以テ皇国在留和蘭公使二御寄托
アラハ欣然御請シテ之ヲ本国二奏シ瓜畦島ヨリ其良好ノ苗ヲ選テ致スヘキコト
勿論ニシテ「ぽんぺ」氏杯ノ考ニハ和蘭政府二於テハ却テ名誉ノ挙卜看倣スへ
シトイヘリ但シ苗ハ沢山御取寄アリテ之ヲ各所二試験スルヲ要ス
幾那苗ヲ御取寄ノ説瓜畦幾那掛功者ノ役人一員ヲ御頼二有之邦人ヲシテ見習ハ
シム）レ事肝要ナルヘシカ、ル伝習ハ決シテ難事ニアラザレハニケ年御雇ニテ足
ルヘシ将コノ御雇トナルモノハ下文茄非及談婆姑ノ植付方モ心得タル人ヲ御頼
ミアルヘキヲ要ス
〇茄非樹
茄非ハ邦人及支那人等用フル稀ナリト雖モ欧米一般此ヲ用フルヲ以テ物産中ノ
頗大ナル者二属シ殊二欧州逐年鉄道ノ便増加セルヲ以テ遂二欧州一般ノ飲料卜
ナリ従ツテ其価モ逐年騰貴シ方今目方我二百六十七ロニテ尋常品ノ価蘭貨一
「ぎゆるでん」三十「せんと」許ニシテ尚逐年騰踊スヘキ品二属スルモノナリ
茄罪モ亦平地二種フル者ナラスシテ大抵皆丘背又ハ山腹二種フルモノナレハ旧
来ノ田畝ヲ妨グルノ患ナシ且其樹タルヤ苗う植テヨリ六年目ヲ以テ盛時トシ十
二年位迄ハ其実ヲ摘ミ夫レヨリ新芽ヲ植工旧木ハ代テ以テ器物ヲ造ル其質甚夕
堅緻ナル者ナリ
和蘭領印度ニテハ政府ヨリ民二課シテ茄非ヲ植ヘシメ其培養ハ皆婦女子ノ任ス
ル処ニシテ通例毎年蘭貨ー百「ぎゆるでん」ヲ政府ヨリ受クルヲ以テ常トス而
シテ政府ハ大二益ヲ得蓋シ田埜ノ婦女子毎年ー百「ぎゆるでん」ヲ得ルハ恵政
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ノーニシテ所謂一挙両得ナルモノナリ
琉球諸島及小笠原諸島ハ皆茄非ノ繁殖スヘキ事殆ント疑ヲ入レス或ハ大隅薩摩
辺ニモ繁殖スヘキモ未夕知ルヘカラス何トナレハ近来「かりふおるにや」地方―
ニ於テ茄非ヲ植テ現二其利ヲ占ムルト云ヘハナリ
〇談婆姑
我国到Jレ処皆談婆姑ヲ生スルハ九州ヨリ奥羽二至ル迄皆然リ然レトモ薩摩尤モ
良品ヲ産ムト云フ蓋シ談婆姑ノ廉価ナル事ハ世界中我国二比肩スルモノナカル
ヘシ其源ヲ尋ヌルニ特二煙草二重税ナキノミナラス抑モ亦本邦ノ談婆姑ハ巻煙
草紙煙草ハ製スルニ彼ノ「まねら（呂宋島）「はふあな（きゆあば島）「でいり
- (しゅまたら嶋）等ノ如キ香味ナキヲ以テ輸出極テ少キカ故ナルヘシ
「まねら」「はふあな」等ノ談婆姑ハ昔ヨリ名高ケレト 「でいり一」ノ談婆姑
ニ至ッテハ近年名ヲ得夕）レ者ニテ同所産未製品ノ目方二百六十七ロニテ蘭貨四
「ぎゆるでん」ノ貴キニ至レリ数年前英商数人社ヲ結ヒ「しゅまたら」島ノー
地「でいり一」ナル荒蕪ノ地ヲ拓キ此談婆姑ヲ植始メショリ其地頓二盛大二赴・
キ現今ハ莫大ノ利ヲ占ムニ至レリト云フ是故二幾那樹苗卜国時二瓜畦ノ茄非卜
「でいり一」ノ談婆姑苗ヲモ井セテ蘭公使へ御依頼有之別二「いすぱにや」公
使へ「まねら」談婆姑ノ苗ヲ御依頼被下而シテ此ヲ大隅薩摩辺二御試ミ有之夕
ランニハー物産ヲ起シテ土地ノ繁盛ヲ助クル基トモナルヘキニ庶幾シ
゜本文之件中二就テ幾那樹一見ハ殊更世人ノ夙二着目スル所ニシテ予モ四年前此
儀ヲ旧参謀某氏二謀リシ事アリタレトモ其事中止セリ軍医正林紀氏ノ瓜畦島ヨ
リ帰ルヤ此事ノ肝要ナルヲ詳二予二語レリ其他斯Jレ企ヲ起シタル者ハ定メテ若
干人アリタルナルヘシト雖モ未夕其事ノ実際二行ハルヽヲ聞カス蓋シ両三株ヲ
取寄セシ位ニテハ学者ノ珍重スルマテニテ其改世二顕ハル、二至ラス惜ムヘキ
コトナラスヤ先哲ノ日フアリ先スレハー日ノ奴ヲ見ルヘキモノハ種芸二於テ最
モ見易シト此レ予ノ以テ閣下ノ御高察ヲ仰ク所ナリ
?
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(2) 榎本武揚上申幾那茄非樹御取寄之義二付外務省へ御掛合案伺
（明治八年六月 農務課〕
右別紙御決判済之処尚御口達之趣モ有之候二付先以外務省へ之御掛合按取調左
二相伺申候
但外務省回答之趣二依リ正院御上申按尚取調相伺申候
0外務省へ御掛合按
和蘭領瓜畦二栽培致シ候幾那茄罪樹之義二付今般榎本武揚建言ノ趣モ有之右ハ
最緊要ノ植物二付以往御国内二蕃殖セシメ遂二海外ヨリ輸入ヲ不仰様致度就テ
ハ先ツ風土試験ノ為メ右両樹苗各五百本ツ、取寄琉球其ノ他西南ノ暖地各所二
文栽シ厚ク注意遂試験一冬ヲ経過シ風土適応ノ確験有之候得ハ弥盛大繁殖之方
法ヲ取設度然ル所幾那ノ義ハ彼国ニテ軽易二支出不致趣二付足下ヨリ本邦在留
和蘭公使へ厚ク御依頼相成幾那茄非樹苗木各御百本宛為試験御取寄之義御示談
有之度至急御回報有之度此段及御掛合候也
月日
外務卿宛
? ?
〔出所〕
農林省農務局編『明治前期勧農事蹟輯録』上巻大日本農会 昭和14年
〔参考文献〕
農林省編『農務顛末』第六巻農業総合研究刊行会 昭和28年
農務顧末第三十小笠原島
〔史料〕 2. 小植民実施計画藤田井上合案
藤田敏郎•井上一男
小植民実施計画藤田井上合案
同好者に告ぐ 在墨府 藤田敏郎
井上一男
今と為りて外国移住の事を兎や角と論じ其利益を疑ふは是れ猶ほ外国貿易の
?
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利益を疑ふが如し。自在に港津を開いて外国と産物の互市を通ずるの大利ある
ことは明治の時代と為りては誰も異論を挿む者無かる可し。之と均しく国少人
移なるに当り他に適当の境域を求めて産業の道を開くの大利なることは已に定
論のあるあれば今更に之を喋々するに及ばざれど，未だ見ざる所の者と云へば
其実在を疑ふて之を確信するに躊躇するは今古今人間の通情弱点にして植民の
利益を疑ふも一応無理ならぬ処と観じ来り，予輩が今日迄徒らに筆硯を仮りて
唱説し誘導者の位置而巳に立ちて自ら手を下すこと無かりしの誤れるを悟りた
れば，論より証拠と云へる世諺に習ひ自ら進んで実業に従事し利益を確めたる
以上にて模範を邦人に示すの必要なるを感ずること甚しく，已に予輩に於ては
幾分か自ら決心する処あれば先ず本案を稿し意見の在る処を同志者に示し其猛
省を乞はんとす。
今日迄予輩が希図し研究し来たる所は多くは千人とか万人とか云へる大数の
日本人を移植するには何の地を以て尤も適当と為すやと云へることを主眼とせ
ることなれば，幾千しちをとか方幾十哩とか云へる日本に於いて云はば封建大
々名の領地にも優れる耕場に就いて探討せしことなるが，植民策と云へる大経
論よりすれば元より此の如き大規模なるを可とす。然れども此種の計画たる従
って巨万の資本を要するものなれば彼の利益の実在を狐疑し外国事業とし云ヘ
ば白露鉱山の同轍ならんことを恐るる日本資本家が之を賛助するの勇気に乏し
きは元より謂はれあることにて一概に之を罪す可きに非ず。然れども実着なる
懇耕事業と架空なる鉱山事業との性質を分識せずしてーも二もなく之を畏縮す
るは予輩の尤も遺憾とする所，否国家経済の上より云ふも一日万機遂に噛腑の
悔あらんことを恐る。
単に墨国移住と称するも時と場合に伴ふて地域の選択を異にせざる可から
ず。仮令へば今日幾百千の支那人が当国ユカタン州に移住する所以は彼等の目
的とする所目前の利益に止まりて竜も墨国に第二の住地と生業を開かんとする
の念慮あるに非らざれば重に労役を売りて一時の賃銭を得んと欲するに過ぎざ
エネケン
る者と云ふ可し。抑も該地方は呂宋麻の首産地にして比年其輸出高を増加し国
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家歳入の要源を為す程なれば同時に該事業に関係せる者が勤労者の欠乏を感ず
ること甚しく，州政府の如きも処によりては幾分の保護を加ふる所あるを以て
単一売労者たる支那人が此地方に向って注潟するも一理ありと云ふ可＜且今日
迄の処にては全体に墨国内外資本家の視線常にシェラ，マドレ山脈の右方にの
み落ちて資本の中央若くは東岸諸州に使用せらるるもの多きは偏に運輸の便貫
通して産物の販売市場に近きに由れるものと云ふ可し。序に由り一例を挙げて
之を証せんに予輩の知れる墨人にして新教宣教師両名あり，彼等は元と米国伝
道会社の保助を以て月々四十弗の俸給を受けしも墨国の生活としては迎も其妻
子をも支持する能はざるを以て曽て四五百弗を酸集しベラ，クルース州に於て
土地を購ひ珈琲を植付けしが五年の後今日に及んでは已に月々百五十弗即ち一
千八百弗の歳入あるに至りしかば其ー名は職を辞して全く其業務を監督するに
至れり。
此の如き有様なるを以て現今の処にて云へば東部諸州に在りては其収益を得
ること頗る迅速なれば，日本人と雖も若し目前の利益を超ふて専らとする者な
らば何んぞ運輸の貫通せざる太平洋岸を撰取するを要せん。されど予輩の目的
とする処は実に此の如くならず永遠に渉りて確固なる基礎を築かんとせること
なるを以て（第一）日本と直接航海の便利を有せる（第二）自然の地味逢かに
東部に優りて諸種の耕産に適当せる（第三）右等の美点あるにも拘らず現今土
地を購買せんとする者の少なき為地価は東部より下廉なる（第四）仮令今日に
ては未だ運輸の便普及せざるも已に幾線の設計成りて今后四五年間には竣成の
見込。太平洋岸に地域を撰定するの必要なることは已に識者の明鑑せる所なり
と云ふ可し。されば予輩の論述する処も亦重もに太平洋岸に係るは前述の意に
外ならざるを知る可し。
右に記せるごとく太平洋岸は日本人に取りて種種の好事情を有するものなる
が其内第一点及び第二点は今更に之を贅弁するを須ひず，是迄官を以て報告公
刊せられたるは公報，叢報若くは墨国に関する諸種の書冊を参考せば思ひ半ば
に過ぐる者あらん。第三第四の如きも明瞭なる事実にして之を解説するを要せ
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ずと雖も荻に一言を添へんに，彼欧米人の如きも抜目なく墨国に於て有利の事
業を見出さんことを勉むる者なるに彼等が重に東部のみに注目して西岸に下手
せざる所以はと問ふに其首因は前記せる運輸の欠乏に因れる者なれども，彼等
は所謂資本家の位地に立てる者多ければ其重ずる処一日も速く一日も多く元金
に対して利息を収めんことを希望するものにして，此元金を運転するに必要な
る耕場を太平洋岸に所有せんとするも彼等が善良なる労働者を得難きの恐れを
抱けること，又一つには利子の収得を四五年の後に期せざるを得ざる為なり。
されば彼等の資本は多く東部諸州に注入せらるるか又利益の速かなる鉱業等に
使用せらるる傾向を来せし者なれども，今後四五年の後に及びて彼西岸不振の
首因たる運輸欠乏の隙碍を取除くに至らば今日の形勢全く一変して頓に地価の
騰貴を告ぐるに至らんこと必せり。其時に臨んで日本人が土地を占有せんとす
る欧米資本の暴派に妨げられて述も之に頷頗すること能はざるべきは鏡に掛け
て見る如し。予輩一日万機と云ふ者是のみ，腑を喘む勿れと云ふ者も是のみ。
而してたとひ今日と雖も中央首府との運輸便なきにせよ彼独乙人フォーゲル氏
（此事は藤田巡回復命書中にあり）が十数年前爛眼よりしてコリマ州の良地を
購入し珈琲を植付けて已に非常なる収利を得巨万の富資を造出せるの事実は十
分は西岸産業の有利を証憑する者なりと云ふ可く，只今欧米人が未だ土地買占
めに従事するの甚しきに至らざるは全く彼等が此点に対して有せる知識の不完
全なるに外ならず。是媒に彼等の一失偶ま以て日本人に千万の利得を造す者に
非らざるなきか，猛省せざる可らず。
而して予輩墨国に現住して四周の事態を顧みるに一日を遅んずれば実に一日
の機会を失ふの感なき能はざるを以て疾くより日本有志諸氏が現業に着手せん
ことを覚望するも未だ確固たる計画の熟せる者あるを聞かず。肋ち予輩率先微
少の貯資を投じて土地を購ひ之と同時に一人は専ら事業の監督に従事し以て予
輩が今日迄唱説したる自信の在る処を江湖に示して模型を与ふの必要を覚り聯
か決心する処あるも力を量らざるの嘲は元より予輩の甘受する処にして唯望む
らくは諸君が左に陳述する所を熟読し十分に同情を垂れて奮然勇進此有望なる，?
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事業をして斯る姑息策の中に埋没し去ることなからしめんことを。
予輩の決心する処と云へるは先づ二千弗内外の資本を得るの見込あればゲレ
ロ州アカプルコ港の近地（此地方を撰びたるは該地方を除く外小区域の土地を
売らんとする者なければなり）に於いて百町許の土地を購ひ之に七百弗の代価
費用を払ひ四五名の土人労働者を雇ひ，初年には先ず珈琲樹の苗木を仕立て土
地を開墾し同時に玉蜀黍其他の副産物を耕植し余力あれば牧畜にも着手するこ
ととなし，此初年間に於て自余の一千二三百弗を費消することとなるべし。第
ニ年よりは珈琲樹を植付くる等の費用を要するも是れは単に初年収穫の玉蜀黍
と其他の売値に依頼する外なし。監督は予輩の内一名と別に農業に経験ある某
氏の合力を得るの覚悟にして，此賑難を凌ぎ五年の後に至れば単に珈琲樹より
も毎年少なくとも七八千弗の収穫あるべき筈なるを以て所得と土地は三名に均
分するの予定なり。是れ元より以て従来所期の万分の一をも達する能はず且つ
之を以て日本人植民策の実行を得たる者とは称し難しと雖も，・予輩は信じて万
分の利益あることを疑はざるものなれば先づ自己を犠牲となし試品となし以て
墨国産業の発達に資せんとす。抑珈琲の栽培は同国首要産物の一にして需要の
大なる為め之を撰べる者なれども，其他砂糖，綿，米，護誤，コヽ油蠍，ヴァ
ニラ，チョコレート，牧畜，菓物，鳳梨等に至る迄将来墨国の土地に適当せる
産物にして世界の市場たる龍倫，紐育，又は桑港に輸送せられて収利の見込あ
る者不少，其計算細書の如きは諸君之を別紙に徴し尚ほ進んで当国関係の諸報
告を参読せば予輩所説の杜選誇張ならざるを知らん。
鳴呼予輩は目下の事情に駆られて此の如き決心を為すに至りしと雖も是予輩
の素志ならんや本意ならんや。已に前に記せるが如く太平洋岸に向って欧米資
• 本の注入するに至らんには今後四五年を待たざるべきことなれば予輩が試験の
為に珈琲樹の長生を待つの間に土地は悉く他人に買占められるか若くは非常に
高価を以てするに非ざれば之を購求し難きに至り，よし之を購求し得るとする
も利益を収むる迄には更に五六年を待たざるを得ざることなるべし，されば今
日に於て徒に前項に記せる如き小計画に局促するは拙の拙なる者にして畢寛資
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本の不足に出づる者たるに外ならざれば，若し夫れ資本の供給にして十分なら
んか彼の太平洋の海岸に於て広大なる耕場を購買して人口充溢の憂ひある日本
より労働者を移し来らば出でて故国の経済を救ふ者となり，入りては恵を未開
の邦土に遣し公益を起し私利を増す者果し幾何ぞや。大方の士予輩の衷情を憐
察せられて大いに発奮せらる>処あらんか予輩は喜んで其指呼に応じ，今日予
輩が抱持せる計画を放棄し方面を転じ規模を改むるに吝ならざる可く，否な実
に此事あらんことを切望する処なり。
予輩は尚ほ終りに臨み一言せんに，此墨国太平洋海岸と隣接し諸種の点に於
て尤も類似の状勢を有せる彼米国加里福尼亜州が過る四十余年間に其荒漢たる
平野より変じて今日の美観を呈出せることを思はば如何なる感想をか為す。曽
て一書中に於て四十年前海路に由りて植民を加州に齋らしたる船舶の船長が桑
港に関して記せし追懐録を読みしことあるが其主旨を摘記すれば船の初めて金
バピー
門峡に入るや四顧の山野只黄善粟を以て黄金の如く萬被せらるるを見るのみな
りしかば黄金門の名之に由りて起りしと当時の光景歴々之を見る如し。而して
予輩四十年後の今日に至りて同値の有様を見るに美麗なる市街両岸に屹立して
港内には無数の帆摘林立するに至れりとは盗只別乾呻のみならんや。且つ加州
は漸次已に今日の富力を生じて合衆国中屈指の財源に非ずや，焉んぞ知らん墨
国西岸の土地も亦五年の後十年の後四五十年の後は加州に比すれば地味も優れ
り産物の種類も多し，之に加ふるに運輸の便より云へば，テウアンテペック地
峡の鉄道は日ならずして之を竣成すべくニカラガ運河の開通も期して之を待つ
べきに於てをや。
〇第一小資本の計算
（注意本意中弗とあるは総て墨銀弗なるを以て殆んど日本円と相違なし）
最上の土地百町代価仮りに一町五弗として 五00.00 
巡見，測量，製図，公証費，印紙税等ー ニ00.00 
小屋掛費
器具，農具費
-00.00 
-00.00 
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監督者二人食料並雑費ーケ年分（一月廿弗宛として） 四八o.00 
ベヲン人夫五人雇料（一人ーケ月十弗） 六00.00 
種子（珈琲，芭蕉苗，玉蜀黍凡四ファネガス，コヽ鳳梨，米，砂糖，誰誤，ヴ
ァニラ，ヵヽヲ〔チョコレート原木〕， 大根，蕃椒， 豆各種の野菜，茶
実，麻等の類，鶏，家の子等三ケ年間支出，余は収穫中より種子に使用
す） 一五0.00 
合計 ・ ニ，一三o.00 
初年収穫
玉蜀黍十四町歩収穫（三町歩半毎に百廿ファネガス(-ファネガスとは百三十
五封）とすれば四百八十ファネガスを収）（一ファネガスを一弗半とす）
七二o.00 
同上第二作を以上の半額を収むるとし
米三町歩収穫籾米二萬斤を収む（通常二萬五千乃至三萬／子）
三六o.00 
二00.00 
此価一斤ー仙とし重に食料に充つる見込
此外蕃椒三町半に百五十アロパスを収め入費百余弗を減却するも二百五十乃至
三百弗の純益あり，其他菓物，伐木，副産物の収穫は牛羊を買入れ採乳の傍ら
繁殖を計る，以上の七人は各種の耕作を余業とし重に珈琲耕地の開拓に従事す
合計 ・一，二八o.00 
五ケ年目収穫
珈琲は四年目よりー株平均一封度前後の収穫あれ共是をなきものとし其収穫を
以て洗浄器比価五百弗，乾燥場石灰製此入費三百弗を支弁す，此際資本の外八
百円を収穫迄一時支出するを要す，珈琲耕作を廿八町とし（即五百クエルダ）
株の間を六尺とし畝の間を十尺宛として此総株数五萬二千三百株より平均二英
斤を穫，一斤を最低額十仙とし（墨珈琲は米国桑港，紐育に於て米金廿弗即銀
三十弗より下りしことなし主府相場廿八弗より下りしことなし）
-0, 四六o.00 
玉蜀黍，作米等の収穫 ー，二八o.00 
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合計 ー一，七四o.00 
五ケ年目経費
二人食料雑費常雇ペヲン給料
珈琲乾燥採収費（採収乾燥の際臨時雇入人夫其他）
諸税金，雑費，納屋費等
合計
差引純益
五ケ年目の結果
―, 0八o.00 
八00.00 
四00.00 
二，二八o.00 
九，四六0.00
この純益を三人の組合（一人出資二人労力を出す）に平等に分配せば一人前
，配分高 三，ー五三.00 
而して珈琲耕地は此収益の中を以て漸次増加し五十六町歩に栽培せば十年に至
りては一人ーケ年六千三百余弗に至るは論を侯たざる処にして，若其割合を以
て拡張し其経営宜しきを得一人一萬弗の純益を得る蓋し難事に非ざるが如し，
以上の純益九千四百六十円を一割の収益と見倣し計算せば資本金二千余円は今
は九萬四千六百円に増加したる割合なり
〇第二合資組合の計算
若し仮りに以上の如く資本金二千二百弗を一萬五千弗となして計算すれば収益
確実且常に資本欠乏の憂なく事業大に進捗すべく，日本労働者を得て彼等に事
業を授くると同時に納付の不足を感ずるの恐れなく，生産物は時期を待て売却
し場合によれば自ら遠く米国に輸売するの資力あり，収益従って多し
初年の出資
最上の土地二百町代価並買入に係る巡見，測量，製図，公証費，印紙税等
監督者移転旅費等
小屋掛費（監督者小屋一棟，労働者二棟）
器具農具
耕牛五組（一組に付三十弗づ>とす）
ー，四00.00 
五00.00
三00.00 
三00.00 
ー五o.00 
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腿馬四組 四o.00 
監督者三人食料雑費 ，ー 000.00 
日本労働者十人渡航費（一人百廿弗とし）（此渡航費は毎月一人三弗づつを
返弁するものとす，横浜より汽船会社と熟議し桑港にて船移して赤港に来る
計算，其他船中の小入費は各自支弁たるべく居住地より横浜迄又然り）
同上給料ーケ月（一人十五弗）
ペヲン五人雇料（一人ーケ月十弗）
種子（第一計算に同じく単に分量を増すのみ）
合計（即初年の出資）
初年収穫
ー，二00.00 
ー，八00.00 
六00.00 
四00.00 
七，六九o.oo
玉蜀黍の耕地を舟町歩（即六ファネガス）とし収穫毎三町歩半百廿ファネガ
スとす，此収穫千〇廿八ファネガス（一ファネガスを一弗半とす）
ー，五四二.00 
同上第二作は半額を収むるとし 五四o.00 
米十町歩半此収穫籾を六萬金とし此価一斤ー仙とせば 六00.00 
初年の収入は自然の経費に充つるものなれ共珈琲耕地開拓並に植付に力を専
らにするに付収支不足は資本金中より補填す ― ―八.00 
（副産物は第一の計算に同じく牧畜其他の改良に使用すれば弦に計算せず）
合計・ ・ 三，八00.00 
ニケ年目経費
監督者三人費用
日本労働者十人給料
ペヲン五人雇料
種苗代
合計
ニケ年目収穫
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四00.00 
三，八00.00 
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初年に均し
不足は資本金より補填
乾燥場並器械代資本金より支出
合計
三ケ年目経費
二年目に均し
珈琲乾燥場築造費（五百パラス平方）
珈琲清浄器械代並運賃（据付費共）
合計
三ケ年目収穫
二年目に同じ
不足は資本金より補充
合計
四ケ年目経費
三年目に均し
本年毎樹半封度を産するとし此採収費，乾燥費
器械費
修繕費其他
合計
四ケ年目収穫
169 
二，六八二.00 
ー，ー一八.00 
ー，七00.00 
五，五00.00 
三，八00.00 
七00.00 
―, 000.00 
五，五00.00 
二，六八二.00 
二，ー一八.00 
四，八00.00 
三，八oo;oo 
四00.00 
三00.00 
三00.00 
四，八00.00 
三年目に均し 二，六八二.00 
珈琲収穫ー株半封度とし此十萬四千本に対する者を一斤十仙とし（通常一斤．
と算すれ共殊更に半斤とす） 五， 0二o.00 
合計 七，七0二.00 
五ケ年目経費
常費
珈琲採収費乾燥費
三，八oo.00 
ー，六00.00 
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器械費 i 六00.00 
修繕建増，雑費 ，ー 000.00 
是を四年目の収穫より減ぜば資本金に七百0二弗の戻入れをなすを得
合計
五ケ年目収穫
玉蜀黍，米等四年目に同じ
七〇二.00 
七，七0二.00 
二，六八二.00 
此珈琲栽培を五十六町とし是に十萬四千本を植付け此五ケ年目収穫ー株平均
二封度とし二十萬八千斤を得（一斤十仙とし） 二〇，八00.00 
合計 二三，四八二.00 
〇資本金の計算
計算右の如くにして所要の資本金は初年創業の際（内千二百弗は渡航費とし
て労働者より返済するものにして準備金へ組入るべきものとす）
初年収支不足（二年目の分）
二年目同上及建築費（即三年目の分）
三年目同上（即四年目の分）
準備金
•合計
収益
四年目収益
七，六九o.ob 
ー，―-八.00 
二，八一八.00 
二，ー一八.00 
二，二五六.00 
五ー， 000.00 
七0二.00 
五年目純益（五年目経費は四年目の収穫にて償了せり） 二三，四八二.00 
合計 ． 二四，一八四.00 
今此純益金を配当するに一株千円即現金を十五株とし三人の五年間監督労働を
三千円づつ即九株とし合計二十四株なり，故に此五年目の配当ー株即千円に付
一千三弗余となる。
（本文に監督労働を三千円づつと見積りたるは五ケ年間は他の業務を揃棄し
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単に此事業に投資すること故若し他に従事するときは一年間少なくとも六百
弗（素より人によりて俸給の等差あるべしと雖も中間を取りて）の収入ある
ぺしと見積り即ち五年間に対する此如し
又ー株の高を千円と為したるは仮に計算書の便宜に依りたるものにて募集の
都合にて五百円となすも妨げなし。
然るに珈琲耕地は僅かに五十六町余なれば五年以内にても人夫の増雇をなし漸
次耕地を増加し副産物なる牧畜耕作を盛にせば収益の増加する不待論，今仮り
に珈琲耕作を三倍し百六十八町とすれば副産物を耕植せずともーケ年五萬七千
四百円即ー株千円に付年々凡そ二千四百円の配当となる。
第一（前記したる少資本の分）二千二百円（器械代前払を合すれば三千円）と
第二壱萬五千円との比較上第二の者利益少なきは日本人を本邦より招き寄せペ
ヲンよりも多額の給料を給し，納屋を新築し洗浄器乾燥場に二千円前後を費や
し，資本主多人数なれば配当金額割合に減少するなり
以上の計算は前年の収穫を以て経費を仕払ふものなれ共今五年目の収穫より同
年間経費を減ぜば差引純益一萬五千七百八十円となる，左れば是れを一割の収
益と見倣せば資本一萬五千円は当時十五萬七千八百円に増加したる割合なり，
之を公使ロメロ氏の計算（公報及び須知参看）に比するに利益甚だ少しと可
謂，そは利益の確実を期すればなり。
五六人のことなればペヲン（土人労働者）の雇入甚だ困難ならざれども土人の
癖として労働を好まずー小村落にて十人以上を得ることは頗る難事なれば日本
人を招き寄せること必用たるぺし，又若十人以上を雇はんとせば彼等は必需に
乗じて高給を貪ぼり耕主に不利益不少故に日本人十名を雇ひペ・ヲンは必需なら
ざることを示すが緊要なり，又本邦人に職業を与ふるは植民の主義精神に適ふ
ものなり，然れども珈琲収穫のときは婦女子を召集し少しく高給と雖も仕払は
ざるべからざることは免れ難き処なり，是小植民の不利益なる所以とす，十名
の本邦人には少しく高給なれども一ヶ月十五弗を給し渡航費は月々三円づ>分
割弁償せしめ，残余を以て一切の費用を弁ぜしめ，五ケ年後は未開地五町を無
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代償にて交付し会社の耕作をなす傍ら自己の開地をなさしめ，会社は此際更に
日本より相当の労働者を移住（（本邦労働者を選挙するには純農にして十名中に
大工，左官，鍛冶や，木挽き，石エの心掛け（元より専門の職には及ばず）あ
るものを包括せんことを要し，若し又婦女を形態するときは労働に耐ゆべきも
のならんを要す））せしむる前同様，五年の終りには土地を与へ独立せしむ，移
民条例に十家族以上を移すものは所載の特許即地方税印紙税を除くの外か国税
州税を免ずとあり，若此免除を得れば所産の農産物販売上利益不少るべし，然
るに前陳の計算にては日本人男子十名なれば条例の所謂家族と称し難く必ずや
夫婦もの十人以上を指すならん，然れば前期の計算中ペヲン五人を廃し日本女
子を以て之に充て更に農業並土地の情況に通ずる墨人一人を雇ふことヽし，此
女子の渡航費は会社之を支弁し毎月五円を支給することゞせば更に左の人費を
要す
婦女子十名渡航費（一人百廿弗づつ）
同上給料はペヲン五人分を以て支給すれば差引なし
墨農夫給料（一人ーケ月廿弗此五ケ年分）
ー，二00.00 
ー，二oo.・oo
此分純益より減却する至当なれども年々支出を準備せざるべからず故に暫く
資本金中に加ふ
此外前記の資本 一五， 000.00 
固定一萬二千五百四十四円，準備資金二千四百五十円
合計（必要資金） 一七，四00.00 
若し此の如く変更せば五年の後純益二萬四千余円は大に増加し土地の開拓亦大
に進捗すべく，且つ農夫は各長久の謀をなすに至り双方の利益大ならん
会社は純益を以て漸次土地を買入れ各種の耕作をなし又海岸に近き地（珈琲は
二千四百尺乃至三千四五百尺の高地に耕す）を卜し護誤，綿等純熱帯産物栽培
をなすべし，若金豊かなれば同時に高低両地の耕作に着手することを得るの便
益あり
以上の計算は巡回中の見聞とロメロ氏計算を標準とし傍ら種々の考案を加へた
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榎本武揚とメキシコ殖民移住（角山） 173 
左に諸書を参観するの煩を省かん為めロメロ氏並ロドリゲス氏珈琲耕作に関す
る計算を掲ぐ
久しくチャバス州に於て自ら珈琲の耕作に従事したる現合衆国駐在墨公使マ
チアス・ロメロ氏一千クエルダ（我五十六町三反に当る）の珈琲栽培費につき
自ら算出せしものにして左に記するが如し（此計算は尽く墨銀なり）
第一年経費
一千クエルダの土地に対する珈琲幼樹栽培園費，三十クエルダの交除費等
栽培地開拓人費
合計
第二年経費
土地整理費
支柱費（珈琲十萬四千本に対する）
穿穴費（同上）
植付費（同上）
草取費
雑費（修繕，建築，給料，諸税等）
合計
第三年経費
草取費
珈琲乾燥場築造費（五百バラス平方石灰製）
珈琲清浄器械並据付運搬費用共
第一収穫費（毎株四オンス）
雑費（修繕費，給料，諸税等）
合計
ニニ．五0
，ー 000.00 
―, Oニニ．五0
六00.00 
三四.00 
-0四.00 
五二o.00 
五00.00 
五六o.00 
二，四〇八.00 
―, 000. 00 
六二五.00 
八三o.00 
三00.00 
三五o.00 
三，四〇五.00 
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第四年経費
草取費（一年四回）
珈琲乾燥場入費
器械費
第二収穫費（毎樹二封度を産すとして）
雑費（給料，修繕，諸税等）
合計 ・
統計四年間経費
珈琲産出
一千クエルダの珈琲十萬四千本に対し
―, 000. 00 
ー，八七五.00 
三00.00 
八00.00 
七五0,.00 
四，七二五.00 
ー一，五六ー.00 
第三年目の収穫を二萬六千封度（一封度を非常の安価十仙と見積）
同上第四年収穫十萬四千封度（一封度十仙見積）
合計
珈琲栽培利益
一千クエルダに対する三年及四年目収利
同四年間諸費
差引四年目の利益
第五年以後計画
二，六00.00 
-0, 四00.00
一三， 000.00 
一三， 000.00 
ー一，五六ー.00 
ー，四三八.00 
珈琲樹の結実は次第に増加するものにして第五年目即初めて実の結実しより
三ケ年目以後に至りて毎樹二封度を産するとせば十萬四千本に対し二十萬八
千封度を産すべき筈にして之を毎封度十仙とすれば 二〇，八00.00 
此内草取，採収，給料，’改良其他の費用ークエルダ平均五弗とし此千クエル．
ダ 五， 000.00 
差引五年以後の利益 ー五，八00.00 
アワグスチン・ロドリゲス氏の計算によれば土地五百クエルダ（即我廿町
歩，ロメロ氏計算の半数）に珈琲樹五萬二千三百本を植え其株の間を六尺
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とし畝の間を一丈とす其収支予算は左の如し
第一年経費
幼珈琲樹栽培の為め十五クエルダの土地整理並に播種費
柵，草取，水当費
家屋築造費
耕牛買入費（五組）
襲馬買入費（四組）
鋤四挺
小農具
175 
-00. 00 
-00. 00 
ー五o.00 
ー五o.00 
五五.00 
四o.00 
五o.00 
五百クエルダの土地開拓費及植付費 五00.00 
五萬二千三百個の珈琲植付け用穿穴費（深さー尺六寸，幅一尺）五二三.00 
支配人給料 三00.00 
灌水に要する費用（溝渠取設其他）
第一年合計
第二年経費
灌水費
草取費年四回（ークエルダー回廿五仙づゞ）
支配人給料
第二年合計
第三年経費
第一収穫費（毎樹三四オンスを産するとし）
珈琲乾燥場築造費
珈琲清浄器及据付費，運賃共
納屋築造費
珈琲貯蔵場
箕一個代
灌水費
五00.00 
二，四六八.00 
五00.00 
五00.00 
三00.00 
ー，三00.00 
二00.00 
ー，二五o.00 
五00,00 
五00.00 
二五o.00 
八o.00 
五00.00 
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草取費
支配人給料
第三年合計
灌水費
草取費
支配人給料
副支配人給料
第四年経費
収穫費（一株一封度を産すべし）
第四年合計
四年間総経費
収益
五00.00 
三00.00 
四，〇八o.00 
五00.00 
五00.00 
三00.00 
ニ四o.oo
四00.00 
ー，九四o.00 
九，七八八.00 
第三年収穫五萬二千三百本よりー株四オンスを産すとし此総計一萬三千七十
五封度（一封度十五仙とし） 一，九六ー．二五
第四年収穫ー株一封度とし（一封度十五仙とすれば） 七，八四五.00 
合計 ・ 九，八〇六．二五
右の内より四年間総経費 九，七八八.00 
差引利益
計
第五年目及其以後収穫
一八．二五
九，八〇六．二五
珈琲樹五萬二千三百本より一株二封度を産すとし（一封度十五仙とすれば）
灌水費
草取費
収穫費
支配人給料
2 
第五年目及以降の経費
ー五，六九o.00 
五00.00 
五00.00 
五00.00 
五四〇.00 
榎本武揚とメキシコ殖民移住（角山） 177 
修繕其他税金雑費等
合計
五00.00
二，五四o.00 
差引純益（ロメロ氏の如く一封度の相場を十仙に引き下ぐるも尚年々七千
九百二十円の純益あり此高を二倍すればロメロ氏の計算に殆んど符合す，
そはロメロ氏耕地の半数なればなり） • -三，ー五o.00 
以上両氏の計算は時に応じ農夫を雇ひ珈琲を専耕し玉蜀黍其他副産物を耕さ
ざる計算なり ー五，六九o.00 
以上
〔史料〕 3. 墨西其「チャパス」州土地購入契約書
墨西班「チャパス」州土地購入契約書
墨国農商務殖民大臣「マニエル フエルナンデス，レアル」氏ハ墨国政府ヲ
代表シ子爵榎本武揚氏ノ代理人室田義文氏トノ間二「チャパス」州所在官有地
ノ売買及ビ之二殖民地ヲ設立スルノ件二関シ締結シタル契約
第一条 千八百八十三年十二月十五日発布ノ法律第二十八条二準拠シ榎本子爵
ハ「チャバス」州二殖民地ヲ設置スルコトヲ得
第二条 前期ノ規定二従ヒ墨国政府ハ第三者二対シ故障ヲ有セザル「チャバ
ス」州「ソコヌスコ」郡「エスキントラ」所在ノ官有地ヲ子爵榎本武
揚氏二売渡シ後者ハ右ノ土地ヲ購入ス
第三条 前記ノ土地二於テハ殖民地ヲ設定スルノ目的ニシテ其代価ハ所在地地
価ノ標準二従テー「ヘクタラ」二付墨貨ー弗五拾五仙ノ割合トシ其払
込期限ハ本契約ノ日ヨリ起算シ向ウ十五ケ年ノ年賦払ニシテ其期日毎
二墨国公債証書ヲ以テ之ヲ大蔵省二還付スベシ
第四条 購入地ノ地券ハ其代価ノ払込ヲ終ル毎二農商務大臣ノ証明ヲ待ツテ其
払込地所二対スル丈ノ地券ヲ交附スベシ
購入者ノ義務
第五条 購入者ハ其買受ケタル土地ノ測量ヲ終ル毎二二千「ヘクタラ」二付少
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クトモ一家族ヲ移住セシムベキ義務ヲ負フモノトス本移住民ハ日本人
二限ルベキコト
第六条本条約二於テ家族トハ左ノ如シ
第一夫婦ニシテ子アルモノ又ハ子ナキモノ
第二 父若クハ母ニシテ其監督ヲ受クルー人或ハ数人ノ子孫アルモノ
第三 兄弟若クハ姉妹又ハ両性ニシテ其内一人ハ成年以上クルモノ
家族ノ移住トハ既二家屋ヲ建築シ土地開拓ヲ始メタルモノヲ云フ
第七条 本契約成立後三年内二十五戸ノ家屋ヲ移転セシメ以後八年間二第五条
二規定シタル割合ヲ以テ其土地全体二於ケル移住ヲ完成セシムベシ
第八条 購入者ハ家族ヲ移住セシメタルトキハ其移住ノ時日ヲ記シタル証明書
ヲ地方官若クハ政府ガ特二命ジタル代理者ヨリ申シ請ケ之ニヨリ家族
ノ移住ヲ証明スベシ
第九条 購入者ハ毎会計年度ノ終リニ於テ殖民地二於ケル事業ノ状況ヲ墨国政
府二報告スベシ墨国政府ハ亦以上ノ規定二拘ラズ何時タリトモ右報告
ノ提出ヲ命ズルコトアルベシ，且政府ハ必要卜認ムル場合二於テハ殖
民移住ノ実況視察ノ為メ吏員ヲ派遣スルコトヲ得ベシ・
第十条 購入者ハ現行殖民条例第二十八条二従ヒ一家族二付五「ヘクタラ」ノ
割合ヲ以テ購入地所ヲ無代償ニテ譲渡シ若クハ之ヲ売渡スベシ義務ア
ルモノトス
第十一条 購入者卜移民トノ契約ハ凡テ千八百八十三年十二月十五日発布ノ法
令二従テ締結シ農商務省ノ認可ヲ受クベシ
第十二条 購入者ハ本契約二関シテ起｝レ問題二対シ墨国政府卜協議ヲ遂ゲル為
メニ適当ノ代理者ヲ墨国首府二在留セシムベシ
第十三条 本契約二規定シタル家族ヲ移住セシメザルトキハ購入者ハ科料トシ
テ一家族二対シー百弗ノ割合ニテ公債証書ヲ以テ墨国大蔵省二納付ス
ベシ
第十四条 購入者ハ本契約第五条二規定シクル家族ヲ移住セシメタル後ハ其終
24 
榎本武揚とメキシコ殖民移住（角山） 179 
リクル土地ノ一部若クハ全部ヲ売却スルコトヲ得
第十五条 購入者ハ如何ナル場合二於テモ本契約二依テ得クル権利ヲ外国政府
二譲渡シ若クハ質入レスルヲ得ズ又其権利ニョリテ成立シタル会社ノ
社員トシテ外国政府ヲ加入セシムルコトヲ得ズ又予メ墨国政府ノ認可
ヲ経ズシテ本契約二依リ得タル権利ヲ一個人若クハ私設会社二対シテ
譲リ渡シ若クハ質入レスルコトヲ得ズ但シ便宜上株券若クハ社券ヲ発
行スル・ハ自由ナリトス
第十六条 購入者ハ其殖民ヲ移住セシムルニ当リ予メ彼等二対シ墨国現行法帰
化法及外国人取締法ヲ諭告スベシ若シ此諭告ヲ怠リ殖民者ガ移住ノ後
是等ノ法規二抵触スルモノアルトキハ購入者ハ其責二任ズベシ
第十七条 本契約ノ保証トシテ購入者ハ契約締結ノ日ヨリ起算シテ三ヶ月内ニ
公債証書ヲ以テー千弗ヲ墨国国立銀行二納付スベシ但シ此保証金ハ第
二十六条二規定シタル本契約ノ消滅卜同時二没収セラルルモノトス
殖民者
第十八条 子爵榎本武揚氏ノ設計二係ル殖民地二移住スベキ者ハ凡テ現行殖民
条例第五条及第六条二規定シタル資格ヲ備ヘタルモノニ限ルベシ又彼
等ノ墨国二移住スルト同時二凡テ墨国ノ法律ヲ遵守シ且ツ本契約ノ規
定二従フベシ
購入者ノ使役二従事シ居ルモノハ殖民者卜見倣スコトヲ得ズ
第十九条 殖民条例第七条二準拠シ購入者ノ設計二係ル殖民地二移住スル者ハ
其移住ノ日ヨリ起算シテ十ケ年間ハ左ノ特権ヲ享有スルコトヲ得
第一兵役ノ免除
第二地方税及印紙税ヲ除ク諸税ノ免除
• 第三殖民地二要スル当国二産セザル食料ノ農具類，器械建築用材
料，既用ノ家具類，種用及労働用蓄類二対スル輸入税並二内国
税ノ免除但シ此特権ハ他二譲渡スルコトヲ得ス
第四 殖民者ノ収穫物二対スル輸出税ノ免除但シ此ノ特権ハ他二譲渡
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スルコトヲ得ス
第五公共事業二対スル功績顕著ナル者ヲ顕賞シ及農工業ノ新企画ヲ
ナシタルモノニ特別保護ヲ与フル事
第六 移住ノ目的ヲ以テ当墨国へ来ル者ハ領事館ヨリ交付スル旅券並
二署名公認手数料ノ免除
第二十条 移住者ハ千八百八十三年十二月十五日発布ノ殖民条例二規定シタル
前条ノ特権ヲ享有スルト共二墨国憲法二於テ墨国人及ヒ外国人二対シ
テ規定シタル権利ヲ有シ義務ヲ負フ但シ訴訟二関シテハ其性質如何二
拘ラス凡テ墨国法廷ノ裁判二服シ其権利義務ハ法律上墨国人ノ享有ス
ルモノト同等ナルヘシ
購入者ノ特権
第二十一条 榎本子爵又ハ其設立二係ル会社若クハ其承継人ハ本契約第七条二
準拠シ初メテ殖民者ヲ移住セシメクル日ヨリ起算シテ十五ケ年間ハ左
ノ特権ヲ享有スルコトヲ得但シ千八百八十三年十二月十五日発布ノ殖
民条例第二十五条第五項ノ規定ハ葱二適用スルノ限ニアラス
第一 印紙税ヲ除クノ外殖民事業二使用スヘキ資本二対シテハ一切ノ
課税ヲ免除ス
第二 少クトモ十家族以上ノ移住民ヲ当墨国内二搭載シ来｝レ船舶二対
シテハ港湾改良税及水先案内料ノ外凡テ港税ヲ免除ス
第三 殖民地二於テ使用スル器具器械建築用材料労働用又ハ種産用畜
類ハ凡テ輸入税ヲ免除ス但シ以上ノ物品及畜類ハ移住者自身ニ
携帯セサル場合二限ル
第二十二条 移住者ヲ移住地二送致スル一切ノ費用ハ購入者ノ負担トス但政府
ノ補助ヲ受クル汽船及鉄道二対シテハ政府卜該会社トノ契約二規定シ
クル同一ノ割合ヲ以テ之ヲ使用スルコトヲ得，此ノ割合ヲ得｝レニハ其
都度農商務省二出頭スヘシ
一般処分法
26 
榎本武揚とメキシコ殖民移住（角山） 181 
第二十三条 本契約第十九条及第二十一条二掲ゲタル特権ハ千八百八十九年七
月十七日並二千八百九十三年六月九日発布ノ法令二従ッテ享有スヘシ
尤モ殖民ヲ移住セシメタル後ニアラサレハ購入者ハ此特権ヲ享有スル
コトヲ得サルヘシ ・
第二十四条 榎本子爵又ハ其設立二係ル会社若シクハ其継承者力外国人タルト
否トヲ問ハス凡テ本契約ノ定ムル所二従ヒ墨国人タル資格ヲ以テ取扱
ハルヘシ而シテ墨国内二於テ起リタル事件ハ凡テ墨国裁判件二依テ裁
判セラルヘシ故二本契約二関スル事件ハ其性質ノ如何二拘ラス唯墨国
法律力其国人二付与ヽンタル権利ノ外ハ外国人タルノ権利ノ外ハ外国人
タルノ権利ヲ用ユJレコトヲ許サス随テ該事件二関シ外国交際官之二干
渉スルコトヲ得ス
第二十五条 榎本子爵ハ本契約ノ規定二従ヒ移住セシムヘキ殖民者ノ為メニ如
何ナル場合卜雖トモ墨国政府二対シ保証金若クハ土地卜賞与ヲ要求ス
ルコトヲ得ス
第二十六条 本契約ハ左ノ場合二於テ消滅スルモノトス
第一，本契約第十七条二規定シタル保証金ヲ其期限内二納付セサル時
第二，本契約第三条二規定シタル年賦払込ヲナササル時
第三，本契約第七条二規定シタル家族ヲ移住セシメサル場合
第四，本契約第十条二規定シタル義務ヲ果ササル場合
第五，購入者ノ使役二従事スルモノヲ移住民卜見ナス時
第六，本契約二規定ヽンタル殖民者以外ノ国民ヲ移住セシメタル時
第七，予メ墨国政府ノ許可ヲ経スシテ本契約ノ権利ヲ会社若クハー個
人二譲渡シタル時
第八，本契約二規定ヽンタル権利ヲ外国政府二譲リ渡シ若クハ質入レシ
又ハ外国政府ヲ其設立シタル会社ノ組合員トナシタル時
第二十七条 前条第二項ノ規定ノ理由ニヨリ本契約力消滅シタル場合ニハ購入
者ハ其保証金ヲ失フト同時二代金未払ノ土地ハ再ヒ墨国二編入セラル
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ヘシ
第二十八条 第二十六条第三項ノ理由ニョリ本契約力消滅シタル場合ニハ購入
者ハ其保証金ヲ失フヘシ
但シ其代金既払ノ土地二関シテハ適宜二処分スルコトヲ得
第二十九条 第二十六条第四，第五，第六及第七項ノ理由ニョリ本契約力消滅
シタル場合ニハ購入者ハ保証金ヲ失フヘシ’
第三十条 第二十六条第八項二抵触シテ本契約力消滅シタル場合ニハ本契約金
全部ノ外其保証金及既得財産ノ権利並二企図セル工事ノ権利ヲモ併セ
テ失フモノトス
第三十一条 凡テ本契約力消滅シタル場合卜雖トモ既二移住シテ第十九条二規
定ヽンタル特権ヲ有シ又其特権二係リ或無償譲渡ヲ受ケタ）レ土地及財産
ニ対シテ所有件ヲ保持スル事ヲ得
第三十二条 非常ノ変災二遭遇シテ本契約所定ノ期限内二購入者二果スヘキ義
務ヲ終ヘサル場合ニハ農商務省ノ承認ヲ得テ之ヲ中止ス）レコトヲ得
但シ本契約義務ノ中止ハ非常事変ノ経過後ニヶ月ヲ以テ期限トス
第三十三条 本契約ノ｀有効期限ハ其成立ノ日ヨリ起算シテ向フ十五ケ年トス
墨府二於テ
明治三十年一月二十九日
「エム，フェルナンデス，レアル」手署
室
? ?
文手署
〔出所〕
この契約文は，『移民調査報告』第12によった。
なお鎌田三之助『北米墨西班殖民案内』（東京 成功雑誌社 明治43年 133~ 
150ページ）には，平仮名まじりの和訳があるが，翻訳に幾分の違いがみられ
る。
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〔史料〕 4. 日墨拓殖会社発起認可申請書
日墨拓殖会社発起認可申請書
今般私共日墨拓殖会社創立ノ義発起致シ候二付御認可被可下度別冊目論見書井
仮定款相添此段申請仕候也
明治
農商務大臣
年
?
発起人
姓 名印
殿
日墨拓殖株式会社創立目論見書
第一条 本官舎ハ株式組織トス
第二条 本会社ハ墨国二於テ地所ヲ購入シ之ヲ開拓シ貸附及売却スルヲ以テ目
的トス
• 第三条 本会社ハ日墨拓殖株式会社卜称シ営業所ヲ東京市京橋区西紺屋町拾九
番地二設置ス
第四条 本会社資本ノ総額ハ金弐拾万円株式総数四千株ニシテ壱株ノ金額ヲ金
五拾円トス
第五条 本会社資本金使用ノ概算ハ左ノ如シ
支出
一金弐拾万円
内訳
金三万円
金壱万弐千〇拾七円
金九万〇六百円
金四万壱千八百八拾円
金壱万壱千四百円
金壱万四千壱百円
計金弐拾万円
． 拾ケ年計算
土地購入代金
傭入渡航費及諸器具井運賃
事務員及傭入給料
土人傭入費
家屋建築及機械購入費
家屋農具修繕費及雑費
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外金四万壱千弐百拾七円 土人傭入費（収入ヨリ支弁ス）
収入
一金五拾万八千七百九拾七円
第三年度ヨリ第十年度二至）レ五ケ年間収入合計
内金四万壱千三百拾七円 支出不足ヲ補シ分
差引金四拾六万七千四百七拾円
十ケ年平均二割三分七毛余
第六条 発起人ノ氏名住所及ヒ発起各自ノ引受クル株数左ノ如シ
何株 住所 姓名
同
同
計何株
右之通二候也
?? ??
何人
年月日
発起人
住所
姓 名印
日墨拓殖株式会社定款
第一条 本会社ハ日墨拓殖株式会社卜称ス
第二条 本会社ハ東京市京橋区西紺屋町拾九番地二設置ス
第三条 本会社ハ墨国二於テ土地ヲ購入シ之ヲ開拓スルヲ以テ目的トス
第四条本会社ノ資本総額ハ弐拾万円トス
第五条 本会社ノ営業年限ハ設立登記ノ日ヨリ満二十ケ年トス
但満期後ハ株主総会ノ決議ニョリ営業ヲ継続スルコトヲ得
第六条 本会社ノ使用スル印章雛形ハ左ノ如シ
日墨拓 竪一寸二分
社印慶鬱〗方二寸 1日墨拓殖株式会社 l横四分
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第七条 本定款二規定ナキモノハ総テ定法ノ規程ニヨ Jレ
第二章資本金及株式
186 
第八条 本定款ノ資本金ハ弐拾万円トシ之レヲ四千株二分チ壱株ヲ金五拾円卜
ス
第九条 本会社ノ株券ヲ分チ左ノ四種トス
但株券金額払込前二在テハ仮株券ヲ交付ヽン金額完納ノ後チ本株券卜引換フ
ヘシ
甲種 壱株券
乙種 五株券
丙種 拾株券
丁種 弐拾株券
本株券雛形
第号
日墨拓殖株式会社株券
株 氏名殿
此金額 円
表I右記名者日墨拓殖株式会社ノ定款ヲ遵守シ本会社株式ノ内 株即チ金 円
ノ持主タルコト相違ナキ証拠トシテ此株券二本会社ノ社印ヲ押捺シテ之ヲ交付ス
ルモノナリ
此株式ヲ売買譲渡セントスルトキハ此株券裏面ノ罫画内へ売譲渡人及誤受人共二
記名調印シ双方連署ノ登記請求書ヲ添へ本会社へ差出スヘシ本会社ハ相当検査ヲ
遂ケ専務取締役記名捺印シテ其株式所有ノ移転ヲ証明スヘシ
面I 13墨拓殖株式会社
社
年月日
印
専務取締役 氏 名印
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年月日 贔人記名調印i贔受人記名調印 1贔受人住所 1専麟締役記名調印
?
面
表
面
仮株券雛形
第 号
日墨拓殖株式会社仮株券
株 氏 名 印
此金額 円
．払込 1金 額 I年 月 I:! I 専務取締役記名調印
第一回 I金 I 明治 年月 日1
第二回 I 金 I 明治 年月 日 1
第三回 I 金 ・I 明治 年月 日 1
第四回 l 金 I 明治 年月 日 1
第五回 I 金 I 明治 ・年月 日 1
右記名者日墨拓殖株式会社ノ定款ヲ遵守シ本会社株式ノ内 株即チ 円
ヲ引受ケタルコト相違ナキ証拠トシテ此仮株券二本会社ノ社印ヲ押捺シテ之ヲ交
付ス
払込金ヲ為ストキハ此仮株券ヲ其都度本会社へ持参スヘシ本会社ハ領収ノ証トシ
テ金額井年月日ヲ記入シ之二専務取締役ノ印ヲ押捺スヘシ追テ金額完能ノ後二至
リ本株券卜引替フヘキモノトス
此株式ヲ売買譲渡セントスルトキハ此仮株券ノ裏面罫画内へ売譲渡人及買譲受
人共二記名調印シ双方連署ノ登記請求書ヲ添へ本会社へ差出スヘシ本会社相当
ノ検査ヲ遂ケ専務取締役記名調印シテ其株式所有ノ移転ヲ証明スヘシ
J]a 日墨拓殖株式会社年 専務取締役 氏 名 印
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裏
?
年月日！霞渡人記名調印 1贔受人記名調印1受人住所 1専務取締役記名調印
第十条 本会社ノ株主タラント欲スルモノハ株式申込書二株数及住所姓名ヲ記
シ壱株二付キ証拠金壱円ヲ添へ申込ムヘシ此証拠金ハ第一回株金払込
ノ時返還スヘシト雖モ若シ其ノ払込ヲ怠リ第九条ノ催告ヲ受クルモ尚
ホ払込マサルトキハ其者ノ株式申込ヲ解除シ証拠金ハ違約金トシテ之
レヲ没収スヘシ
第十一条 株金払込ハ会社設立免許ノ日ヨリ三十日以内二壱株二付金拾弐円五
拾銭ヲ払込ミ其余ハ明治四十年迄二払込ムモノトス
但株金払込期日及金額ハ十四日前二各株主二通知スヘシ
第十二条 株主株金払込ノ期日マテニ払込ヲ為ササルトキハ其期日ノ翌日ヨリ
元金百円二付キー日金参拾銭ノ遅延利息ヲ徴収スヘシ
第十三条 株主株金払込ノ期日マテニ払込ヲ為ササルトキハ少クトモ十四日ノ
期間二遅延利息ヲ添へ払込ムヘキ旨ヲ催告スヘシ此催告ヲ為スモ尚払
込ヲ為ササルトキハ其株主二通知シテ株券ヲ公売シ其売得金ヲ以テ払
込金遅延利息井二遅延ノ為メニ生シタル諸費ノ償還二充テ剰余金アレ
ハ之レヲ還付シ不足アレハ追徴スヘシ ． 
第十四条 株式ヲ売買譲与スルニハ其株券ノ裏面二売譲渡人・買譲受人双方署名
．捺印シ之レニ名義書替請求書ヲ添へ差出スヘシ本会社ハ専務取締役其
株券裏面二記名捺印シ交付スヘシ
第十五条株主其氏名ヲ変更シタルトキハニ名以上ノ保証人ヲ立テ株券書替ヲ
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請求スヘシ族籍住所又ハ実印等ヲ変更シタルトキハ届出ツヘシ
第十六条 株券ヲ亡失シタルトキハ其事実ヲ明記シニ名以上ノ保証人ヲ立テ新
株券ノ交付ヲ請求スヘシ本会社ハ請求ノ費用ヲ以テ三種以上ノ新聞紙
二三日間以上広告シ其最終ノ日ヨリ三十日経過スルモ発見セサルトキ
ハ新株式ヲ交付スヘシ
但広告料ハ本人ノ負担トス
株主株券ヲ損傷シクルトキハ其株券ヲ差出シ新株券ノ交付ヲ請求スル
コトヲ得
第十七条 株券ノ書替ハ壱通二付金拾銭新株券ノ交付ハ金弐拾五銭ヲ徴収ス
第十八条 株券ノ名義書替ハ通常総会前三十日以内二広告ヲ為シ之ヲ停止ス
第三章役員
第十九条本会社二左ノ役員ヲ置ク
取締役 三名
監査役 二名
第二十条 取締役ハ五十株以上監査役ハ三十株以上ヲ所有スル株主中ヨリ総会
ニ於テ選挙スルモノトス
第二十一条 取締役ノ任期ハ三ケ年監査役ノ任期ハニケ年トス
但満期再撰スルコトヲ得
第二十二条 取締役ハ互選ヲ以テ専務取締役ヲ選挙シ常二業務ヲ掌理セシムへ
シ
第二十三条 取締役在任中ハ其所有ノ株券五十株ヲ本会社二預ケ置クヘシ本会
社ハ融通ヲ禁スル為メ封印ヲ為シ之レヲ預ケ置クヘシ
第二十四条 取締役監査役中不時二欠員ヲ生ジタルトキハ臨時株式総会ヲ開キ
補欠近挙ヲ為スヘシ其補欠当選者ノ任期ハ前任者ノ残期間トス
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選期マテ補欠セサルコトアルヘシ
第四章総会
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第二十五条 総会ヲ分ッテ通常臨時ノニ種トス通常総会ハ毎年三月之レヲ招集
シ臨時総会ハ時々必要二応シ之レヲ招集ス
第二十六条 総会招集ノ通知書ニハ会議ノ目的事項及日時場所ヲ明記シ開会日
ヨリ少クトモニ十日前二発送スヘシ
但至急ヲ要スル場合二於テハ通知期限ヲ短縮スルコトアルヘシ
第二十七条 通常総会ハ千株以上臨時総会ハ千五百株以上ヲ有スル株主出席ス
ルヲ以テ成立ス但代理ヲ委任シタル株主ノ株数モ併算ス
第二十八条 総会ノ議事ハ出席株主議決権ノ過半数二依リテ決ス可否同数ナル
トキハ議長之ヲ決ス・
第二十九条 定款ノ変更任意ノ解散二付テノ決議ヲ為スニハ総株主ノ半数以上
ニシテ総株金ノ半額以上二当ル株主出席シ其議決権ノ過半数二依ッテ
決ス
第三十条 総会二於テ定款ノ株主出席セサルトキハ仮リニ決議ヲ為シ其決議ヲ
総株主二通知シ更二三十日内二第二総会ヲ招集スヘシ其通知ニハ若シ
第二総会二於テ出席株主議決権ノ多数ヲ以テ第一総会ノ仮決議ヲ認可
シクルトキハ之レヲ有効卜為スヘキ旨明告スヘシ
第三十一条 株主事故アリテ出席スル能ハサルトキハ本会社役員外ノ株主へ委
任状ヲ付与シ議決権ヲ行ハシム）レコトヲ得
第三十二条 総会ノ議長ハ専務取締役之レニ任ス若シ支障アルトキハ他ノ取締
役之レヲ行フ
第三十三条 総会二於ケル株主ノ議決権ハ壱株毎二壱個トス
第五章役員ノ職務及責任
第三十四条 専務取締役ハ社外二対シ会社ヲ代表シ取締役卜共二法律命令定款
及ヒ総会ノ決議ヲ尊守シ会社全般ノ業務ヲ総理ス
第三十五条 取締役ハ専務取締役ヲ佐ケ専務取締役事故アルトキハ之レカ代理
ヲ為ス
第三十六条 監査役ハ取締ノ業務施行力法律命令定款及ヒ総会ノ決議二適合ス
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ルヤ否ヤヲ監視シ計算書財産目録貸借対照表事業報告書利息又ハ配当
金ノ分配按ヲ検査シ此事二関シ株主総会二報告ヲ為シ会社ノ為二必要
又ハ有益卜認ムルトキハ総会ヲ招集スヘシ
第三十七条 監査役ハ前条二掲ケタル責務ヲ欠キタルニ因リ生シタル損害二付
キ本会社二対シ自己二其責任ヲ負フ
第六章事業年度及計算
第三十八条 本会社ノ事業年度ハ十ニヶ月トス毎事業年度ノ終リニ於テ決算ヲ
為スヘシ
第三十九条 本会社ハ毎事業年度ノ計算書財産目録貸借対照表事業報告書利益
配当金分配按ヲ作リ監査役ノ検査ヲ経テ之ヲ通常会二提出シ其認定ヲ
求ムヘシ
総会ノ認定ヲ得タル財産目録貸借対照表ハ之ヲ新聞紙二公告スヘシ
第四拾条 本会社ハ毎事業年度ノ総収入金ヨリ総損金諸経費ヲ控除シタルモノ
ヲ以テ純益金トシ其内ヨリ積立金及役員賞与金ヲ引去リ残金ヲ各株式
ニ付キ払込タル金額二応シ各株主二分配ス
其割合左ノ如シ
但計算ノ都合二依リ純益金幾分ヲ次ノ事業年度二繰越スコトアルヘ
シ
ー，準備積立金
ー，役員賞与金
ー，株式配当金
右之通候也
純益金百分ノ五以上
純益金百分ノ五以上
前二項ヲ控除シタル残額
発起人
住所
年月日
日墨拓殖株式会社農業務収支予算書
渡航費
姓
?
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一金五千四百三拾四圏四十銭
此訳
渡航費
金四千六百八拾八圏 雇入渡航費
内訳
金八圏 横浜孵舟賃四十人分
但シー入二付キ金弐拾銭ツヽ如此
191 
金四千六百八拾圏 横浜ヨリ桑港ヲ経エスキントラ迄汽船賃四十人分
但シ一人二付キ横浜ヨリサンベニト迄百拾七圏サンベニトーヨリエ
スキントラ迄五圏孵舟賃共如此
金七百四拾六園四拾銭
内訳
事務員渡航費
金六百四拾六圏四拾銭 横浜ヨリ桑港ヲ経エスキントラ迄汽船賃二人
分但シー人二付キ横浜ヨリ桑港迄汽船井絆舟賃共中等ニテ百五拾圃
弐拾銭同所滞在七日間弐拾壱園壱日金三圏ツヽ桑港ヨリサンベニト
一迄汽船上等ニテ百三拾五園サンベニトーヨリエスクイントラ迄孵
舟賃共拾七圏如此
金百圏
但シ壱人二付キ金五拾園ッヽ如此
起業費
一金三千百五拾厘l
此訳
金千五百園
起業費
建物建築費
但総坪数四百八十坪此内三十坪ヲ事務所トシ此建坪ー坪ニッキ五圏
残坪数四百五拾坪ヲ雇入小屋及物置トシ此建坪壱坪二付三圏ツヽ卜
ス伯テ如此
金六百圏 農具及家具費
但此内百圏ヲ事務所ノ備付トシ残金額五百園ヲ以テ雇人四十人二付
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一人各拾弐圏五拾銭ノ割ニテ備付ベキモノ如此
金四百五拾圃 ． 種子費
但珈琲及短期作物試作ノ分如此
金六百圃 耕牛馬費
但一頭二付金百弐拾圃ツヽノ割合ニテ五頭分如此
第一年度支収予算
支出之部
一金壱萬五千六拾五圃
此訳・
第一年度支出高
38 
金三千園
但購入地六萬五千町歩此代金壱町歩壱圏五拾五銭トシテ金拾萬七百五拾
圏之ヲ墨国公債ニテ納付スルトキ今仮リニ百圃額面ノ公債証書時価ニテ
金四拾五圏卜見積リ此拾萬七百五拾圃二対スル換算代価金四萬五千三百
三拾七圏五拾銭ナリトス之ヲ契約書記載ノ如ク十五ケ年賦ニテ仕払フト
キハーケ年正金三千拾壱圏五拾銭二該当スヘシ今便宜ニヨリ之ヲ三千圏
トス
金五千七百六拾圃 雇人四拾名分給料
但一人ーケ月金拾弐圏トシーケ年給額如此
金千弐百圏 エスクイントラ出張事務所員二名給料
但一人ーケ月金五拾圏トシテ壱ケ年給額如此
金壱千三百八拾園 報酬及報給
但ーケ月二付金百十五円即チ専務取締役ー名金三十五圃取締役二名金五
圃ツヽ監査役二名金五圃ツヽ支配人ー名金二十五国会計兼書記十五圏簿
記金十二圃小使金八圏ーケ年給額如此
金七百二十園 珈琲耕作教師兼通弁人給料
但ーケ月金六十圏ーケ年ノ給額如此
金五圏 玉蜀黍種子代
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但一町歩二付金五十銭ツヽ十町歩播種ノ分如此
金一千園 諸雑費
但本社及支社ノ通信運搬消耗品井家具等ノ費用如此
金二千圃 予備費
収入之部
着手日浅クシテ収入無之ノ予定
差引
金一萬五千六拾五圏
最初ヨリ資本金支出総高
金弐萬三千六百四拾九圏四拾銭也
第二年度支収予算
・支出之部
一金一萬六千五百七拾戴園
金三千薗
但前年通リ
金五千七百六拾園
但前年通リ
金千咸百園
但前年通リ
金壱千三百八拾圃
但前年通リ
金七百戴拾園
但前年通リ
金拾咸園
実際支出高
第二年度支出高
土地代年賦支払高
雇人四拾名分給料
エスキントラ事務員二名分給料
報酬及報給
珈琲耕作兼通弁人給料
玉蜀黍種子代
但―町歩二付五拾銭ツ、二拾四町歩播種ノ分如此
金咸千五百園 土人延人員五千人雇入費
193 
但玉蜀黍園及珈琲園等新墾増加シ人員二不足ヲ生スルカ故二臨時雇入レ
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一人一日金五拾銭ツヽニテ如此
金壱千圏
但前年通リ
金壱千圏
収入之部
金戴百七拾五園
諸雑費
予備費
第二年度収入高
但玉蜀黍拾町歩ヨリ収穫一町歩ヨリ見）レ凡ソ威千五百斤ヲ収穫シー斤二
付金壱銭壱厘ツヽノ代価トシテ十町歩ノ収穫如此
差引
金壱萬六千戴百九拾七圃
最初ヨリ資本金支出高
第三年度支収予算
支出之部
-金戴萬壱千七拾威園・
此訳
金三千圏
但前年通リ
金五千七百六拾圏
但前年通リ
金壱千咸百圃
但前年通リ
金壱千三百八拾圃
但前年通リ
金五千圏
第二年度実際支出高
第三年度支出高
土地年賦支払代価
雇入四拾名分給料
エスクイントラ事務員二名分給料
報酬及報給
土人延人員五千人臨時雇入費
但第一第二第三珈琲園ヲ耕作シ珈琲ノ収穫モ漸ク増加スルノ際ナレハ労
働人夫延人員壱萬人ノ不足ヲ見）叫乃テ壱日金五拾銭ツ、ニテ土人ヲ雇フ
トキハ如此
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金戚千圏
金拾戴圏
但前年通リ
金壱千圃
金壱千圏
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珈琲製造器械購入及乾燥場建築費
玉蜀黍種子代
諸雑費
予備費
収入之部
一金五千六百六拾圏
此訳
第三年度収入高
金六百六拾圏 ． 玉蜀黍二十四町歩収穫
195 
但一町歩ヨリニ千五百斤ヲ収穫シー斤二付金壱銭壱厘ノ代価トシテニ十
四町歩収穫如此
金五千圃 珈誹戴萬五千斤代価
但第一珈琲園百町歩拾萬本ヨリ一本二付四「オンス」ツ、平均収穫シ此
一斤代価ヲ金咸拾銭トスレバ如此
差引
金一萬五千四百拾咸圃
最初ヨリ資本金総支出高
金五萬五千三百五拾八園四拾銭
第四年度支収予算
支出之部
一金一萬六千七拾賦圏
此訳
金三千圏
但前年通リ
金五千七百六拾園
但前年通リ
金壱千三百八拾圏
第三年度実際支出高
第四年度支出高
土地年賦仕払代価
エスクイントラ事務員二名給料
報酬及報給．
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但前年通リ
金七百威拾圏
但前年通リ
金戴千圃
珈誹教師兼通弁人給料
土人延人員四千人臨時雇入費
但第一第二第三珈琲園ヲ耕作シ珈琲収穫漸ク増加シ労働人夫延人員壱萬
人ノ不足ヲ見｝レ肋テー日金五拾銭ツヽニテ土人ヲ雇フトキハ如此
金拾賦圏 玉蜀黍種子代
但前年通リ
金壱千圏 諸雑費
金壱千圏 諸雑費
収入之部
金壱萬五千六百六拾圏 第四年度収入高
此訳
金六百六拾圏 玉蜀黍二十四町歩収穫
但前年通リ
•金壱萬圏
但第一珈琲園百町歩十萬本ヨリ一本二付半斤ツヽ平均収穫シ此一斤代価
ヲ金咸拾銭トスレバ如此
差引
金四百拾戴圏
最初ヨリ資本金総支出高
金五萬五千七百七拾園拾銭也
第五年度支収予算
支出之部
一金壱萬七千七拾戴圏
此訳
金三千圃
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第四年度支出高
第五年度支出高
土地年賦仕払代金
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但前年通リ
金五千七百六拾圃 雇人四十名分給料
但前年通リ
金壱千咸百園 エスクイントラ事務員二名給料
但前年通リ
金壱千三百八拾圏 報酬及報給
但前年通リ
金七百戴拾圏 珈琲耕作教師兼通弁人給料
但前年通リ
金三千圏 土人六千人臨時雇入費
但第一第二第三珈琲園ヲ耕作シ珈琲ノ収穫漸ク増加シ労働人夫延人員六
千人ノ不足ヲ見ル伯テー日金五拾銭ツ、ニテ土人ヲ雇フトキハ如此
金拾戴圃 玉蜀黍種子代
但前年通リ
金壱千圏 諸雑費
但前年通リ
金壱千厘l 予備費
収入之部
一金三萬五千六百六拾圏 第五年度収入高
此訳
金六百六拾園 玉蜀黍二十四町歩収穫
但前年通リ
金戴萬圃 第一珈琲園ヨリ収入
但第一珈琲園百町歩拾萬本ヨリ一本二付壱斤ツ、平均収穫シ此一斤代価
ヲ金戴拾銭トスレバ如此
金壱萬圏 第二珈琲園収入
但第二珈琲園百町歩十萬本ヨリ壱本二付壱斤ツ、平均収穫シ此一斤代価
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差引
ヲ金威拾銭トスレバ如此
金五千圏
但第三珈琲園百町歩十一萬本ヨリ一本二付四「オンス」ツ、平均収穫シ
此一斤代価ヲ金戴拾銭トスレバ如此
金壱萬八千五百八拾八圏 利益金
但支出資本二対シ三割三分前五ケ年二平均六分六厘
最初ヨリ資本金総支出高
金五萬五千七百七拾圏四拾銭
第六年度支収予算
支出之部
一金壱萬七千三百五拾圏 第六年度支出高
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此訳
金三千園
但前年通リ
金五千七百六拾圃
但前年通リ
金壱千戴百圏
但前年通リ
金壱千三百八拾圃
但前年通リ
金四千圏
土地年賦仕払代金
雇入四十人分給料
エスクイントラ事務員二名給料
報酬及報給
土人八千人臨時雇入費
但第一第二第三珈琲園ヲ耕作シ珈琲ノ収穫漸ク労働人夫延人員八千人ノ
不足ヲ見Jレ仰テー日金五拾銭ツ、ニテ土人ヲ雇フトキハ如此
金拾煎圏 ． 玉蜀黍種子代
．但前年通リ
金壱千圃 諸雑費
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但前年通リ
金壱千圃
収入之部
一金五萬六百六拾圏
此訳
金六百六拾園
但前年通リ
金四萬圏
予備費
第六年度収入高
玉蜀黍廿四町歩ヨリ収入
第一第二珈琲圏ヨリ収入
199 
但第一第二珈琲園各百町歩ツ、各十萬本ヨリー本二付壱斤ツ、平均収穫
シ此一斤代価ヲ金煎拾銭トスレバ如此
差引
金壱萬園 第三珈琲圏ヨリ収入
但第三珈琲園百町歩十壱萬本ヨリ壱本二付半斤ツ、平均収穫シ此一斤代
価ヲ金戴拾銭トスレバ如此
金三萬三千三百八圏 利益金，但六割壱分
最初ヨリ資本金総支出高
金五萬五千七百七拾四圃四拾銭也
第七年度支収予算
支出之部
一金壱萬七千八百五拾戴圃
此訳
金三千圏
但前年通リ
金五千七百六拾圏
但前年通リ
第七年度支出高
土地年賦仕払代金
雇入四十人分給料
金壱千威百圃
但前年通リ
エスクイントラ事務員二人給料
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金壱千三百八拾闘 報酬及報給
但前年通リ
金四千五百園 土人九千人臨時雇入費
但第一第二第三珈琲園ヲ耕作シ珈琲ノ収穫漸ク増加シ労働人夫延人員九
千人ノ不足ヲ見）レ肋テー日金五拾銭ツ、ニテ土人ヲ雇フト手ハ如此
金拾咸園 玉蜀黍種子代
但前年通リ
金壱千園‘
但前年通リ
金壱千園
収入之部
一金六萬六百六拾圏
此訳
金六百六拾圏
但前年通リ
金六萬皿
諸雑費
予備費
第七年度収入高
玉蜀黍廿四町歩ヨリ収入
但第一ヨリ第三珈琲園ニテ各百町歩ツ、各十萬本ヨリー本二付キー斤ツ
、平均収穫シ此一斤代価ヲ金咸拾銭トスレバ如此
差引
金四萬咸千八百八圏
但七割八分
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最初ヨリ資本金総支出高
金五萬五千七百七拾園四拾銭也
〔史料〕 5. 墨国移住組合設計書
墨国移住組合設計書
墨国移住組合創立趣旨
利益金
榎本武揚とメキシコ殖民移住（角山） 201 
墨西班国殖民ノ事業ハ吾人ガ夙二計画ス）レ所ニシテ爾来今日二至）レ迄最モ確実
ナル方法二由テ探検二従事セシ事前後三回ノ多キニ達シタルハ有志諸君ガ其都
度詳細ナル報告卜演説等二由テ已二熟知セラレタル所ナリ就中最終即チ明治二
十七年ノ探検者タル農学士橋口文蔵氏ノ視察二係ル地方ハ吾人ノ期望二背カス
シテ将来二満足ナル結果ヲ呈スヘキヲ確認セリ於是乎吾人ハ直チニ実地着手ノ
挙ヲ決行セント欲シ左二殖民地ノ概況卜之二関スル事情ノ要略ヲ掲載シテ朝野
同志諸君ノ賛意ヲ請ハントス抑モ墨国中太平洋沿岸ノ地タル北ハソノラシナロ
ェョリ南ハどと旦ヲハカチャパスノ諸州二至）レ迄吾人力殖民事業二適当ナル者
ーニシテ不足卜雖モ其殖民地二必要ナル気候地味運搬水利ヲ始トシテ収穫ノ焼
多卜地価ノ恰好ナル等ノ諸店二於テ彼此比較参照スルニ実ニチャパス州二於ケ
ルエスクイントラ地方ノ官有地二若ク者ナキヲ発見セリ今橋口氏ノ報告二拠）レ
二同地ハ北緯十五度ヨリ同二十五分ノ間二位シ総面積ハ十一萬六千余町歩ニシ
テ気候ハ温和二雨量ハ充分二地味ハ膏朕ニシテ海岸ヲ距ル内部高燥ノ地二於テ
ハ墨国特有ノ珈琲栽培二適当シ其他一般中央ノ地二於テハ米甘庶玉蜀黍等普通
ノ作物ヲ収穫スルヲ得又海岸卑低ノ地ハ牧場二恰好ナリトス加フルニ該地方ハ
河流モ通シ海辺ニモ瀕ス）レヲ以テ漁業ハ勿論製塩ノ業モ起スヲ得ベク且又其地
勢クル行々ハ一良港ヲ開クノ見込サヘ有リト云ヘハ運搬上二充分ノ便宜アルハ
多言ヲ要セルヘシ斬ル良好ノ地二対シ今日起業セントスルノ場合二当リ第一二
着手スヘキ所ノ者ハ同地ノ購入方ニシテ而カモ其実行ノー日モ速カナラン事ヲ
要スルハ是又橋口氏ノ報告二於テ明瞭ナリトス即チ右エスクイントラノ地タル
目下官有二隷属スト雖モ其移殖二屈強ナルヲ以テ現二世人視線ノ注集スル所ト
ナリ悉ク之ヲ得ントスルハ頗）レ困難ノ感ナキニ非ズ然レドモ墨国大統領井二殖
民大臣ニハ日本移民ノ為メ事体ノ許ス限リハ特別二斡旋ノ便宜ヲ与フヘシト同
志へ約束セラレタルハ載セテ同氏ノ報告中二在リ（墨西班探検復命書）加フ）レ
二該官有地ノ価格ハー町歩二付平均一円五十余銭ニシテ之ヲ同所ニアル私有地
二比スレハ殆ント其半額ニモ足ラサル而已ナラス政府ノ払下ハ公債証書ヲ以テ
十ケ年賦ノ買収ヲ請ヒ得ヘキ変法アルカ故二同地ノ購入二付テ目下要スル所ノ
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者ハ金額ノ多キニ在ラスシテ着手ノ速カナルニ在リトス因テ吾人ハ此際購入ノ
方法二付別紙計画書ヲ添附シテ有志諸君ノ参考二供シ以テ該挙二賛成アランコ
‘トヲ希望ス
明治二十八年六月 日 墨国移住組合
墨国移住計画予算書
予輩ハ今日墨国殖民事業実施ノ場合二当リ資本卜便宜ノ点ヨリ設計ヲ立テ，先
ツ官有地全部ヲ墨国政府ヨリ購入シ此中二於テ模範ノ小殖民耕区ノ計画ヲ実施
シ，次テ此実施耕区ヲ逐次二増加ス）レコト、ナシ，是レト同時二購入ノ土地ヲ
小耕区二分割シテ所望ス）レ者ニハ之レヲ売却スルノ方法ヲ採レリ，以下掲載ス
ル所ノ甲ノ予算ハ即チ此目的ヲ以テ根本正氏二托シ立案セルモノニシテ土地購
入代価，其払込方法等二関スル費用ヨリ模範殖民地ノ開拓及ヒ耕転費井二其収
穫ノ割合，土地分売ノ割合等ヲ掲ケ五ケ年ノ収支損益ヲ予算セル者但シ逐次開
拓スヘキ殖民地ノ割合ヲ予算中二加ヘサル者ハ臨機事ヲ処ス）レノ自由ヲ存ス）レ
力為ナリ，而シテ小耕区二分割シテ売却スル土地ヲ買受ケ之レニ独立ノ殖民事
業ヲ起サントスル者ノ参考トシテハ特二藤田敏郎氏二托シテ乙ノ予算ヲ設ケー
個人二相当スヘキ土地ノ広妾，代価開拓費，移民費其他ノ経営費用及ヒ其収穫
利益ノ割合等ヲ掲ケテ六ケ年間ノ収支予算書ヲ作リ甲ノ予算ノ次キニ添附シ以
テ他日独立殖民家ノ便宜二供スルナリ
（甲）墨国チヤパス州エスクイントラ移住収支予算
第一年支出合計金壱萬九千七百参十六圏
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内訳
一金六千四百九拾六圏 土地十一萬六千町歩代価
但シー町歩ヲ壱圃六拾銭二見積リ代価拾八萬五千六百圃ノ処拾ケ年賦
ヲ以テ分納スレハ壱ケ年壱萬八千五百六拾圏トナル然レトモ之レヲ額
面百園時価三拾五圃ノ墨国公債ヲ以テ納ムルガ故ニーケ年分賦金本行
ノ如シ
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一金七百圏 土地買入契納保証金
但シ官有地買入二対スル保証金弐千圃ヲ要ス故二前同様三拾五園時価
ノ公債証書ヲ以テ納ムル金額
一金五百圃 墨府二於ケル土地払下ケニ要スル諸入費
但シ登記両代言人手数料及契約費用
一金壱千参百圃 契約主任者一人（エスキントラ耕地支配
人兼会計トナルベキモノ）旅費及滞在費
但シ横浜桑港間四百園，桑港墨府間百五拾圏，墨府滞在費ーケ月百五
拾圏ツ、三ヶ月四百五拾圃墨府ヨリエキスキントラ迄旅費弐百園外ニ
百園ヲ雑費，
一金弐千円 ー百町歩伐木開墾費
但シー町歩伐木開墾費ヲ弐拾圏卜見積｝レ
一金壱千五百圏 移民十名旅費（一人二付百五十圃）
但一人二付横浜ヨリ桑港マテ五拾圏，桑港ヨリチアパス州サンベニト
ー港迄六拾五圏（米金三拾二弗五拾仙）サンベニトー港ヨリエスキント
2迄拾圃外二横浜桑港サンベニトー三港孵賃弐圏五拾銭合計百弐拾七
闘五拾銭之レニ前後必要ナル雑費弐拾圏五拾銭ヲ見積リー人百五拾圏
トナス
一金六百圃 移民監督兼通弁渡航費
但シ横浜桑港間四百圏桑港サンベニトー間百三拾圃（米金六拾五弗）
サンベニトーヨリエスキントラマテ諸雑費共七拾圏
一金壱千六百圃
但シ壱千本二付弐拾圏ノ割
一金弐百圃
珈琲苗八萬本代
玉蜀黍其他種子類
但シエスキントラ土地二相当スルノ望ミアル短期農産物一二反歩ツ、
ヲ試植スル為メ多寡ヲ臨機二定ムルモノトナ・シ一種拾圏ツヽノ種子苗
木二十種ノ買入金
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一金弐千壱百圏 支配人並二監督者合セテニ人分年給
但シ支配人ハ月給百圏監督ハ七拾五圃ノ割
一金壱千四百四拾闘 移民十人ノ年給一人月給拾弐園
但シ満五ケ年継続スルモノニハ未墾地十町歩ヲ無代価ニテ給与ス
一金八百園 労働者小屋壱棟並二物置一棟新築費
一金五百園 農具及雑費
第一年収入合計「ナシ」
但シー年或ハ半年間二成育収穫スヘキ短期農産物且土地売却代価アル
トスルモ初年ハ之ヲ省ク収入アルトキハ之ヲ弐年目二繰越ス
第一年度収支差引金壱萬九千七百参拾六圃 支出超過
第二年度支出合計金壱萬壱千三拾六圃
内訳
一金六千四百九拾六圏
一金参千五百四拾圏
一金五百圃
一金五百圏
土地代年賦金（倣前年度）
役員及移民年給（倣前年度）
農具及雑費
臨時雇人夫費
但シー日五拾銭ノ人夫一千人ヲ必要二応シテ雇入ル、金
第二年収入合計金四千圃
内訳
一金弐千圃
一金弐千圏
短期収穫代価
土地売却代
但シー町歩五圏ノ割ヲ以テ四百町歩ヲ独立移民二売却スル代価
第二年度収支差引金七千参拾闘 支出超過
第三年支出合計金壱萬参千七百参拾六闘
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内訳
一金六千四百九拾六園
一金参千五百四拾闘
土地代賦金（倣前年）
役員及移民年給（倣前年）
一金五百圃
一金壱千圏
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農具及雑費（倣前年）
臨時雇人夫費
205 
但シ臨時雇前年度ヨリニ倍即チニ千人トナス珈琲ノ成育農耕物二利益
的，事業ヲ増スノ必要アリ
一金壱千七百圃 珈琲洗漁及皮剥器械及水車買入及据付代
但シ参年目ヨリ珈琲収穫アルヲ以テ珈琲製造器械ノ必要アリ，水車建
築費千圏器械据付費七百園
一金五百圏 珈琲収穫費及人夫費
但シ珈琲二萬斤収穫臨時人夫一千人分
第三年収入合計金壱萬弐千厘l
内訳
一金五千圏 珈琲二萬斤売却代金
但シー本ヨリ四分ノー斤ノ価二拾五銭ノ割
一金二千園 短期農産物売却代
一金五千圏 土地売却代
但シー町歩五圏ヲ以テ壱千町歩ヲ独立移民二売却スルノ代価
第三年収支差引金壱千七百参拾六圃 支出超過
第四年支出合計金壱萬参千百参拾六園
内訳
土地年賦金（倣前年度）
役員及移民年給（倣前年度）
-金六千四百九拾六圏
一金参千五百四拾圏
一金八百圏 農具修繕其他雑費（前年度二三百圏ヲ加
フ）
但シ収穫ノ増加二従フテ経費ヲ増ス
一金二千圏 珈琲収穫及製造人夫費
但シ珈琲八萬斤二対スル収穫製造人夫四千人雇入費
一金壱千圃 臨時雇入賃金（前年通）
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第四年収入合計金参万二千圏
内訳
一金弐萬圏 珈琲八萬斤代
但シー本二付ー斤ヲ生シー斤二十五銭二積）レ
一金弐千圏 短期農産物売却代（前年通）
一金壱萬園 土地売却代価
但シ壱町歩五圏ニテニ千町歩ヲ売却スル見込
第四年収支差引金壱萬八千百六拾四圃 利益
第五年目ヨリハ四年卜同額以上ノ利益アルヲ以テ之ヲ省キ四年二準シテ左表二
加フ
損益対照表（五年間）
I支 出 I収 入 I 基年二付テノ損益 I 初年ヨリノ損益
初年 19,736円 o円 . 19,736円損 19,736円損
二年 1, 0'36 4,000 7,036 損 26,772 損
三年 13,736 12,000 1,736 損 28,508 損
四年 13,836 32,000 18,164 益 9,344 損
五年 13,836 32,000 18,164 益 8,820 益
即チ五年ノ終リニハ資本金卜経費ヲ悉ク償却シテ八千八百二拾円ノ利益金
ト百町歩ノ珈琲園卜十壱萬余町歩ノ未墾地ヲ利益シ爾後七年目ヨリー萬八
千百六拾四円ヅヽヲ剰スルニ当ル若シ五年後土地売却代価一萬円ヲ収入ナ
キモノ•トスルモ尚ホニ割八分ノ利益ヲ得ルニ当 Jレ
（乙）エスクイントラ小耕区独立殖民収入収支予算
第一年損益勘定
損失ノ部
支配人ー名渡航費各六百円 円
外二支度料及諸費五拾円ヅ、 一，五00
移民十名渡航費合計千二百円外ニ
ー名三拾円ハ上陸其他ノ諸費
土地千「クエルダ」即五十六町歩
ノ伐木費当一町歩二拾円ノ割此伐
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ー，五00
利益ノ部
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木ハ移民以外二雇入ヲナス見積 ー，ーニ0
農具及雑具 五00
通信運搬消耗品税金（印紙）等 六00
珈琲樹十六萬本代千本二付廿園ノ割
三，二00
同上植附費 二五〇
此手間五百人延一日一人五十仙ノ割
支配人月給百圃監督井二医員月給
七十五闘 二，ー00
移民十名給料ーヶ月一人拾弐回ノ割
ー，四四ol差引損失高 円ーニ，ニー0
合 計 ――’―-0 ーニ，ニー0
第二年損益勘定
麟給料 二，―〇〇|差引損失高 四，三八〇
四，三八〇移民給料
枯損珈琲樹見積二千本代一千本二
付廿闘
農具及雑具新調修補等
通信運搬消耗品及税金等
合計
第三年損益勘定
役員給料
移民給料
農具及雑具費
諸雑費
珈琲清浄器運搬井据付費
第一収穫費毎株四ヲンス此十万四
千本二付二万六千封度此収穫乾燥
人夫延五百二十人一人五十仙ノ割
差引利益高
合計
第四年損益勘定
役員給料
移民同
農具及雑具
雑具（本年ヨリ収穫アリ従テ入費
ー，四四〇
四〇
二00
六00
四，三八〇
二，ー00
ー，四四〇
二00
二00
五00
二六〇
-oo 
五，二00
二，ー00-
ー，四四〇
二00
第一収穫十萬四千本ヨリ収穫一
株四~王合計二萬六千封度二
付二十仙卜見積 五，二00
五，二00
第二収穫
珈琲十万四千本ノ収穫一様二付
封度ヲ廿仙トシニ〇，八00
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ヲ増加ス） ―, 000 
第二収穫費一様平均一封度ヲ産ス
トシ此十万四千本二付十万四千封
度ヲ穫此収穫乾燥人夫延二千八十
人一人二付五十仙 ―, 0四0
差引利益金 一五， 0二〇
合計 二〇，八00 二〇，八00
第五年損益勘定
役員給料 収穫
移民同
農具
雑費
収穫費
二，ー00
ー，四四〇
二00
，ー 000
二， 0八〇
十万四千本ヨリ毎株二封度ヲ産
ストシー封度ヲ廿仙卜見積
十万四千本ヨリ各株平均二封度ヲ
産ストシ此合計二十万八千封度此
収穫乾燥人夫延四千百六十人一人
ニ付五十仙差引利益 三四，七八〇
合計
第六年損益勘定
第五年二同シ
四ー，六00
差引利益 三四，七八〇
合計 四ー，六00
第一年資産負債表
未開地二百町歩代，但一町歩五闘 l― 資金
ノ割 ―, 000 ー後季繰越
事務所倉庫及役員住宅建築費 五00
人夫小屋物置等三棟同 四五〇
耕牛五頭 五00
螺四頭 二00
起業費 ――'―-0 
ムロ 計 ー四，八六〇
第二年資産負債表
未開地 ―, GOO 資金
事務所倉庫住宅 五00 後季繰越
人夫小屋等 四五〇
瑚件五頭 五00
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四ー，六00
四ー，六00
四ー，六00
二，六五0
一二，ニー0
ー四，八六〇
二，六五〇
一六，五九〇
榎本武揚とメキシコ殖民移住（角山） 209 
螺四頭 二00
起業費 一六，五九〇
ム口 計 一九，二四〇 一九，二四〇
第三年資産負債表
土地 ，ー 0001― 資金、 五，四00
事務所等 五00 ー後季繰越金 一六，四九〇
人夫小屋等 四五〇
耕牛 五00
螺 二00
珈琲清浄器械 ―, 000 
同納屋建築費 五00
乾燥場（千「パラス」平方石灰製）一，二五0
起業費 一六，四九〇
ムロ 計 ニー，八九ol ニー，八九〇
第四年資産負債表
土地 ，ー 0001― 資金 五，四00
家屋等 五00 ー仮積立金 ー，五七〇
小屋等 四五〇
耕牛 五00
螺 二00
珈琲清浄器械 ―, 000 
同納屋 五00
同乾燥場 ー，二五0
当季利益金 ー，五七〇
ムロ 計 六，九七〇I 六，九七〇
第五年資産負債表
土地 ，ー 000 ー資金 五，四00
家屋等 五00 ー仮積立金 三六，三五〇
小屋等 四五〇
耕ヰ 五00
騨 二00
珈琲清浄器械 ，ー 000
同納屋 五00
同乾燥場 ー，二五〇
前季利益金 ー，五七〇
当季利益金 三四，七八〇
ムロ 計 四〇，五ool 四〇，五00
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第六年資産負債表
土地
家屋等
小屋等
耕牛
螺
珈琲清浄器械
珈琲納屋
同乾燥場
第四年利益金
第五年利益金
当季利益金
合計
第六年二於ケル利益分配
第四年利益金
第五年同
第六年同
合 計
第六年ノ終リノ資産
珈琲耕地五拾六町歩千圏トシ
，ー 000
五00
四五〇
五00
二00
―, 000 
五00
ー，二五0
ー，五七〇
三四，七八〇
三四，七八〇
七五，二八〇
資金
仮積立金
同
五，四00
三六，三五〇
三四，七八〇
七五，二八〇
ー，五七0 第一積立金10/0 七，―-三円00
三四，七八0 第二積立金 5/0 三，五五六円五0
三四，七八〇 賞与金
七ー，一三〇
内五千圏ハ移民独立資金トシテ恵
与一人五百弗外二荒地五町歩ヅヽ
ヲ給ス此見積価一町歩十二円
外ニー万六千三百三拾九円ハ役員，
等二分配スルモノトス
ニー，三三九円00
資本主配当金三九，ーニー円五〇
七ー，一三0円00
末開地（移民へ下付残）九十四町歩一町歩五円
事務所倉庫住宅
五六， 000円00
四七0円00
五00円00
四五0円00
五00円00
二00円00
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人夫小屋等
耕牛五頭
螺四頭
珈琲清浄器械
納屋
乾燥場
—, 000円00
五00円00
ー，二五0円00
残現金（積金一万六百六拾九円五拾銭ヨリ資金五千四百円ヲ減シタルモノ）
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? ?
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五，二六九円五〇
六六，一三九円五〇
墨国移住組合規約
第一条本組合ヲ墨国移住組合卜名ク
第二条本組合事務所ヲ東京市 区 町 番地二置ク
第三条 本組合・ハ其共同資本金ヲ以テ墨西寄国チャパス州エスクイントラ官有
地所十一万六千町歩ヲ買入レ本邦人ヲ移殖スルヲ以テ目的卜為ス
第四条 資本金総額ヲ金五万圏卜定ム但シ協議ノ上増額スルコトヲ得
第五条 本組合ハー名二付金一千圏ヨリ少ナカラサル資本金額ヲ支出スルノ義
務ヲ負担スル者ヲ以テ組合員卜定ム
第六条資本金額払込期限左ノ如シ
初年度 ー名二付 四百圏 明治二十八年十月三十日
二年度 同 上 参百圏 同二十九年六月三十日
三年度 同 上 弐百圏 同三十年六月三十日
四年度 同 上 壱百圏 同三十一年六月三十日
第七条 組合員中前条ノ払込期限二於テー回ニテモ其負担金額ノ払込ヲ怠リク
ルモノアルトキハ組合員タル権利ヲ抽棄シタルコトト看倣シ前払込ヲ
没収シ且除名スルコトアルヘシ
第八条 買入地所ハ本組合ノ共同所有トス
第九条 組合員中ヨリ名前人ー名ヲ推挙シ地所買入名義及ヒ其所有名義二関ス
ル権利ヲ委任スルモノトス
第十条 本邦人ニシテ移住殖民ノ目的ヲ以テ本組合ノ共有地所ヲ買入レントス
ルモノアルトキハ相当ノ代価ヲ以テ其需要ノ分を売渡スモノトス
第十一条 共有地ヨリ収得スル一切ノ利益ハ資本金負担額ノ割合二応シテ各組
合員＝配当スルモノトス
第十二条 地所買入方法其他移住殖民二関スル方法ハ組合員ノ協議ヲ以テ之ヲ
定ムルモノトス
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第十三条 費用ノ標準ハ別冊予算書二拠｝レ
第十四条 本規約書ハ組合員二於テ署名捺印シ各自ー通ヲ保存スルモノトス
明治廿八年 月 日 墨国移住組合員
何之誰印
追テ組合事務所ノ確定スル迄組合二関スル事務ハ京橋区西紺屋町十九番地殖
民協会ニテ取扱フ
〔史料〕 6. 移民調査報告
「墨国「チャパス」州「ソコヌスコ」郡日本人状況視察報告j
目次
第一章総論
第一節諸言
第二節 「ソコヌスコ」郡ノ地位
第一項 「チャパス」州ノ概要
第一目 「チャパス」州ノ位置及面積
第二目 「チャパス」州ノ地勢
第三目
第四目
第五目
第二項
第一目
第二目
第三目
第四目
「チャパス」州ノ人口
「チャパス」州ノ首府及行政区画
「チャパス」州ノ風土及物産
「ソコヌスコ」郡ノ概要
「ソコヌスコ」郡ノ位置及物産
「ソコヌスコ」郡ノ人口
「ソコヌスコ」郡ノ地勢及気候
「ソコヌスコ」郡ノ首府及町村制
第五目 「ソコヌスコ」郡ノ産業
第三節 「ソコヌスコ」郡卜「パンアメリカン」鉄道トノ関係
第四節 「ソコヌスコ」郡二於ケル珈琲及護誤ノ生産
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第五節 「ソコヌスコ」郡二於ケル外国人ノ企業
第二章 「ソコヌスコ」郡二於ケル日本人
第一節 「ソコヌスコ」郡二於ケル日本人殖民地殖民事業ノ概況
第二節 日墨協働会社ノ状況
第一節 日墨協働会社ノ組織
第二節 商業殖民トシテノ日墨協働会社
第三節 農業殖民トシテノ日墨協働会社
第四節 日墨協働会社ノ成績及将来
第五節 日本人ノ離婚
第六節 日墨協働会社付属小学校ノ状態
第三節 小橋岸本合名会社ノ状態
第一項 商業殖民トシテノ小橋岸本合名会社
第二項 農業殖民トシテノ小橋合名会社
第四節会社以外ノ日本人ノ状態
第一項商業殖民ノ状態
第二項農業殖民ノ状態
第五節 旧榎本殖民地ノ状態
第一項 旧榎本殖民地卜現在殖民トノ関係
第二項藤野殖民地ノ状態
第三項 旧榎本武揚殖民地失敗ノ原因
第一目 土地ノ選定ヲ誤リタルコト
第二目 殖民地事業ノ選択ヲ誤リタルコト
第三章在留日本人卜土人及外国殖民トノ関係
第一節在留日本人卜土民トノ関係
第二節 在留日本人卜外国殖民トノ関係
第四章在留日本人二対スル土地回収問題
第一節土地回収問題ノ起因
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第一項 日本人がロヲ所有スルニ至リシ経路
第二項所有土地ノ現状
第三項土地回収問題ノ経過
第四項土地回収問題ノ現状
第二節土地回収問題ノ将来及其解決法
附録墨西奇「チャパス」州土地購入契約書
（関係部分）
第五節 旧榎本殖民地ノ状態
第一項 旧榎本植民地卜現在植民トノ関係
墨西班国「チャパス」州日本植民地ヲ耳ニスル者ハ直二旧榎本植民地ヲ連想シ
現地ノ「チャパス」州日本植民ハ皆該植民地内ニアリテ旧榎本事業ヲ継続シ居
ルカ如ク想像スト雖トモコレ全ク誤謬クルヲ免レス蓋シ「チャパス」州二日本植
民地ヲ設定セシハ明治三十年中故榎本子爵ノ発意二由ルモノナリシカ故二斯｝レ
想像ノ起ルハ強テ無理ニハアラサレトモ所謂旧榎本植民地ColoniaJaponesa 
ナルモノハ「エスクイントラ，プロバー」ノ北方， 「シエラ， マドレー」山脈
内ニアリテ面積六万三千九百二十六町歩ノ大地面ナリシカ榎本子爵力其後経営
ノ到底困難ナルニ鑑ミ之ヲ放榔スルニ当リ其大部分即チ四万四千六百十二町歩
ハ墨国人ノ手二帰シタリ而シテ此等ノ地所ハ故榎本子爵ノ代理人室田義文力明
治三十年中墨国農商務大臣卜取リ結ヒタル土地購入契約ノ満期トナリシ結果本
年一月三十日ヲ以テ各其当事者ノ所有二帰シタリ
「チャパス」州現在日本人ニシテ該植民地二直接関係ヲ有スル者ハ藤野植民地
ノ管理人布施常松力植民地内二在リテ農業二従事スルノミニテ他ハ唯該植民地
ノ一部ヲ藤野或ハ小林ヨリ買受ケタリト云フ関係アルノミ例ヘハ日墨協働会社
力藤野ヨリ四十七町歩ヲ買入レコレニ甘庶ヲ栽培シ又小林ヨリー百二十四町歩
ヲ買受ケ之ヲ牧場トナシ居｝レカ如キ，又玉川力小林ヨリニ十八町歩ヲ買受ケ野
菜園ヲ起コシ，田辺力同シク小林ヨリニ十四町歩ヲ買受ケコレニ甘庶ヲ栽培シ
テ酒精ノ醸造二従事シ居ル如シ
60 
榎本武揚とメキシコ殖民移住（角山） 215 
斯クノ如ク旧榎本植民地ハ其承継者タル墨国人「カスティーヨ」並二藤野及小
林ノ三人中唯藤野力植民地開拓業二従事シ居ルノミニテ他ハ之ヲ放郷シテ今ヤ
全ク天然林ノ状態ニアラシメ唯年々植民地購入契約書第三条ノ規定スル地代ヲ
政府二納付シテ其所有権ヲ得ルノ期ヲ待チ来リシモノノ如シ（註）肋テ其現状
ヨリ察スル時ハ故榎本子爵ノ計画セル植民地ハ殆ント失敗二終リクリト云フノ
寧口適当ナルヲ思ハシム然リト雖トモ現今兎二角此地方二於テ日本人力相当ノ
事業二従事シッツアルハ故榎本子爵ノ植民地創設力動機トナリクルモノナレハ
子爵ノ名ハ「チャパス」植民卜共二永ク没却スヘカラサルモノト云フヘシ
註，旧榎本植民地ハ其契約書第三十三条ノ規定ニヨリ明治四十五年一月三十日
ヲ以テ契約満期トナリクルヲ以テ「カスティーヨ」藤野及小林ノ三名ハ同日
ヨリ該植民地二対シ絶対ノ所有権ヲ得クリ
第二項藤野植民地ノ状態
一日「エスクイントラ」村ヲ発シテ藤野植民地ナル同地管理人布施常松ノ農場
ヲ視察ス同人ハ他ノ植民卜異ナリ「エスクイントラ，プロバー」ヨリ凡ソニ里
ヲ隔ツル植民地内ノ山間二其使役スル八九ノ土人家族ヲ相手二妻及一人ノ日本
助手卜共二居住ス其状宛然日本内地二於ケル山間百姓等ノ如シ
同農場ハ山間二位スル丈ケアリテ気候ハ「エスクィントラ，プロバー」二比シ
大二精涼ニシテ熱帯地二於ケル居住所トシテハ梢理想二近キ所ナリト雖トモ農
業者ノ見地ヨリスル時ハ村ヨリ少シク遠キニ過キセイサン物ノ運搬ニハ不便ナ
ルモノアルカ如シ，藤野植民地ハ既記ノ如ク旧榎本植民地ノ一部ニシテ面積一
万三千五百二十六町歩ナルカ其大部分ハ山岳ニシテ平地ハ比較的小部分二過キ
ス同地管理人布施常松ハ農科大学別科卒業生ニシテ明治三十四年十二月植民地
二来リ爾来同地ノ開拓二従事シテ今日二至レルモノナリ今回人ノ語）レ所ヲ聞ク
二既二耕転ヲ施セル地面ハ七十余地町歩ニシテコレニ専ラ護誤ヲ栽培シ副業ト
シテ玉蜀黍ヲ耕作ス，玉蜀黍ハ之ヲ郡内ノ市場又ハ他ノ珈琲園等二販売ス又植
民地内牧草地ー百二十町歩ヲ割キテ之ヲ牧場トナシ牛三百頭ヲ放牧ス現時日本
人助手一人及農場労働ノ為メニ土人十家族ヲ使役スル外草取労働二充ツル為メ
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毎日土人三十人内外ヲ傭役ス植民地内ニハ珈琲栽培二適スル地少ナカラスト雖
トモ未夕之ヲ栽植スルノ運二至ラスト云ヘリ蓋シ珈琲栽培ノ業ハ独逸人等ノ専
ニスル所ニシテ日本人ノ業トシテハ梢困難ナル事情アルカ為メナルヘシ，要ス
ルニ藤野植民地ハ其面積ノ大ナル丈ケ其事業ハ前途頗｝レ困難ニシテ又容易ナラ
ザルモノアルヘシ
因二記ス同植民地ハ既記ノ通リ本年一月三十日ヲ以テ故藤野長次郎ノ所有二帰
シクレトモ名義ハ墨国人「カスティーヨ」ノモノトナリ居ルヲ以テ故藤野ノ相
続人タル者ハ「カスティーヨ」ヨリ所有名義ノ譲リ受ケヲ為ササルヘカラス小
官出張中モ英国人ニシテ旧榎本植民地ヲ買得シタキ者アリタリトノ事ヲ耳ニセ
シ程ナルヲ以テ可成ク速二其手続ヲナスノ必要アルヘシ
第三項 旧榎本植民地失敗ノ原因
第一目 土地ノ選定ヲ誤リタルコト
墨国「チャパス」州「ソコヌスコ」郡ハ熱帯地ニシテハ適当ナルモ好ンテ植民
スヘキ地ニアラサルノ理由ハ本報告第一章第一節二於テ棲述シタル所ナルカ斯
ノ如キハ植民策二関シ梢智識卜経験トヲ得タル今日ノ議論ニシテ故榎本子爵力
墨国「チャパス」州ニー大植民地ヲ起サント計画シタルハ今ヲ距ルコト十五年
前即チ明治三十年ノ事ニシテ当時日本ハ日露戦争二勝チ頻リニ海外膨張策ヲ唱
道シ民族ノ発展ハ海外植民ナラサルヘカラスト称シタル時代ニシテ其土地又ハ
事業ノ以下ノ如キハ深ク問フ所ニアラサリキ斯ノ如クシテ時代ノ趨勢タル植民
熱ハ遂二社会ノ上下ヲ風靡シ榎本武揚子爵ー派ヲシテ墨国「チャバス」州二日
本植民地ノ創設ヲ計画セシムルニ至リシナリ而シテ其事業ノ雄壮ナル痛ク与論
ノ歓迎スル所トナリシモ子爵力第一回移民ヲ遂ルヤ忽チ経営ノ困難二逢着シ遂
二期年ナラスシテ全計画ヲ放榔セサルヘカラサルニ至レリ蓋シ失敗ノ原因ハ
「チャパス」州「ソコヌスコ」郡力事業地ナルニ拘ラス之ヲ単純ナル植民地ト
誤解シ資本ヲ送）レヘキ筈ノ所二主トシテ人間ヲ送ラント試ミタルニ出ツ
第二目 殖民地事業ノ選択ヲ誤リタルコト
榎本子爵ー派ガ仮二前項記述セル処二反シ「チャパス」州「ソコ｀ヌスコ」郡ヲ
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事業地トシテコレニ事業ヲ興サンガ為メニ植民ヲ計画シタリトスルモ彼等ガ植
民地ノ事業ヲ主トシテ珈琲栽培二置キタルハ事業ノ選択ヲ誤リクルモノト云ハ
サル可ラス蓋シ珈琲栽培業ハ日本人ガ大資本ヲ投ジテ大仕掛ケニ之ヲ経営シ以
テ市場ヲ支配スル然ラザレバ日本国ガ将来珈琲ノ大消費国トナリ 「ソコヌス
コ」郡二於テ産出スル珈琲ノ如キハ悉ク之ヲ日本二輸入シ外国生産業者モ日本
パ中買人ニョリテ之ヲ日本二輸入スルノ状態二立チ至ラバ知ラズ現時ノ如ク独
逸，仏蘭西，英吉利又ハ北米合衆国国ガ珈琲ノ重要消費国ニシテ輸入国ナル間
ハ此ノ生産業ハ到底日本人ノ事業ニアラズベシト思料セラルレバナリ，近来
「グアテマラ」国及其他中米諸国又墨国「ソコヌスコ」郡等二於テ珈琲生産業
ガ漸次独逸人又ハ英米人ノ手二移リ行ク所以ヲ考フルニ珈琲ハ輸出貨物ニシテ
「グアテマラ」人又ハ「ソコヌスコ」人ガ自ラ紐育又ハ漢堡ノ市場二至リテ之
ヲ繋ガントセンガ彼地ノ事情二通ゼザル為メ却テ多大ノ費用ヲ要シ結局利益卜
ナラズ，然レバトテ之ヲ外国人二売ランカ，漁夫ノ利ハ悉ク彼等ノ為メニ占ラ
レ又利スル所勘ク何レノ方法ヲ採｝レモ内国栽培業者ハ畢寛思ハシキ結果ヲ奏セ
ザルガ為ナリト云フ珈琲ノ日本人二於テオヤ，要スルニ珈琲業ハ今日ノ状態ヨ
リ推シテ到底日本人二適スル事業ナリシトスルモ榎本植民地ガ珈琲栽培地トシ
テ七千尺二達スル高山地ヲ選択シタルハ珈琲ノ栽培二関シテ全然無知識ナリシ
コトヲ示スモノト云ハサルヘカラス由来珈琲樹ハ中米「コスタリカ」「ニカラ
グア」「エル，サルウァドール」及「グァテマラ」ノ諸国並二南部墨国二掛ケ
テノ熱帯地方二於テハ海抜千尺及至三千尺ノ高地二最モ良ク繁殖シ又同ジ高地
ニテ殆ント平地トモ思ハルルガ如キ小山ノ多キ所ヲ最モ適当ナル場所トナスニ
榎本植民地内ニハ斯｝レ部分甚ダ少ク只高山ノ魏膳タルモノノミ，聞ク所ニョレ
バ当時植民地視察ノ為メニ派遣セラレタル技師ハ植民地ノ地質ヲ分析シテ以テ
珈琲栽培二適スルヤ否ヤヲ断定シタルニ止マレリト云フ
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〔別表〕 1. 政府刊行物掲載メキシコ関係記事
報告i番号 1報告月日 掲載月日 Iページ I 項 目
官報 643 ...... 18. 8.21 282 0墨西奇国ノ財政困難（本年6月29日倫教
タイムス）
官報 763 ...... 19. 1.20 189 0墨西班国搬船鉄道（昨年12月16日毎週桑
港クーリエー）
官報 822 ...... 19. 3. 31 7-8 01885年海外紀事提要 墨西寄
官報 826 ．．．．．． 19. 4. 7 58 0墨西研商業博物館（本年2月5日倫敦商
法会雑誌）
官報 882 ...... 19. 6.11 119 〇清清国人請負鉄道工事（本年5月1日桑
港クーリエー）
官報 946 ...... 19. 8.25 256 0合衆国ノ葛藤
官報 971 ...... 19. 9.24 253 0合衆国葛藤事件後報
官報 995 ...... 19.10.22 228 0合衆国葛籐事件後報
官報 1105 ...... ・・・ 20. 3.10 106 0墨西班国トノ通商条約延期（本年1月10
日倫教タイムス）
官報 1158 ...... 20. 5.12 117 0歳計予算（本年2月12日倫敦経済雑誌）
官報 1165 ...... 20. 5.20 199 0貨幣鋳造高（本年3月28日独李官報）
官報 1191 ....'• .... 20. 6.20 221 0水源及黄金鉱ノ発見（去月 9日紐育トリ
ビュー ン）
官報 1194 ...... 20. 6.23 259 〇憲法修正議案（本年5月12日仏国ジュー
ルナール，デ，デバー）
官報 1224 ．．．．．． 20. 7.28 289 0墨西班トノ条約（本年6月3日似国ラ，
レヒ゜ ニフ゜ リック， フランセーズ）
官報 1237 ...... 20. 8.12 130 0歳計予算（本年6月英国スタチスト）
官報 1300 ...... ・・・ 20.10.27 266 0国会開場（去月17日紐育トリビーン）
官報 1322 ...... 20.11. 24 226 0大統領再選ノ議（本年10月22日桑港毎週
クロニクル）
官報 1374 ........ ・・ 21. 2. 1 10 0国際募集二関スル議案ノ可決（昨年12月
14日独字官報）
官報 1477 ...... 21. 6. 4 27 0日清両国トノ条約（本年4月20日倫敦支
那エキスプレス）
官報 1596 ...... 21.10. 23 234 0洪水墨西其府著名市街（本年9月20日
桑港毎週クロニクル）
官報 1653 ...... 22. 1. 4 8 0墨西其騒擾（昨年12月31日倫敦発ルート
ル電報）
通報 96 21.12. 8 22. 1. 24 9-12 0墨西奸国ノ最況（米国桑港帝国領事館報
告）
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官報 1715 ．．．．．． 22. 3.22 234 ・O新鉄道敷設案ノ議決（本年1月1日露国
モスコーフスキャ，ウエードモスチ）
官報 1719 ...... 22. 3.27 281 〇英国トノ罪人引渡条約裁可（去月 8日倫
敦タイムス）
官報 1774 ...... 22. 5.31 342-43 〇鉄道延長（去月 5日英国アイロン）
官報 1779 ...... 22. 6. 6 66 0前大統領逝去（本年4月23日倫敦タイム
ス）
官報 1791 ■ ■ ••••••• ■ •• 22. 6.20 221 0大統領ノ教書（本年4月27日英国スタリ
スト）
官報 1815 _ .... 22. 7.18 201-02 0墨西奇合衆国卜修好条約
官報 1816 ...... 22. 7.19 223 0墨米商業協会（外務省）
官報 1824 ...... 22. 7.29 310 0墨西奸合衆国人民二交付スヘキ国籍証明
書雛形
官報 1827 ...... 22. 8. 1 10-11 〇移住民条例（外務省）
官報． 1828 ．．．．．． 22. 8. 2 22 同 上（去1日ノ続）
官報 1870 ...... 22. 9.20 202 0新選副大統領兼国会議長（去月21日紐育
トリビューン）
官報 1899 ...... 22.10.26 268 0大洪水（本年9月5日倫敦タイムズ）
通報 127 22. 8.13 22.10.23 5-7 0墨西冴国各港ノ景況（米国桑港帝国領事
館報告）
官報 1943 ...... 22.12.18 201 〇銅鉱発見（本年12月5日香港デイリー，
プレッス）
官報 1948 .... 22.12.24 278 〇広東墨西其間新航海線開設（本年11月26
日海峡地タイムス附録）
官報 1990 ...... 23. 2.20 206 〇亜細亜墨西其汽船会社設立（外務省）
官報 2031 .... 23. 4.11 129 01889年度輸出入額（本年2月15日倫敦経
済雑誌付録）
官報 2066 ...... 23. 5.22 281 〇亜細亜及墨西其間航海線路開設ノ計画
（去月17日紐育毎週トリビューン）
官報 2098 ...... 23. 6.28 322 0歳計予算（去月桑港毎週Jレ，フランコ，
カリフォルニアン）
官報 2197 ....... 23.10. 24 319 0大給領教書〔9月16日墨西其発電報〕
（去月20日桑港毎週ル，フランコ，カリ
フォルニアン）
官報 2202 ...... 23.10.30 397 0財政一班（本年8月30日英国スタチスト）
官報 2297 ... ・・・・ 24. 2.28 283 01881年度以降ノ歳計（本年1月10日仏国
経済雑誌）
官報 2301 .... ?4. 3. 5 54 〇イクワドールトノ条約締結談判（本年1
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月23日紐育トリビューン）
官報 2312 .... 24. 3.18 192 〇貴金属輸出ノ盛況（本年1月10日倫敦商
業会議所雑誌）
官報 2355 .... 24. 5. 9 109 01828年以降外国人帰化統計〔3月23日墨
西寄市発電報〕 （本年3月31日紐育トリ
ビュー ン）
官報 2360 .... 24. 5.15 177 0国会開場（去月 3日倫敦タイムス）
官報 2414 .... 24. 7.17 180 0大蔵卿ノ新任〔6月31日墨西奸発電報〕
（去月15日倫敦タイムス）
官報 2490 .... 24.10.15 168 0国際会場（本年9月19日紐育スターフ，
ファイツンク）
官報 2514 24.10.12 24.11.14 142 0新領事館執務鏃二墨西其駐在ヲ命セラレ
タル帝国領事代理書記生藤田敏郎ハ去月
12日同地へ到着即日ヨリ「イツルヒ゜デー」
旅館 (Hotel Iturbide, 1 calle San 
Francisco, Cuidad de Mexico) 二於
テ事務ヲ取扱ヘリ
官報 2516 .... 24.Jl.17 205 〇独逸植民被害〔10月5日倫敦発電報〕
（本月 3日桑港デイリープレッス）
官報 2575 ．．．．．． 25. 2. 3 37 0財況近報（昨年12月紐育銀行雑誌）
官報 2580 24.11.19 25. 2. 9 107-08 0墨西寄国通商上二関スル要件〔同地駐在
帝国領事代理書記生藤田敏郎報告〕 （外
務省）
官報 2581 24.12.10 25. 2.10 123-24 0墨西野国二於ケル欧米人ノ商業（同地駐
在帝国領事代理書記生藤田敏郎報告）
官報 2582 24. 1. 19 25. 2.12 139-40 0墨西班国通商上二関スル要件〔去ル9日
ノ続〕 ｀ 
官報 2583 24.11.19 25. 2.13 152 0墨西寄国通商上二関スル要件〔昨12日ノ
続〕
官報 2584 24. 1. 19 25. 2.15 164-65 0墨西其国通商上二関スル要件〔1昨13日
ノ続〕
官報 2585 24.12.10 25. 2,16 176-78 0墨西寄国銀貨最況（領事代理藤田敏郎）
官報 2586 24.11.19 25. 2.17 188-89 0墨西其国通商上二関スル要件〔1昨15日
ノ続〕
官報 2591 24.12.23 25. 2.23 247-48 0墨西班国農業概況〔同地駐在帝国領事代
理書記生藤田敏郎報告〕
官報 2592 24.12.23 25. 2.24 260-61 0墨西寄国農業概況〔昨年23日ノ続〕
官報 2611 .... 25. 3.17 168-69 0墨国叢報（第1回）〔墨西其国駐在帝国領
66 
榎本武揚とメキシコ殖民移住（角山） 221 
報告 1番号 i報告月日 i掲載月日 iページ
9 』!
項
?
官報
官報
官報
???????????????
2617 
2618 
2619 
2619 
2621 
2622 
2623 
2630 
2636 
2638 
2645 
2646 
2676 
2677 
2680 
2684 
2696 
官報
官報
官報
官報
官報
官報
官報
2713 
2737 
2747 
2793 
2801 
2813 
2820 
25. 1.15 25. 3.24 
25. 3.25 
25. 3.26 
25. 3.26 
25. 3.29 
25. 3.30 
25. 3.31 
25. 4. 8 
25. 4.15 
25. 4.18 
25. 4.26 
25. 4.27 
25. 6. 1 
25. 6. 2 
25. 6. 6 
25. 6.10 
25. 6.24 
????． ． ??． ． ?????
25. 8.23 
25.10.18 
25.10.27 
25. 11. 11 
25.11.19 
255-56 
269-70 
279-83 
282-83 
305-06 
316-17 
331-32 
99-02 
175-76 
198-00 
287-88 
299-301 
4-5 
14-15 
43-44 
98-100 
268 
161-62 
115 
218 
186-87 
286 
118 
217-18 
事代理書記生藤田敏郎報告〕（外務省）
0墨国太平洋沿岸諸港貿易景況〔墨西其府
駐在帝国領事代理書記生藤田敏郎報告〕
（外務省）
0賃銀及産業概況〔本年1月刊行「ノル
ス，アメリカン， レヴイユー』「墨西其
ニ於ケル賃銀」訳出〕
〇塁国太平洋沿岸諸港貿易景況〔1昨24日
ノ続〕
0賃金及産業概況〔昨25日ノ続〕
0賃銀及産業概況〔去ル26日ノ続〕
0賃銀及産業概況〔昨29日ノ続J
0賃銀及産業概況〔昨30日ノ続〕
0墨国叢報（第2回）（去月17日ノ続）
0墨国叢報（第3回）（本月 8日ノ続）
0墨国叢報（第3回）（去ル15日ノ続）
0墨国叢報（第4回）（本月18日ノ続）
0墨国叢報（第4回）（昨26日ノ続）
0墨国叢報（第5回）（本年4月27日ノ続）
0墨国叢報（第5回）（去Jレ1日ノ続）
0墨国叢報（第5回）（去ル2日ノ続）
0畏国叢報（第5回）（去Jレ6日ノ続）
0大蔵卿及英国駐割公使ノ新任〔5月24日
墨西其市発電報〕 （去月25日紐育トリビ
ュー ン）
01878年度以降金銀採掘価額（本年6月紐
育銀行雑誌）
0財政一班（本年6月25日倫敦経済雑誌）
〇現在大統領ノ再選〔7月1日墨西其市発
電報〕（本年7月12日倫敦タイムス）
01891年度輸出額（本年8月10日倫敦商業
会議所雑誌）
0大統領再選（本月 1日桑港毎週Jレ，フラ
ンコ，カリフォルニアン）
〇国会ノ開会及大統領ノ宜言〔9月18日墨
西其発電報〕（本年9月20日仏国官報）
0大統領教書〔同国駐在帝国領事藤田敏郎
報告〕（外務省）
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官報 2821 25. 1. 15 25. 1. 21 230-31 0大統領教書〔 1昨19日ノ続〕
官報 2822 .. 曇．．．． 25. 1. 22 253-54 0大統領教書〔昨21日ノ続〕
官報 2823 ．．．．．． 25.11.24 269-70 0大統領教書〔 1昨22日ノ続〕
官報 2828 ...... 25.11.30 327 0輸入税減率二関スル布告〔10月21日紐育
発電報〕（去月22日倫敦タイムス）
官報 2845 ...... 25.12.20 211 01892年輸出貿易価額〔11月3日華盛頓発
電報〕（去月 9日紐育毎週商業新聞）
官報 2846 ...... 25.12.21 225 0南部鉄道開業式挙行〔墨西其発電報〕
（去月12,14日紐育「トリビューン」）
官報 2854 ...... 26. 1. 6 29 0人口統計 (12月3日桑港毎週ル，フラン
コ，カリフォルニアン）
官報 2860 ．．．．畢●● ● ● 26. 1. 13 118 0大統領就任式挙行〔12月1日倫敦発電
報〕（昨年12月2日紐育トリビューン）
官報 2869 ...... 26. 1. 24 231 0前内閣員再任〔12月2日墨西其発電報J
（昨年12月6日仏国官報）
官報 2878 25.12.28 26. 2. 4 47-48 0墨国綿作景況〔同地駐在帝国領事代理書
記生藤田敏郎報告〕（外務省）
官報 2902 26. 1.17 26. 3. 6 73-74 0墨国改良輸入品税則〔同地駐在帝国領事
代理書記生藤田敏郎報告〕（外務省）
官報 2915 26. 1.17 26. 3.22 254-56・ 0墨国財政現況〔墨西其駐在帝国領事代理
書記生藤田敏郎報告〕（外務省）
官報 291'6 26. 1.17 26. 3.23 276-77 0墨国財政現況〔昨22日ノ続〕
官報 2917 26. 1.17 26. 3.24 287-89 0墨国財政現況〔昨23日ノ続〕
官報 2619 ．．．．．． 26. 3.26 282-83 0賃銀及産業概況〔本年1月刊行「ノル
ス，アメリカン， レヴイユー」「墨西其
ニ於ケル賃金」訳出〕（続）
官報 2920 26. 2.16 26. 3.28 324-25 0墨国製絹業及絹織物輸入景況〔同地駐在
帝国領事代理書記生藤田敏郎報告〕 （外
務省）
官報 2924 26. 1.17 26. 4. 1 8-10 0明治26年墨国叢報（領事代理藤田敏郎）
官報 2925 26. 1. 28 26. 4. 4 24-25 0明治26年墨国叢報（領事代理藤田敏郎）
官報 2926 26. 2.16 26. 4. 5 42-44 0明治26年墨国叢報（領事代理藤田敏郎）
官報 2950 ...... 26. 5. 3 42 〇穀類輸入免除〔3月29日華盛頓発電報J
（去月 5日紐育毎週商業新聞）
官報 2954 26. 3.28 26. 5. 8 99-101 0墨国改正輸入税率［同地駐在帝国領事代
理書記生藤田敏郎報告〕（外務省）
官報 2955 26. 3.28 26. 5. 9 116 0明治26年墨国叢報続報（領事代理藤田敏
郎）
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官報I2958 I . . . . I 26.5. 12 I 166 lo支那人出稼ノ請求（本月 3日香港デイ
リ，プレッス）
叡 12964 1 ...... I 26.5. 19 I 251 10新産業創起ノ奨励（本年3月英国商務院・
月報）．
官報 12966 1 ...... I 26.5. 22 I 299 10国会開会〔4月1日墨西其発電報〕（去
月3日倫敦タイムス）
官報 I29ss I………… 1 26. 6. 10 1 135-36 1 o大統領教書〔第16回国会第2期開会〕
（本年4月22日仏国経済雑誌）
官報 I29s4 I .... I 26.6. 12 I 15s 10大蔵大臣ノ更迭〔5月9日墨西其発電
報〕（去月10日紐育トリビューン）
官報 I2998 I 26.5. 15 I 26.6. 28 I 339 10墨国赤港並太平洋沿岸諸港石炭消費ノ景
況〔墨西其府駐在帝国領事代理書記生藤
田敏郎報告〕（外務省）
官報 13002 ………… 126. 7. 3 24-25 0箪激道線路（本年5月英国商務院月報）
官報 3021 26. 5. 6 25. 7. 25 262-63 0明治26年墨国叢報続報（領事代理藤田敏
郎）
叡 13031 1 26.5. 6 1 26. 8. 5 1 57-58 1 o墨国銀貨変動ノ状況〔墨西其駐在帝国領
事代理書記生藤田敏郎報告〕（外務省）
・官報 I3039 I 26.4. 1 I 26.s.15 1151-52 I o墨国大統領教書〔墨府駐在帝国領事代理
書記生藤田敏郎報告〕（外務省）
謬 13040126. 4. 1 26. 8.161161-63 0墨国大統領教書（昨15日ノ続）
官報 3041 26. 6. 26 26. 8. 17 168-69 0墨国貨幣鋳造高貴金属輸出高及墨銀相場
（自24年7月至25年6月）〔同国駐在帝国
領事代理書記生藤田敏郎報告〕（外務省）
官報 I3054 I .... I 26 .9. 1 I s-9 I o亜米利加諸共和国貨幣同盟組織ノ計画
〔8月3日墨西其発〕（去月 5日桑港毎週
ル，フランコ，カリフォルニアン）
官報 13on 1 26. s. 15 I 26.9. 25 I 253 I 01s90年度墨国翰入貿易景況（領事代理藤
田敏郎）
官報 13089 1 26. 8. 22 1 26. 10. 13 1123-24 1 o墨西其市地方税徴収法〔同市駐在帝国領
事代理害記生藤田敏郎報告〕（外務省）
官報 1sogo 1 . ……….. 1 26. 10. 14 1135-37 1 o墨西其市地方税徴収法〔昨13日ノ続〕
（領事代理藤田敏郎報告）
官報 Is101 I 26.9.14 I 26.10. 2a I 290-91 I o墨国二於ケル燐寸景況（領事代理藤田敏
郎）輝¥3102 2s. 9.16 26. io. 30 301-os o墨国大統領教書（領事代理藤田敏郎）
官報 3102 ………... 26.10. 30 309 0墨西其湾ノ旋風〔10月4日巴里発電報〕
（本月 7日河内ラプニール，ヂユ， トン
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キン）
官報 3148 26.11. 14 26.12.25 405 0墨国輸入税則改正〔墨国駐在帝国領事代
理書記生藤田敏郎報告〕（外務省）
通彙 2 26. 9. 14 27. 1.16 83-90 0墨国二於ケル燐寸需報ノ概況（在墨国領
事館報告）
通彙 2 26.11.14 27. 1.16 19-29 0墨国二於ケル米国購銀条例廃止ノ影響
（在墨国総領事館報告）
通彙 2 26. 1. 14 27. 1.16 19 〇墨国輸入税則ノ改正（在墨国領事館報告）
通彙 3 27. 2. 1 27. 4. 7 54-61 0墨国貿易景況（在墨府総領事館報告）
通彙 3 27. 2.10 27. 4. 7 1-3 0墨国並米国西部諸州等二於ケル産銀ノ景
況（在墾国総領事館報告）
通彙 4 27. 2.10 27. 6.11 6-8 0墨国東西洋貫通地峡鉄道工事ノ景況（在
墨国総領事館報告）
通彙 5 27. 3.22 27. 6.11 9-22 0墨国銀坑現況（在墨府総領事館報告）
通彙 6 27. 5. 10 27. 7. 9 8-9 0墨国輸入品ノ税率改正（在墨府総領事館
報告）
通彙 7 27. 5.22 27. 8.20 1-26 0墨国政府土地条例ノ改正（在墨府総領事
館報告）
通彙 8 27. 6.21 27. 9.20 1-3 0墨国官有地払下ノ定価表（在墨府総領事
館報告）
通彙 14 27. 1. 21 27. 3.16 18-23 026年度墨国卜外国貿易（在墨府総領事館
書記生野間政一報告）
官報 3499 ...... 28. 3. 2 30 0両国ノ葛藤（紐育スターツ，ツァイツン
グ）
官報 3542 ...... 28. 4.24 282 01894年外国貿易ノ景況（本年2月英国商
務院月報）
官報 3569 ...... 28. 5.25 289 0大統領教書（去月倫敦タイムス）
官報 3574 ...... 28. 5.31 357-58 0墨西班グアテマラ境界条約（外務省）
官報 3581 ...... 28. 6. 8 87-89 0墨国大統領教書（外務省）
官報 3599 ...... 28. 6.29 330 0産業及美術博覧会
通彙 22 28. 5.28 28. 8. 1 1-13 〇銀本位卜墨国（在墨府総領事館報告）
通彙 22 28. 6. 8 28. 8. 1 1-3 0墨国鉄道新設二関スル契約（在墨府総領
事館報告）
官報 3631 28. 7. 9 28. 8. 6 61 〇軍備（去月13日ル，フランコ，カリフォ
ルニアン）
通彙 26 28. 8.17 28.10. 1 1 0墨国関税ノ改正（在墨府総領事館報告）
官報 3707 ...... 28.11. 5 102 0国会開会（本年9月18日仏ル，タン）
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通彙l291 28. 8. 27 28.11.151 1-5 0墨国通商事情（在墨府総領事館報告）
通彙 1 32 I 2s.11.13 I 29_1. 4 I 1-2 I o墨国関税目改正追加（在墨府領事館報告）
明治27年8月ヨリ本年4月二至ル墨国海
関税追加目明治28年10月中改正墨国海関
税追加目
通彙 I33 I 2s.12. 2 I 29.1.15 I 1-41 0墨国二於ケル日仏両国絹布ノ商勢（在墨
府総領事館報告）
官報 3763 …•……··/ 29. 1.17 316-18 0墨国大統領教書（外務省）
官報 3768 28. 1. 13 29. 1. 23 420-21 0墨国関税追加〔墨府駐在帝国総領事室田
義文報告〕（外務省）
官報 I3832 I . . . . . . I 29.4. 1 I 183 lo陸軍卿ノ更迭（去月21日ル，フランコ，
カリフォルニアン）
通彙 l39 I 29.s. 1 I 29.4.1s I 39-42 I o墨府二於ケル本邦竹細工ノ需要（在墨府
総領事館報告）
通彙 1号外 28.12. 4 29. 5. 1 1-74 0墨国珈琲培養法
通彙 41 29. 3.15 29. 5. 15 4-5 0本年2月中墨西班国関税目改正追加税目
（在墨府総領事館報告）
官報 3862 ... ・. ・. 29. 5. 16 227 0墨国関税追加（外務省）
通彙 42 29. 4.13 29. 6. 1 1 0本年3月中墨西野国関税目改正追加税目
（在墨府総領事館報告）
通彙 I42 I 29.4. 2s I 29.6. 1 I 4-s I o墨国二於ケル造幣事業（在墨府総領事館
報告）
官報 Iss54 I .... I 29.5. 1 I 90 lo官有地方ノ地債（本年3月英国商務院月
報）
通彙 45, 29. 5.20 29. 7.151 6-12 0墨国税則ノ改正（在墨府総領事館報告）
官報 3921 29. 5. 5 29. 7. 24 266-67 0墨国廃税拉新税〔在墨府帝国総領事館領
事務代理領事館書記生野間政一報告〕
（外務省）
通彙 I49 I 29.6.11 I 29.9.1s I ss-44 I o墨国新税則二依テ匝税ヲ課セラルベキ営
業種類（在墨西班領事館報告）
官報 Is915 I 29.6. 11 I 29.9. 26 I 286-88 I o塁国新直税率〔在墨府帝国総領事館事務
代理領事館書記生野間政一報告〕（外務
省）
通彙 I43 I 29.5. 5 I 29.11. 2 I 69-12 I 021年度墨国ノ外国貿易（在墨府総領事館
事務代理書記生野間政一報告）
通彙 I52 I 29.10. 1 I 29.1. 2 I 46-49 I o墨国へ本邦米輸入ノ景況（在墨府総領事
館報告）
官報 I4005 I 29.10. 1 I 29_1. 2 I 1s-14 I o墨府二於ケル本邦白米需要景況〔同地駐
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在帝国総領事室田義文報告〕（外務省）
官報 4029 29. 9.27 29.12. 2 52-53 〇墨国「ヤッキー」種族蜂起顛末〔墨府駐
在外交事務館室田義文報告〕（外務省）
官報 4037 29. 9.23' 29.12.12 164-66 0墨国大統領教書〔墨府駐在帝国外交事務
官室田義文報告〕（外務省）
通彙 55 29.11. 5 29.12.15 1-7 0墨国海関税ノ改正（在墨府総領事館報告）
官報 4046 29. 1. 5 29.12.22 314-15 0墨国海関税目改正〔墨府駐在帝国総領事
室田義文報告〕（外務省）
官報 4050 29. 9.30 29.12.26 411-13 0墨国外交官官制拉俸給，旅費〔墨府駐在
帝国外交事務官室田義文報告〕（外務省）
官報 4051 29.11.22 29.12.28 466 0墨国大統領拉各省卿次官増俸〔墨府駐在
帝国外交事務官室田義文報告〕（外務省）
官報 4055 29.12. 2 30. 1. 8 66 0墨国大統領就任拉新内閣組織〔墨府駐在
帝国外交事務官室田義文報告〕（外務省）
官報 4061 ...... 30. 1. 15 137 0墨国造幣局貨幣鋳造高〔墨府駐在帝国総
領事室田義文報告〕（外務省）
官報 4071 29.12. 2 30. 1. 27 264 0墨国払下官有地〔墨府駐在帝国総領事室
田義文報告〕（外務省）
通彙 58 29. 1. 22 30. 2. 1 5-7 029年1月ヨリ 6月二至ル墨西班国官有未
払地ノ払下（在墨府総領事館報告）
通彙 59 29.12.21 30. 2.15 1 0墨国南東鉄道敷設及補助金下付議案等同
国議会ノ通過（在墨府総領事館報告）
官報 4088 29. 12. 9 30. 2.20 224-25 0墨国南東鉄道敷設契約〔星府駐在帝国総
領事室田義文報告〕（外務省）
官報 4088 29.12.31 30. 2.20 225 0墨国産生牛皮状況〔墨府註在帝国総領事
室田義文報告〕（外務省）
官報 4090 29.12.22 30. 2.23 250-51 0墨国石炭需要状況〔墨府駐在帝国総領事
室田義文報告〕（外務省）
通訛 60 29.12.31 30. 3. 1 2-4 0墨国二於ケル生皮ノ情況（在墨府総領事
館報告）
通彙 60 29.12.22 30. 3. 1 1-4 0墨国二於テ泊費セル石炭ノ情況（在墨府
総領事館報告）
通彙 60 30. 1. 9 30. 3. 1 1-4 0墨国逓信大臣卜同国南東鉄道会社代表者
トノ間二締結セル約定案（在墨府総領事
館報告）
官報 4107 ...... 30. 3.15 203 〇国際鉄道ノ延長（去月18日桑港毎週クロ
ニクル）
官報 4131 30. 2. 6 30. 4.14 230 0墨国海関税目中改正〔墨府駐在帝国総領
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事室田義文報告〕（外務省）
通彙I
通彙
63 30. 2. 6 I 30. 4. 15 I 1 I o墨国関税追加（在墨府総領事館報告）
63 30. 1. 30 30. 4.15 64-65 0墨国表稗真田ノ景況（在墨府総領事館報
告）
官報 I4134 I 3o.1. 30 I 3o.4.11 I 21s 10墨国二於ケル麦秤真田需要景況〔墨府駐
在帝国総領事室田義文報告〕（外務省）
官報 I41so I………... I 3o.s. 6 I 11-1s I o国会開会（去月 3日Jレ，フランコ，カリ
フォルニアン）
官報I4151 I………… I 3o.s. 6 I 93-94 I o外国貿易（本年3月18日澳国商業博物館
週報）
官報 I4151 I so.4_ 14 I so.5.14 111s-11 I o墨国海関税目中改正〔墨国駐割室田弁理
公使訳報〕（外務省）
官報 I4151 I .... I 3o.s.19 I 239 I o劃界条約ノ批准（去月22日桑港毎週クロ
ニクル）
通彙 I 66 30. 4. 14 I 30. 6. 5 65-66 o墨国関税改正（在墨府総領事館報告）
官報 4197 ………... 30. 6. 30 438-40 0墨国大統領教書〔墾国駐割弁理公使室田
競文訳報〕（外務省）
官報 I419s I .... I so.1. 1 I 15 10輸出向農産物耕作ノ計画（本年5月17日
仏国官報）
官報 I4204 I 3o.6. 9 I 3o.1. s 1112 10墨国海関税目改正（墨府駐在帝国総領事
室田義文報告〕（外務省）
通通批彙
70 30. 6. 9130. 7.15 63 0墨国関税改正（墨国公使館報告）
72 30. 5. 23 30. 8. 5 41-45 0聾国へ輸出スヘキ日本絹物二関スル調査
（在墨国総領事館報告）
通菌 I12 I 3o.6.11 I 3o.s. s I 10-11 I o墨国常設博覧会ノ計画（在墨府総領事館
報告）
官報 I4236 I 3o.6.11 I 3o.s.14 111s-19 I o墨国常設博覧会開設計画（墨府駐在帝国
総領事室田義文報告〕（外務省）
官報 I4236 I 3o.s. 23 I 3o.8.14 1180-81 I o墨国輸入本邦製絹織物〔墨府駐在帝国総
領事室田義文報告〕（外務省）
官報 I4263 I………… I 3a.9.15 I 161-6s I o墨国オンドウラス間境界条約〔墨国駐割
室田弁理公使報告〕（外務省）
通彙 77130. 7. 29130. 9. 25 49-51 0墨国棉花ノ現状（在墨府総領事館報告）
官報 4271 30. 8. 17 30. 9. 25 313 0墨国海関税目中改正〔墨国駐割帝国室田
弁理公使訳報〕（外務省）
官報 I421s I .... I so.10. 4 I 45 10ヴェラクルース鉄道工事（本年8月英国
商務院月報〕
通彙 I78 I 30.8. 11 I 30.10. 5 I 76 10墨国関税改正（在墨国総□館報告）
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官報 4287 30. 7.29 30.10. 14 196-97 0墨国棉花状況〔墨府駐在帝国総領事室田
義文報告〕（外務省）
通彙 80 30. 9. 4 30.10.25 58-60 0墨国関税改正（在墨府総領事館報告）
官報 4312 30. 9.23 30.11.13 179-81 0墨国大統領教書〔墨国駐割室田弁理公使
訳報〕（外務省）
官報 4315 ...... 30.11.17 225 0石炭ノ産出及消費高（去月20日仏国経済
雑誌）
官報 4331 ...... 30.12. 7 97-98 0墨国沿岸及国境税関規則改正〔墨府駐在
帝国総領事室田義文訳報〕（外務省）
官報 4370 ...... 31. 1. 29 266 0歳計予算額（昨年12月15日独学官報）
官報 4382 31. 1. 8 31. 2. 14 124 0墨国海関税目中追加〔同国駐割室田弁理
公使兼総領事訳報〕（外務省）
官報 4424 ...... 31. 4. 4 45 〇已往4箇年間ノ収穫高（本年1月英国商
務院月報）
通彙 95 30.12.29 31. 4. 18 1-20 〇自29年7月至30年6月一年間墨国商況
（上編）（在墨府総領事館報告）
官報 4465 ...... 31. 5. 21 281 0国会開会(4月4日刊行倫敦「タイムス」）
官報 4477 ...... -31. 6. 4 61 0人ロノ概算（本年4月発刊英国商務院月
報）
官報 4485 31. 4. 16 31. 6. 14 174 0塁国大統領教書〔在同地帝国公使館三等
書記官林曾登吉訳報〕（外務省）
官報 4485 ...... 31. 6, 14 178 0綿業ノ景況（本年4月23日刊行倫敦経済
- 雑誌）
官報 4493 ...... 31. 6. 23 310 0財政ノ概況（去月倫敦銀行雑誌）
通奨 103 31. 2. 24 31. 7. 8 62-104 〇自29年7月至30年6月一年間墨国商況
（下編）（在墨府総領事館報告）
官報 4508 ...... 31. 7.11 135 0歳計予算 (31年5月21日刊行仏国経済雑
誌）
官報 4619 31. 10. 13 31. 1. 21 214 0墨国海関税目中改正〔在同国帝国公使館
三等書記官林曾登吉報告〕（外務省）
官報 4640 31. 11. 9 31. 12. 16 197 0墨国船舶税法中貨物揚卸税〔墨府駐在帝
国三等領事林曾登吉報告〕（外務省）
官報 4634 31. 10. 10 31.12. 9 111 0墨国大統領教書〔在同地帝国公使館三等
書記官林曾登吉訳報〕（外務省）
官報 4637 31. 10. 10 31. 12. 13 155-56 0墨国大統領教書（本月 9日ノ続）
官報 4640 31.11. 9 31.12.16 197 0墨国船舶税法第9条ノ規定二準スル貨物
〔墨府駐在帝国三等領事林曾登吉報告〕
（外務省）
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官報 4685 ...... 32. 2.16 238 0在墨国本邦人数（外務省）
通彙 125 32. 1.14 32. 2.28 75 0墨国31年12月末在留本邦人々員表（在墨
国公使館報告）
官報 4734 ...... 32. 4.17 212 〇墨国海関税目中追加〔同国駐割室田弁理
公使報告〕（外務省）
通彙 132 32. 3.17 32. 5. 8 54 0墨国輸入税目中追加（在墨国帝国公使館
報告）
通彙 132 32. 3.10 32. 5. 8 54-59 〇墨国商品陳列所情況（在墨国帝国公使館
報告〕
官報 4763 ．．．．．． 32. 5.20 308 〇国会開会 (5月3日刊行倫敦「タイム
ス」）
官報 4776 ...... 32. 6. 5 57 0中央銀行ノ開設（本年4月英国商務員月
報）
通彙 138 32. 5.16 32. 7. 8 53 0墨国輸入税目中追加（在帝国公使館報
告）
官報 4806 32. 4.10 32. 7.10 155-57 0墨国大統領行政報告〔同国駐割室田弁理
公使訳報〕（外務省）
官報 4788 32. 5.16 32. 6.19 295 0墨国海関税目追加〔同国駐割室田弁理公
使報告〕（外務省）
通彙 143 32. 6.16 32. 8.28 58-59 〇墨国マサトラン港へ新航路ノ延長（在帝
国公使館報告）
官報 4896 32. 9. 5 32.10. 25 322 0墨西其国関税目追加〔同国駐割室田弁理
公使報告〕（外務省）
通彙 150 32. 9. 5 32.11. 8 59 0墨国輸入税目中追加（在帝国公使館報
告）
〔註〕「通商報告」『官報」『通商彙纂」から時系列・分類的集成による。
「通報」は「通商報告』，『通彙」は「通商彙纂」の略。
〔別表〕 2. 「殖民協会報告」掲載メキシコ関係記事
事
□旦戸日：：明治26年1月31日 第一相談会（於日本貿易協会）
明治26年2月5日 第二相談会（於東京地学協会々堂）
明治26年2月26日 成立委員会
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明治26年3月1日 発会式（於芝紅葉館）
殖民協会設立趣意書（殖民協会規則八章二十一条）
会長榎本武揚副会長前田正名
2 1 2a.a I 4-ao Io墨国太平浩醗諸州巡回報告藤田敏郎
3 26. 7 8-12 0 「テファンペック」鉄道
44-99 0墨国太平洋沿岸諸州巡回報告藤田敏郎
第三章土地
4126. 81 1-13 0外国人二関スル法律及帰化法
13-48 0殖民漁業等二関スル法律規定
5 26. 9 49-52 0墨国へ移住民誘導ノ件（外務大臣宛報告)
明治26年5月25日付在墨西寄府領事代理藤田敏郎
117 〔雑〕〇グアテマラ国卜日本労働者
6 26.10 1-8 0模範殖民ノ適地（墨国農商工植民大民レアル氏の調書）
チアパス州二於ケル墨政府官有地調書
ゲェレロ州二於ケル官有地調書
明治26年8月14日付藤田領事書信（抜抄）
「グリス」氏ノチアパス州談（ツー，パブリック新聞所掲）
附豚及雛禽ノ説 会員榎本龍吉訳
9-16 0墨国タバスコ州珈琲耕地問答（答弁ハ州庁ノ手二成ル）
I 会員榎本龍吉訳
7 26. 1 1-11 0墨国物産誌一斑鉱産部
(1892.8.21刊行新約克ウヲールド新聞抄訳）
3-16 0墨国探検紀行第一報 (8月13日付）在墨根本正
17-36 0日墨間航路創設二関スル意見恒屋盛服
126 〔雑〕〇グアテマラ労働者
126-30 〔雑〕〇グアテマラ国日本人労働契約書
s ¥ 26.12 39 | 〔雑〕〇グアテマラ国出稼人墨国二流浪ス（在墨府会員井上一男）
9 27. 1 1-37 0墨国物産誌一斑農産ノ部
9-80 0墨国「チャパス」州探検報告 (10月5日トラノ発）
81-82 陳佳〕テハンテペック鉄道
88-98 〔会〕墨濠二航路二関スル意見書（明治26年12月14日逓信大臣黒
田清隆宛殖民協会々長子爵榎本武揚）
墨国航路予算取調書
10 j 21. 2 j 1-3010墨国ユカタン州 (Yucatan)二於ケル農業及労働
76 
号年月 lページ
31-36 
11 27. 3 55-72 
12 27. 4 33-38 
13 27. 5 1-31 
14 27. 6 1-48 
49-58 
15 27. 7 29-42 
I 
43-47 
120-21 
16 27. 8 . 82-84 
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「メリダ」府領事エドワード，エー，タムソン報告（訳）
労働者ノ小屋及ヒ賃銭・食物・労働者ノ衣服・借地料・大麻・
「エネケン」輸出・蜆虫及「エネケン」
0墨国「チャパス」州探検報告 (12月7日テファンテペック発）
根本正
〔雑〕〇珍田領事グアテマラニ赴ク（明治26年12月18日出発）
0チウアウア州墨国殖民及農業会社二関シタル談話
質問者根本正 答弁者会社支配人 アレキサンダー，ェ
フ，マクドーナルド
0在墨府ジョーンス氏ヨリ榎本会長宛来翰
1894年1月2日墨府二於テ 榎本武揚子爵閣下宛
デー，ダブリユー，ジヨーンス
〇墨西奸探検根本正
第一章 「チャパス」 1-1探検
第二章 「オハカ」 1+1探検
第三章 「ゲレロ」』1+I探検
第四章殖民要領
第五章紀行
第六章墨国一覧
0墨西班探検根本正
第二章第三章
0テハンテペック地峡鉄道概見
(1894.3.10「ツーリパブリック」新聞抄訳）
0墨国探検紀行第二報（第七号ノ続） 根本正
墨西奸府
墨西奸府物価
労働及給料
各職工給料
墨西寄府ヨリ「アカプルコ」港ヲ経「チャパス」州「ソコヌス
コ」郡「サンベニト」港迄ノ紀行
墨西奸巡回地名及マイル数
0テハンテペック地峡鉄道概見（前号ノ続）
〔雑〕〇尼加拉瓦運河工事ノ中止
〔雑〕〇果本正氏卜墨斯古国農商務殖民大臣トノ往復書
墨国農商務殖民大臣マニエル，フエルナンデス， レアル
〔雑〕〇橋口文蔵氏愚国二向フ 明治27年7月25日横浜
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号 1年月 Iページ I 記 事
17 27. 91 72 〔雑〕〇支那人大二墨国二入ラントス (5月29日アラパマ，モン
ト，ゴメリー報告）
18 27.10 HO 0藤田敏郎氏ノ墨国実況二関スル談話 (9月17日評議員会席上）
94-96 〔雑〕〇東殖民軍ヲ墨西班二出セ〔読売新聞9月20日社説〕
19121.111 I 
20 27. 12 87 〔雑〕〇墨国二於ケル橋口氏〔9月1日刊，墨国タパチュラ市新
聞〕
〔雑〕〇領事ノ帰朝 島村久先月10月上旬帰朝シタリ
21 28. 1 1-26 0中米グアテマラ共和国探検録伊藤米次郎
〔北米ワシントン州タコマ市殖民同盟会委員〕
89-90 〔雑〕〇橋口文蔵氏ノ帰朝 明治28年1月3日横浜
90-120 〔雑〕〇根本正ノ消息（明治27年7月17日出発南米探検へ）
22 28. 2 1-16 0中米グアテマラ実見録
〔明治28年1月20日殖民協会講談会二於テ〕伊藤米次郎
23 28. 3 1-78 0墨斯班探検復命書橋口文蔵
〔雑〕〇明治27年9月10日藤田敏郎帰国
24 28. 41 82-85 〔雑〕 O彰移住殖民二関スル建議案（山下千代雄外三名提出）
89-90 〔雑） 0ニカラグア運河ノ利益
2s I 28.s I 79-80 1 〔雑〕〇墨国大統領ディヤス氏ノ教書 (4月1日第17墨国議会）
26 28. 6 74-81 0墨国移住民条例 1877年発布現行法律墨国領事館訳報
82-101 0墨国土地条例 1894年発布現行法律墨国領事館訳報
109-111 〔会〕墨国移住組合創設意見書 明治28年6月17日評議員会
27 28. 1 J 52-72 0墨国移住組合設計書
墨国移住組合創立趣旨
墨国移住計画予算書
（甲）墨国チアパス外Iエスクイントラ移住収支予算
（乙）エスクイントラ小耕区独立殖民収支予算
墨国移住組合規約
73 〔雑〕〇墨西班市フヲルシース氏ノ書翰
28 28. 8 1-40 0中米瓦地馬拉探検誌根本正
79-80 〔雑〕〇墨国鉄道敷設契約要領在墨府駐在室田総領事
86-95 〔雑〕〇墨国銀本位J利害米国華盛頓府駐割墨国公使ロメロ氏
29 I 2s.9 I 95-96 1 〔雑〕〇米国市場二於ケル墨国農産物ノ市価 7月13日紐育相場
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I I 99-1叫〔雑〕〇墨国ノ進歩（墨国「ツーリパブリック」抄訳）
30 28.10 9-14 0テハンテベック横断鉄道主任技師ライマン，ブリッヂス説明
78-79 
79-80 
s1 i 2s.11 1119 
32 28.12 1-24 
33 1 29. 1 I 45 
34129. 2 I 
編者訳
墨国鉄道ノ落成
両端築港ノ設計
通商捷路ノ開通
太平洋沿岸航海ノ便益
哩程ノ減縮
〔雑〕台湾卜墨国卜気候ノ比較橋口文蔵
〔雑〕〇移民保護法出ントス (9月15日東京日々新聞）
〔雑〕〇墨国公使日本紅茶ノ輸出ヲ勘誘ス
0里国通商事情（明治28年8月27日付在墨府総領事館報告）
需用品ノ性質及関税ノ高率
言語二適スルモノノ養成
（甲号） 0墨府市場物価表
（乙号）〇絹物， 0木綿及綿毛交織，
0桑港ヨリ墨府マデノ汽車賃
0前書各種ノ物品二対スル墨国輸入税
〔雑〕〇墨国通信（明治28年12月3日付）
35 29. 3 59-62 〔雑〕〇移民保護法案（明治29年2月28日日程第四衆議院院議）
速記録
36 29. 4 
二
43-46 0墨国通商上ノ公道安西唯三郎抄録
68-69 0室田墨西班総領事日報社員ヘノ談話
21-44 I 0墨国珈琲培養法在星府総領事館
第一珈琲ノ期限及来歴ヲ知ルヲ得ベキカ
第二珈琲樹ノ植物的性質
第三珈琲培養二必要ナル気候ハ如何
第四 珈琲培養二適スル土地ハ如何ナル緯度二位セラルヤ
第五 珈琲培養ノ土地ハ如何二隆起セザルベカラザルカ
第六 珈琲培養法二必要ナル地質ハ如何
第七 珈琲培養地ノ開拓方法如何，珈琲園構成図解
第八種床及育種場トハ如何ナルモノゾ
第九育種場構造法如何育種場構造図解
第十珈琲種ハ如何ニシテ選択スヘキヤ又苗樹移植法如何
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号年月 lーペー ジ ? 事
第十一珈琲種ヲ蒔付クルニ就キテノ準備如何
第十二珈琲種ノ蒔付法如何
第十三 蒔付後二必要ナル注意如何
第十四 蒔付ノ期節ハ如何ナル期節ヲ宜シトスルヤ
第十五 珈琲培養上必要ナル日限ハ如何ナルモノヤ
第十六 珈琲種樹植替ノ時期ハ如何
第十七 珈琲種樹植替ノ方法如何
第十八珈琲樹培養上必要ナル除草法ハ如何スルヘキャ
第十九珈琲種樹二施スヘキ灌漑法如何珈琲園地灌漑法図解
珈琲種園地灌漑別法図解
第二十 「ブルー ニング」 （珈琲樹ノ枝及葉ヲ摘取！レ事）ノ方
法如何
第廿一代用植付トハ如何スヘキャ
第廿二珈琲菓実収穫ノ方法ハ如何
第廿三 珈琲培養ニハ如何ナル肥料ヲ用ユヘキャ
第廿四 収穫ノ珈琲ヲ市場二出ス迄ノ製法如何珈琲種核洗浄
水溜図解
第廿五 珈琲樹収穫ノ割合ハ如何
第廿六 珈琲樹二厭フヘキ害物ハ何ソヤ
第廿七珈琲培養上其経費卜利益如何
附農商務省農事試験場ノ分析成績
47-48 0メキシコ，グアテマラ間ノ鉄道
38129. 61 I 
39 29. 7 51-66 0墨国珈琲培養法在歴府総領事館（承前）
92-93 〔雑〕〇東洋汽船会社ノ航路
40 29. 8 57-58 〔雑〕〇墨国移住組合ノ派遣員卜米国ノ諸新聞
「日本ノ大計画」「日本ノ殖民計画」『紐育新聞』（明治29
年7月20,21日）
41 29.10 39-42 0墨国通商上ノ大道（其二）
43 〔雑〕〇墨国珈琲税〔墨国ヴェラクルーズ州知事地方立法院へJ
69-70 〔雑〕墨国購地ノ契約愈々成Jレ
42 29.10 53-58 〔雑〕〇テファンテヒ゜ッキ探査会社（ゼー，メキシカン，フハイ
ナンシア第27巻第26号二拠Jレ）
58-64 〔雑〕〇墨国税則ノ改正（明治29年5月20日付在墨府総領事館報
告）
67-69 〔雑:iO墨国ノ財政（自1896年至1897年）〔7月11日財政新聞〕
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43 29.12 1-18 0墨国通商上ノ大道（其三）
舟行二適スル河流及ヒ運河
港湾
航路
官道及ヒ駅道
〔雑〕〇外国製諸証書書類証明法(29年11月12日官報第4013号抄）
80-95 〔雑） 0墨国特報 (10月19f.l時事新報） 孤剣生
44 29.12 33-36 〔雑〕〇墨国農業勧業殖民会社ノ略歴（「メキシカン，ヘラルド」
記事）
41-54 〔雑〕〇墨西寄二於ケル珈琲（合衆国領事クリテンデン報告）
墨西班ノ珈琲産地
1895年ノ珈琲収穫額
墨西好産珈琲ノ種類
土壌及ビ気候
珈琲ノ増殖
投資ノ好機期
第二年報
61-63 〔雑〕〇墨国土人ノ蜂起（墨西班駐在室田外交事務官10月27日付
報告）
I 
66-75 〔雑〕〇墨国特報 (11月4日） 在墨国孤剣生
75 〔雑JO会員根本正氏 明治29年12月4日帰朝
45 30. 2 51-55 0墨国殖民契約基礎（「墨国殖民雑誌」記事）
57 〔雑〕〇墨国南東（ガテマラ）鉄道（報告37号参着）
62-68 〔雑〕〇根本氏墨国巡回報告（明治29年12月17日演説概要）
46 30. 3 1-5 0墨国殖民契約基礎（承前）
25-27 〔雑〕〇墨国へ本邦白米輸入ノ景況（明治29年10月1日付在墨府
総領事館報告）
47 30. 4 21-24 〔雑〕〇墨国通信（其ー） 30年1月8日付在墨国府甘利造次
25 〔雑〕〇墨国二移民ヲナセヨ（「メキシカン，ファイナンシアル」
記事）
27-29 〔雑〕墨西寄公使館
30-33 〔雑〕 029年1月ヨリ 6月二至ル墨西寄官有地未測量地ノ払下
(29年12月2日付在墨府総領事館報告）
33-38 〔雑〕 0日本ヨリメキシコノ観察長風生（「国民新聞」記事）
52-54 〔雑〕〇墨国移住者愈々出発ス 3月24日横浜
48 I so. 51 1-2910墨西班共和国チャパス州事情（在墨室田弁理公使ヨリ榎本会長
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叫年月\_~ージI 記
へ寄贈ノ小冊子）
事
第一章総論 第一項地理，風土
第二項交通ノ便
第三項住民
第四項財源
第五項産物
第六項土地
第七項諸税金
第二章各郡 第一項 ヒ゜チユカルコ郡
第二項 シモジヨヴェル郡
第三項バレンケ郡
第四項チロン郡
第五項 コミタン郡
第六項ラス，カサス郡
第七項チアパ郡
第八項メッカラパ郡
第九項 タキストラ郡
第十項 ラ，リベルタド郡
第十一項 トナラ郡
第十二項 ソコナスコ郡
34-37 I 0墨国二消費セル石炭ノ情況 (29年12月22日付在墨府総領事館報
告）
39-40 I 〔雑〕〇墨国麦稗真田ノ最況 (31年1月30日付在愚府総領事館報
告）
40-41 〔雑〕墨国関税追加 (30年2月6日付在墨府総領事館報告）
57-67 〔雑〕〇墨国通信 (30年2月6日付在墨国府廿利造次記）
68-69 〔雑〕〇墨国通信 (30年2月15日付在墨国府甘利造次記）
（其二）中央亜米利加瓦提馬拉国博覧会ノ件
69-10 I 〔雑〕〇墨国渡航ノ草鹿砥農学士ヨリ評厳員根本正氏へ来状
49 I 30. 6 I 1-4 O榎本会長第五総会演説ノ趣意 5月29日芝紅葉館二於イテ
82 
5-12 0野間政ー氏演説ノ趣意 5月29日芝紅葉館懇親会度上演説
墨国進歩ノ程度
墨国ノ農業
墨国ノ殖民事業
25-26 I O墨国事情ノ概要（其ー）甘利造次（墨国「オハカ」新聞記事）
合衆国人シ，ェッチ， トムクレー氏
27-33 IO墨国事情ノ概要（其二）甘利造次（墨国官報及新聞）
墨国農業
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墨国ノ外国貿易
35-45 0墨国視察ノ記根本正
商工業ノ発達
製造業
日墨両国間貿易
日本ヨリ墨国へ輸出スル重要商品
墨国二於ケル貿易競争ノ現況
日本商品ヲ陳列縦覧セシムル方法
日本商人開店ノ心得
so I 30. 7 I 79 I 〔雑〕〇墨国通信 (30年5月22財確墨国府甘利造次）
79-81 〔雑〕〇墨国通信 (30年5月22日付在墨国榎本龍吉・甘利造次）
51 I so.a I I 
52 30. 9 71 〔雑〕〇墨国新任公使卜移民事業
75-82 〔雑〕〇東方ノ楽園（毎日新聞）墨西寄ノ新移住地
84-85 〔雑〕〇墨国二於ケル我移住民 (7月12日在墨室田弁理公使報告）
95-96 〔雑〕〇墨府常設博覧会開設ノ計画（明治30年6月17日付在墨府
総領事館報告）
53 30.10 1-24 0墨西班北殖民会社長沢哲
0墨国コロラッド土地会社
42-44 〔雑） 0墨国通信チャパス州ニテ榎本龍吉
（明治30年9月3日出 10月10日着信）
44 〔雑〕〇草鹿砥寅二氏墨国殖民地ヨリ 10月10日帰国
54 30.11 33-36 0墨国関税改正 (30年9月4日付在墨府総領事館報告）
36-37 〔雑〕〇墨国ノーロ評在墨国榎本龍吉
37-41 〔雑〕〇墨国棉花ノ現状 (30年7月29日付在墨府総領事館報告）
55 30.12 1-31 0墨国チャパス州エスキントラ殖民地事業経営復命書草鹿砥寅
二（明治30年8月同地出発，単身帰国，同年11月1日付報告）
農事行程ー，普通農場
二，珈琲園 （イ）種子購入
（口） 珈琲園地探検
州珈琲教師傭聘
労働者トノ契約契約書
労働者募集 （イ） 原籍
（口） 海外旅行券
労働者一，航海
二，旅行（イ） サンベニト港ヨリタパチュラ市二至ル
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号 1年月 Iページ I 記 事・.
（口） タパチュラ市滞在
Vヽ） タパチュラ市ヨリ殖民地二至1レ
三，健康 H エスキントラ地方ノ気候
（イ）気候ハ不順ナラス
（口） 空気湿澗ナラス
(,~ 寒暖ノ差少シ
口飲料水
曰家屋
回逃亡
独立移住者附丁酉会社
s6 j s1. 1 I 
57131. 2 37 〔雑〕〇墨西班殖民地視察者ノ出発
川村久直・小林直太郎 (1月27日出発）
58131. 31 36-371 〔雑〕〇墨西暇移住民ノ現状 (30年12月英国商務院月報）
39 〔雑〕〇協会員渡墨草鹿砥寅ニ・佐々木林太郎 (3月5日出発）
s9 ¥ s1. s ¥ 
60 1 s1. 61 
61 I s1.1 I 
62 31. 8 
63 31. 9 
84 
I 
I 
I 
1-16 0チャパス州ソコヌスコ郡榎本子爵払下地巡回報告
（明治31年3月墨西班国駐在日本弁理公使室田義文報告）
位置
地形及灌漑
気候及地味
運輸及物産
珈琲樹栽培ノ適否
玉蜀黍及豆'
甘庶
米及野菜
チョコレート，バニラ，護膜
牧場
45-82 0日墨間貿易及墨国事情一斑（在墨府総領事館報告）
17-22 0日本駐割墨西寄国弁理公使ウヲルハイム氏力墨国移住組合席上
演説ノ趣意（明治31年7月6日墨国移住組合協議会）
57-61 0墨国チャパス州ソコヌスコ郡日本殖民地監督小林直太郎氏報告
（明治31年5月15日付）
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号 1年月 Iページ I 記 事
64 I s1.10 I 41-46 I o墨国痴疇貿易 (31年8月6日付墨西班総領事館報告）
65 I s1.12 1 49-561 o墨国船舶税法 (31年9月24日付在墨府総領事館報告）
66 32. 2 23-56 0自29年7月至30年6月一年間墨国商況 H (30年12月29日付
墨国総領事館報告）
69-70 0海外移民二対スル決議農商工高等会議
海外移民二対スル方針
67 32. 4 1-3 〇榎本会長演説ノ趣意
-21-45 0自29年7月至30年6月一年間墨国商況口 (30年12月29日付
墨国総領事館報告）
68 32. 6 1-5 0墨国ゲレロー州サンマルコス農場ノ概況
11-53 0自29年7月至30年6月一年間墨国商況回 (30年12月29日付
墨国総領事館報告）
69 32. 8 52-59 〔通〕墨国通信 (5月24日墨府発）在墨府古川兵一
第一南北米州ハ古来世界人種ノ移住地タリ
第二 日本移民ノ不注意
第三移民出稼地トシテノ墨国
第四 出稼労働者ノ賃金
81 〔雑〕〇在墨西班ノ本邦移民
70 32. 9 44-50 〔通〕墨国通信 (6月20日発）在墨府古川兵一
0墨国地勢ノ高低卜農産物トノ関係
〇二十年前卜今日ノ墨国
95-97 〔雑〕 0日本移民ヲシテ墨国二棉花ヲ栽培セシムルジョーンス氏
ノ意見（時事新報）
「元墨国公使館雇米国人デー，タプルユー，アフ゜，ジョー
ンス氏ノ日本労働者ヲ墨国二移住セシメ棉花ヲ栽培セシム
ル意見書」
71 1 s2.10 I 
72 32.11 8-19 t講〕墨国榎本殖民地ノ実況大関昌之佐
21-26 〔通〕墨国通信 (10月1日墨府発）在墨府古川兵一
0実業界ヨリ観察セル昨今ノ墨国
73 23.12 , 14-19 〔通〕墨国通信 (11月1日墨府発）在墨府古川兵一
0墨国昨今ノ労働問題
74133. 1 ¥ I 
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号 1年月 Iページ I
75133. 2 1 1 
?
事
76 33. 3 〔通〕墨国通信 (2月1・13墨府発）在墨府古川兵一
0チャパス殖民地当国演劇脚本二上Jレ
0チャパス州ニニ線ノ鉄道敷設
0支那人ノ開店多シ
77 33. 41 
78 ¥ 33. 51 
79 33. 6 〔通〕室田公使の来簡
「メキシケァン，ランド，エンド，コロニゼイシヨン」会
社総支配人ヲー，ェッチ，ハアリソン氏談話
so ¥ s.1 ¥ 
s1 I 33.s ¥ 
s2 I 33.91 
83 133.10 1 
84 I 33.12 
I 
85 34. 1 
~ ~ 
53-56 
39-43 
〔紀〕墨国チャパス州古代遺跡探検紀行（其ー）在墨国エス，工
フ生
〔紀〕墨国チャパス州古代遺跡探検紀行（其二）在墨国エス，工
フ生
〔註〕 1. 題名『殖民協会報告」は，第69号より『殖民時報」と改題し，号数のみ継続
される。
2. この表のうち，〔雑〕は雑報，〔通〕は通信，〔会〕は会報，〔紀〕は紀行のそ
れぞれ略称を示すものである。
3. この表では，題名のほか目次を含む一部の内容を掲載してある。
〔別表〕 3. 「東京経済雑誌」掲載メキシコ関係記事目録
巻 1号数 l日 付 I 記 事
143 15.12.23 0「メキシコ共和国の進歩」
453 22. 1.19 0「メキシコ国との通商条約」
454 22. 1. 26 〇「墨斯古の繁昌」
466 22. 4.20 〇「墨西班国勢一斑」
466 22. 4.20 〇「巴奈馬運河の現状」
478 22. 7.13 〇「墨西班政府，墨新条約を発布す」
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巻 1号数 1日 付 I 記 事
479 22. 7.20 0「日，墨国修好通商条約公布せらる」
480. 22. 7. 7 0「日本及墨西寄の修好通商条約」
21 509 23. 5. 3 0「日，墨銀換算の標準」
2i 522 23. 5.24 〇「榎本子」
21 524 23. 6. 7 O("榎本子爵」
22 546 23. 11. 8 0「日本殖民論」第一
22 548 23. 11. 22 0「日本殖民論」第二
23 556 23. 1. 24 〇「殖民省新設の議」
24 591 24. 9.26 0「墨西班に日本産物展覧会を開設するに付き同国領事の意見」
24 597 24.11. 7 0「巴奈馬運河失敗の原因」
24 598 24.11. 14 〇「墨西寄公使の渡来」
25 6_26 25. 6. 4 〇「墨西奸事情」 （墨国事情）片山平三郎纂訳
25 627 25. 6. 11 〇「墨西喝事情」 （墨国事情）片山平三郎纂訳
25 628 25. 6.18 〇「墨西班事情」 （墨国事情）片山平三郎纂訳
25 629 25. 6.25 〇「墨西班事情」 （墨国事情）片山平三郎纂訳
26 630 25. 7. 2 〇「墨西班事情」 （墨国事情）片山平三郎纂訳
26 631 25. 7. 9 0「墨西班事情」 （墨国事情）片山平三郎纂訳
26 632 25. 7.16 0「墨西寄事情」 （墨国事情）片山平三郎纂訳
26 633 25. 7.23 0「墨西班事情」 （塁国事情）片山平三郎纂訳
26 635 25. 8. 6 〇「墨西班事情」 （墨国古代史）片山平三郎纂訳
26 636 25. 8.13 〇「墨西班事情」 （墨国古代史）片山平三郎纂訳
26 637 2s. a.ao 〇「墨西班事情」 （墨国古代史）片山平三郎纂訳
26 638 25. 8.27 〇「墨西班事情」 （墨国古代史）片山平三郎纂訳
27 639 26. 1. 28 〇「墨国探征日誌」恒屋盛服
27 660 26. 2. 4 〇「墨国探征日誌」 （続）恒屋盛服
27 661 26. 2.11 0「墨国探征日誌」 （続）恒屋盛服
27 661 26. 2.11 〇「墨国移民事業」 （中央電報社）
27 663 26. 2.25 〇「墨国探征日誌」 （続）恒屋盛服
27 664 26. 2.25 〇「墨国招晦日誌」 （続）恒屋盛服
27 665 26. 3. 11 〇「墨国移住に関する同国官民の意見」 （第一）
27 665 26. 3.11 〇「墨国探征日誌」 （続）恒屋盛服
27 666 26. 3.18 〇「殖民協会設立に際しての演説」榎本武揚於芝紅葉館
27 666 26. 3.18 〇「墨国移住に関する同国官民の意見」 （第二）
27 666 26. 3.18 〇「墨国探征日誌」 （続）恒屋盛服
27 667 26. 3.25 〇「墨国探征日記」 （続）恒犀盛服
27 669 26. 4. 8 〇「墨国樅識日誌」 （続）恒屋盛服
27 670 26. 4.15 〇「墨国探征日誌」 （続）恒屋盛服
27 672 26. 4. 29 0「墨国探征日誌」 （続）恒屋盛服
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巻 1号数 1日 付 I 記 事
27 673 26. 5. 6 
27 674 26. 5.13 
27 676 26. 5.27 
27 677 26. 6. 3 
27 678 26. 6.10 
27 679 26. 6.17 
28 681 26. 7. 1 
28 683 26. 7.15 
28 684 26. 7.22 
28 685 26. 7.29 
28 686 26. 8. 5 
28 687 26. 8.12 
28 690 26. 9. 2 
28 691 26. 9. 9 
28 692 26. 9.16 
28 693 26. 9.23 
28 695 26.10. 7 
28 697 26.10.21 
28 698 26.10.28 
28 699 26.11. 4 
28 700 26.11.11 
28 702 26. 11. 25 
28 703 26.12. 2 
28 704 26.12. 9 
28 707 26.12.30 
29 708 27. 1.13 
29 710 27. 1. 27 
29 712 27. 2.10 
29 713 27. 2.17 
32 806 28.12.28 
32 785 28. 8. 3 
34 872 30. 4.17 
36 890 30. 8.21 
36 891 30. 8.28 
38 955 30.11. 26 
掲載
??
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巻 1輝 I日 付 I 記 事
43 1064 34. 1. 19 0日墨貿易に関する報告
44 1100 34. 9.28 0日本メキシコ間貿易業者の注意
46 1151 35. 9.27 0墨士奸の東洋航路特許
46 1158 35. 11. 15 〇メキシコの外資輸入額
46 1161 35.12. 6 0メキシコ産金額の増加
47 1180 36. 4.25 0墨其寄財界の恐慌
48 1193 36. 7.25 0墨西野の金貨制度
49 1220 37. 2. 6 〇メキシコの貨制改革案
〔別表〕 4. 『臨時報告』『商工彙報」掲載メキシコ関係記事
項目•発行・題目・報告者 Iページ
「農商務省商工局臨時報告」明治30年第4冊明治30年5月20日 1 
1. 墨西奇中米南米太平洋沿岸視察報告 （嘱託員根本正） 1-311 
「農商務省商工局臨時報告J明治32年第3冊明治32年8月6日
1. 在墨西紆府本邦商品陳列所ノ見本品二就テノ品評及市況報告
（在墨西班国実業練習生林温吉） 〔在同地帝国総領事館報告〕 1-10 
「農商務省商工局臨時報告」明治32年第8冊明治33年1月20日
1. 日本絹物，雑貨，肩掛二関スル報告
（在墨西班国実業練習生林温吉） 1-40 
『農商務省商工局臨時報告」明治35年第18冊明治35年12月20日
1. 墨西好二於ケル竹細エニ関スル報告
（明治35年9月報告在墨府海外練習生森醇一報告） 1-32 
『農商務省商工局臨時報告」明治36年3冊明治36年3月31日
1. 日墨間ノ商業関係
（明治35年1月在墨府海外実業練習生森醇一報告） 59-75 
『農商務商工局臨時報告」明治36年第6冊明治36年6月30日
1. 墨西班国税率並同国生産品市価俵
（明治36年3月在墨西面国海外実業練習生森醇一報告） 3-46 
「農商務省商工局臨時報告」明治36年第12冊 明治37年2月12日
1. 墨西野市二於ケル日本雑貨ノ商況
（明治36年7月在墨国海外実業練習生森醇一報告） 29-35 
「農商務省商工局臨時報告」明治37年第12冊明治38年1月18日
1. 墨西奸貿易
（明治37年10月14日第3回当省実業講話会二於テ）市川寛太演説 1-12 
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項目•発行・題目・報告者 Iペー ジ
「農商務省商工彙報」明治38年第2号明治38年6月25日
1. 墨国二於ケル絹織物
（明治38年2月在墨府当省海外実業練習生大平慶太郎報告） 99-106 
「農商務省商工彙報』明治38年第4号明治38年8月251:1
1. 墨西紆卜本邦品
（在墨西寄国当省海外実業練習生 山中金五郎報告） 100-101 
「農商務省商工彙報」明治38年第5号明治38年9月21日
1. 墨国絹織物輸入税ノ引上
（在墨府当省海外実業練習生大平慶太郎報告） 81 
『農商務省商工彙報」明治39年第4号 明治39年4月25日
1. 墨国二於ケル本邦絹織物
（明治39年3月在墨国海外実業練習生大平慶太郎報告） 56-57 
「農商務省商工彙報」明治39年第7号明治39年7月21日
L墨国二於ケル「メリヤス」製品輸入状況
（明治39年月在墨国海外実業練習生善積武八郎報告） 13-24 
「農商務省商工彙報J明治39年第6号明治39年6月25日
1. 墨国二於ケル輸入雑貨商況
（在墨国海外実業練習生大平慶太郎報告） 49-56 
「農商務省商工彙報J明治40年第14号明治40年12月25日
1. 墨国二於ケル本邦絹製品二就テ
（在墨国海外実業練習生浜口光雄報告） 39-45 
『農商務省商工彙報」明治41年第3号 明治41年6月25日
1. 墨国へ輸出スル本邦絹織物二関スル関税二就テ
（在墨国海外実業練習生浜口光雄報告） 63-67 
「農商務省商工彙報」明治41年第8号明治41年6月25日
1. 墨国二於ケル絹織物現況
（明治41年1月在墨国海外実業練習生浜口光雄報告） 77-78 
「農商務省商工彙報」明治41年第12号明治41年9月21日
1. 墨国二於ケル商工事情 （在墨国当省参事官） 21-32 
「農商務省商工彙報」明治41年第14,号明治41年10月25日
（当省参事官） I 1. 墨国二於ケル農業 1-10 
「農商務省商工彙報」明治41年第17号明治41年12月20日
1. 対墨国本邦羽二重二就テ
（在墨西班国海外実業練習生浜口光雄報告） 91-92 
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項目•発行・題目・報告者 1ページ
「農商務省商工彙報』明治42年第3号 明治42年2月25日
1墨国二於ケル米作及植物二就テ （当省嘱託員小林直太郎報告） I 39-56 
「農商務省商工彙報」明治42年第5号 明治42年3月25日
1墨国二於ケル絹織物ノ需要及趣好ノ状況
（在墨西捌国海外実業練習生浜口光雄報告） I 88-89 
「農商務省商工彙報」明治42年第8号 明治42年6月25日
1墨国二於ケル絹織物輸入貿易二就テ
（謹西野国紐実業練習生浜口光雄報告） I 94
「農商務省商工彙報」明治43年第5号 明治43年5月25日
1墨西紆共和国産業 （当省岡参事官調査報告） 1 じ 50
「農商務省商工彙報」明治43年第9号 明治43年9月25日
1. 墨国サリナ，クルズ港二就テ
(43年4月在桑港海外実業練習生椎原広男報告） I 71-82 
〔別表〕 5. 「東京地学協会報告」『地学雑誌」関係記事
項 目 Iページ
0「ニカラガ運河開堅企業に就て」甲比丹エッチ，シー，テーロル氏演述会員I
農学士志賀重昂氏通訳「東京地学協会報告」第12巻第10号 明治24年1月 9-25 
〇「巴拿馬運河の現況」『東京地学協会報告」第14巻第2, 3号 明治25年5,
6月明治25年10月15日 59-72 
0地学雑報「墨西班国ノ要況報文」『東京地学協会報告」第14巻第4, 5号
明治25年7, 8月明治25年11月15日 39-53 
〇「巴拿馬運河の現況（承前）」『東京地学協会報告」第14巻第4, 5号 明治
25年7, 8月明治25年11月15日 55-66 
0地学雑報「墨西寄国ノ近況報文」「東京地学協会報告」第14巻第6, 7号 I 57-72 明治25年9,10月明治25年12月15日
0「メキシコ国烈翁鉄山紀行」恒屋盛服君述「東京地学協会報告」第14巻第1
8, 9号明治25年1,12月明治26年1月15日 49-56 
〇「墨国要報」『東京地学協会報告」第14巻第8, 9号 明治25年1,12月 I 71-80 明治26年1月15日
0東京地学協鑓告「墨西班国探検話第一」恒屋盛服演述『東京地学協会報I
告」第14巻第10号明治26年1月 3-16 
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項 目 |ページ
〇東京地学協会報告「墨西冴国探検話第二（前号ノ続キ）」 「東京地学協会報I
告」第14巻第11号明治26年3月明治26年3月25日 35-48 
〇「墨西寄国近況報文」（続キ）「東京地学協会報告」第14巻第12号 明治26年 1
3月 106-111
〇「墨西寄国の鉱山事業」『地学雑誌」第5集第53巻 明治26年5月25日 1237-239 
0 「テハンテペック鉄道の落成近きに在り」 『地学雑誌」第6集第66巻 明治1
27年2月25日 356
〇「墨西班国ノ歴史及現今ノ状況」藤田敏郎君「東京地学協会報告」第16年第I 
4号明治28年1-3月 165-201 
0 「南米及中央亜米利加紀行」明治28年3月26日東京地学協会例会二於テ演説
根本正君演説「東京地学協会報告」第16年第4号明治28年6月 明治28年
6月3日発行 203-236 
0 「テハンテペック横断鉄道」『地学雑誌」第7集第83巻 明治28年1月10日 1621-623 
0 「テハンテペック鉄道」伊木常誠「地学雑誌」第20年第229号 明治41年 I 41-・48 1月15日
〔別表〕 6. パナマ運河関係記事
種目 1番号 1掲載月日 Iページ 1 項 目
官報 541 118. 4. 241 1 0巴那馬運河ノ工事 (2月19日刊行北独逸普通新聞）
官報 587 18. 6. 17 8-9 0巴拿馬ノ叛乱 (5月1日刊行倫敦毎週タイムス及9
H刊行紐育毎週ヘラルド）
官報 I674 j 18. 9. 28 j 360 10巴那馬地峡ノ開竪工事（本年8月1日澳国ノイエ，
フライェ，ブレッセ）
官報 Iss5 11s. 10. 10 ¥ 142-45 I o巴那馬運河（本年8月5日澳国ノイエ，フライエ，
ブレッセ）
官報 Is19 ¥ 19. 3. 29 ¥ 334-35 ¥ o巴拿馬運河工事景況（本年1月14日独逸キュルン毎
週新聞）
官報 I838 119. 4. 21 I 210 10巴拿馬運河ノ工事二関スル仏国政府ノ視察委員（本
年4月10日香港ディリー，プレス）
官報 Is45 ¥ 19. 4. 29 ¥ so6 10巴拿馬運河開監工事二関スル死亡率（本年3月1日
仏国ル，マタン．）
官報 895 19. 6.26 274-75 〇巴拿馬ヨリノ訃音（本年5月3日仏国ル，マタン）
官報 911 19. 7.15 171-72 〇巴拿馬運河開墜工事二関スル紛議（本年5月26日及
6月2日毎週桑港クーリエー）
92 
榎本武揚とメキシコ殖民移住（角山） 247 
種目 1番号 i掲載月日 ページ I 項 目
官報 1 932 I 19.8. 9 I 83 lo巴拿馬運河開盤始末（本年5月26日毎週桑港「クー
リー」
官報 1 943 I 19.s. 21 I 219 lo巴拿馬運河ノ効益（本年7月7日毎週桑港クーリエ
）ー
官報 I110s I 20.s. 10 I 105 lo墨西研国トノ通商条約延期（本年1月10日倫敦タイ
ムス）
官報 I1152 I 20.5. 5 I 46 lo巴拿馬運河ノ便益（本年3月19日桑港毎週ル，フラ
ンコ，カリフォルニアン）
官報 1174 20. 5.31 306-7 〇巴拿馬運河開盤工事ノ現況（本年4月8日露国官報）
官報 1263 20. 9.12 110 〇巴拿馬運河工費債募集
官報 1321 20.11. 22 214 〇巴拿馬運河ノ工事（本月 8日香港ディリー，プレウ
ス）
官報 I1329 I 20.12. 2 I 21 lo巴拿馬運河二関スル報告（本年本月 5日桑港毎週
ル，フランコ，カリフォルニアン）
官報 I1519 I 21.1. 2s I 225 lo巴拿馬運河富簸公債応募額 (6月30日桑港ル，フラ
ンコ，カリフォルニアン）
官報 I1521 I 21.7. 25 I 24s lo巴拿馬運河富簸公債ノ残券 (6月30日桑港1レ，フラ
ンコ，カリフォルニアン）
官報 I1554 I 21.9. 1 I 9-11 Io巴拿馬港景況〔筑波艦長海軍大佐佐野村貞報告〕
（海軍省）
官報 I1563 I 21.e. 12 I 133-35 I o巴拿馬運河エ亭景況〔筑波艦長海軍大佐佐野村貞報
告〕（海軍省）
官報 I16s1 I 21.12. 12 I 12s lo巴拿馬運河工事二関スル仏国ノ計画（去Jレ9日倫敦
発ルートル電報）
官報 I1541 I 21.12. 11 I 11s lo巴拿馬運河工事概況（本年9月6日不列顛協会地理
学部講演大要）
官報 1643121. 12. 191197 〇巴拿馬運河事業ノ存続（電報）
官報 1654 22. 1. 7 20 〇巴拿馬運河事業二関スル決謡（昨年12月19日本欄電
報参着）
官報 I16so I 2.2. 7 I 67 lo巴拿馬運河計画失敗（去月 7日本欄電報及本月 1日
本欄末項参着（以上去lレ4日倫敦発ルートル電報）
官報 I1515 I 2.2. 1 I 8 lo巴拿馬運河事業（昨年12月17日本欄巴拿馬運河工事
概況ノ項並二同月19日及去月 7日同欄電報参着）
大隈IA 768 2. 2. 27 - 0パナマ運河二関スル報告書〔大隅外務大臣宛〕和
官報 1698 2. 3. 1 10 〇巴拿馬運河開墜工事ノ現況（本年1月4日露国兵事
新聞）
官報I1734122. 4.15 145 0巴傘馬地峡二関スル議案（本年2月倫敦タイムス）
官報 1743 2. 4. 25 261-62 0巴拿馬運河事業（本年2月1日本欄末項参着）
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種目 i番号 1掲載月日 ページ I ? ?
官報＼ ・1797I 22.6. 27 I 399 I o巴拿馬運河事情（去月15日香港デイリープレッス）
官報 1986 2. 2. 15 158 0巴拿馬運河実況取調委員／報告（本年1月18日桑港
毎週ル，フランコ，カリフォルニアン）
官報 I2011 I 23.s. 11 I 180 I o巴拿馬運河実況取調委員（本年2月15日桑港毎週
ル，フランコ，カリフォルニアン）
官報 I2125 I 23.1. 30 I s10 I o巴拿馬運河調査委員ノ報告（本年6月28日紐育トリ
ビュー ン）
官報 I2166 I 2s.9. 16 I 209 I o巴拿馬運河工事特許延期ノ件（去月23日桑港毎週
ル，フランコ，カリフォルニアン）
官報 I2311 I 24.s.11 I 180-81 Io班倫比亜政府卜新巴拿馬運河会社トノ規約（本年1
月23日英国アイオン）
官報 I2616 I 25.6. 1 I 5 I o巴拿馬運河会社ノ厄運〔4月25,29日巴拿馬発電
報〕 4月27日， 5月4日紐育毎週やヘラルド」）
官報 I2158 I 25.9. 5 I 48-50 I o巴拿馬運河ノ現況（本年2月英国「ナインチーン
ス，センチュリー」）
官報 I2159 I 25.9. 6 I 61 I o巴拿馬運河工事ノ再興（本年8月6日桑港毎週「ル、
フランコ，カリフォルニアン」）
官報 2759 25. 9. 6 61 0巴拿馬運河ノ現況（昨5日ノ続）
官報 2760 25. 9. 7 72-73 0巴拿馬運河ノ現況（昨6日ノ続）
官報 2761 25. ・9, 8 85-86 0巴拿馬運河ノ現況（昨7日ノ続）
官報 2767 25. 9.15 153 0巴傘馬運河新会社組織二関スル規約〔8月23日巴里
発電報〕（本年8月27日桑港毎週 Jレ，フランコ，ヵ
リフォルニアン）
地学 I14-2 I 25.10. 15 I 59-12 I o巴拿馬運河の現況（本年2月英国「ナインチーン
ス，センチュリー 」）
地学 14-4 25. 1. 15 39-53 0巴拿馬運河の要況報文
地学 14-4 25.11. 15 55-66 0巴拿馬運河の現況（承前）
官報 2871 26. 1. 26 258 0代議院休会及巴拿馬事件審問委員会秘密会〔12月26
H巴里発電報〕 (12月31A桑港毎週 Jレ， フランコ，
カリフォルニアン）
官報I2811 I 26.1.26 I 258 I o巴拿馬運河工事特許期限延続〔12月24日巴里発電
報〕 （昨年12月31日桑港毎週ル，フランコ，カリフ
ォルニアン）
官報 I2885 I 26.2. 14 I 162 I o巴拿馬運河工事特許期限延続二関スル法案可決〔 1
月13日紐育発電報〕（本年1月21日桑港毎週Jレ， フ
ランコ，カリフォルニアン）
官報 I2916 I 26.3. 23 I 218 I o巴拿馬運河工事特許期限ノ延続〔2月23日巴里発電
報， 2月21日紐育発電報〕 (4月25日刊行桑港毎週
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種目 番号 掲載月日 ページl 項 ?
官報
官報
官報
官報
官報
????
???????
通彙
通彙
通彙
通彙
通彙
通彙
通彙
通彙
2958 
2959 
2960 
3000 
3012 
1074 
1144 
1192 
243 
37-20 
37-10 
39-5~ 
38-56 
38-57 
42-68 
43-66 
44-62 
45-2 
45-4 
45-13 
45-31 
45-39 
45-39 
45-53 
26. 5.12 
26. 5.13 
26. 5.15 
26. 6.30 
26. !'/.14 
34. 3.30 
35. 8. 9 
35. 7.18 
35.10. 27 
37. 2. 25 
36.11. 20 
39. 8. 28 
38. 9.28 
38.10. 3 
42. 9.26 
43. 3. 7 
??
ー
．．??． ??
44.11. 7 
15 
44.12.15 
45. 2.22 
45. 3.21 
45. 3.23 
45. 6.10 
165-66 
181 
197 
377-78 
153 
648-9 
274 
125 
53 
???????
57 
69-70 
1-5 
59 
1-8 
64 
64-68 
30-31 
ル，フランコ，カリフォルニアン）
〇巴拿馬会社ノ精算処分法案〔4月8日巴里発電報〕
（去月15日紐育クーリエー，デ，ゼター，ジュニー）
〇巴拿馬事件上告ノ棄却（去月22日紐育クーリエー，
デ，ビター，ジュニー）
〇巴拿馬運河工事特許起原ノ延続（去月 6日仏国「ル，
タン」）
〇巴拿馬運河特許期限延長ノ契約（去月11日）
〇巴拿馬事件ノ集結（去月24日桑鉱毎週Iレ，フランコ，
カリフォルニアン）
0パナマ，ニカラグア両運河の比較
〇中米運河と東洋の商業
0パナマ運河条約の運命
0米国ノパナマ運河採用ノ確定並同工事近況〔在米帝
国公使館報告〕
0パナマ運河条約ノ批准〔在市俄古帝国領事館報告〕
〇巴奈馬運河事情一斑〔在里馬帝国名誉領事報告〕
0 「パナマ」運河ノエ式決定〔外務省通商局〕
〇巴奈馬地峡ノ不健康〔外務省通商局〕
〇巴奈馬運河工事人夫募集ノ中止〔外務省通商局〕
0「パナマ」運河ノ現状〔在墨国帝国公使館報告〕
0パナマ運河開竪ノ竣工ヵ北米合衆国ノ商業二及ホス
影響「ハンプトン雑誌掲載海軍少将ロプレー，デー，
エバンス氏所論」（在桑港帝国総領事館報告〕
〇パナマ運河通航ノ汽船会社創立〔在墨帝国公使館報
告〕
〇巴奈馬及テハンテペック両地峡ノ米国東西両海岸貿
易並二世界通商二対スル距離ノ比較〔在墨国帝国公
使館〕
0米国船巴奈馬通航免除ノ議〔在米帝国大使館報告〕
〇巴奈馬ノテハンテペック経由運輸状態〔在紐育帝国
総領事館報告〕
〇巴奈馬開通卜日米貿易及海運〔在市俄古帝国領事館〕
〇巴奈馬運河経由紐育智利間航路開始計画〔在紐育帝
国総領事館報告〕
〇巴奈馬運河トシャトル港〔在シャトル帝国領事館報
告〕
〇巴奈馬運河開通二対スル新船ノ準備〔在桑港帝国総
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種目 1番号 l掲載月日 iベージ l 項 目
領事館報告〕
通彙 元ー 2 45. 6.24 34-38 0加州二商港ノ巴奈馬運河開通二対スル準備「其ー」
〔在桑港帝国総領事館報告〕
通彙 元ー 4 45. 7. 8 48-51 〇巴奈馬運河卜晩香披港〔在晩香披帝国領事館報告〕
通彙 元— 6 45. 7.20 40-43 〇加州二商港ノ巴奈馬運河二対スル準備「其二」〔在
桑港帝国総領事館報告〕
通彙 元— 8 45. 7.17 1-3 0北米合衆国巴奈馬運河法案（上院修正案）〔在米帝
国大使館報告〕
通彙 元ー 24 1.11.14 巻首 〇巴奈馬運河通航料ノ公布〔在米帝国大使館報告〕
通彙 元ー 29 1.11: 4 60-66 〇巴奈馬運河卜独逸航運業〔在漢堡帝国総領事館報告）
通彙 元一52 45. 6.10 30-31 〇巴奈馬運河開通二対スル新船ノ準備〔在桑港帝国総
領事館報告〕
通彙 2:. 8 2. 2.10 52-60 〇巴奈馬運河法〔外務省通商局〕
通彙 2-11 1.11. 21 62 〇巴奈馬運河通航料金率〔在米帝国大使館報告〕
〔註〕 「大隈」は「大隈文書」，『東経」は「東洋経済雑誌」の略。
．〔別表〕 7. ニカラグア運河関係記事
種類膚農I掲載月日 1ペー ジ＇ ?
目
官報 I488 I 18. 2.19 I 4 I゜尼加拉瓦覇（昨年12月20日刊行倫敦経済雑誌）
官報 1356 21. 1. 10 70 〇尼加拉瓦運河全成ノ計画（昨年1月2日倫敦タイム
ス）
東経 462 2. 3.23 367-68 〇ニカラガ運河事業
官報 2002 23. 3. 6 57-58 〇尼加拉瓦運河ノ効用（外務省）
東経 606 23.11. 8 43-45 〇米州ニカラグア運河第一
697 23. 1. 22 83-85 0米州ニカラグア運河第二
官報I2241 23.12.16 219 〇尼加拉瓦運河工事（本年10月25日倫敦タイムス）
東地 12-10 24. 1. 9-25 〇ニカラグア運河開監企業に就て 明治24年1月27日
（第4火曜）例会演説 甲比丹エッチ，・シー，テー
ロル氏演述会員志賀重昂通訳
公雑 ¥2A-13¥ 24. 6. 30 I 10在桑港領事報告ニカラグア運河工事概況ノ件（在桑
-203 港帝国領事館報告）巻8 外務省2 在外公館報告
第24号文書
官報 I24ss-1 24. s.1s 1141 10尼加拉瓦運河工事ノ近状（去月30日香港ディリー，
プレッス）
官報 12595 1 25. 6. 23 I 255 10内国ニカラグア運河会議ノ開会〔5月21日セーン
ト， Jレーイス発電報〕（本年5月25日紐育毎週商業
新聞）
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•I 闊悶I 掲載月日 I ページ I 項
目
公雑 2A-13 26. 2.13 〇尼加拉瓦運河会社ノ米国政府ハ第二債務者トナリー
-269 億万弗ノ公債発行二関スル議案同国元老院へ提出ノ
件巻8外務省1,第5文書
官報 3088 26.10.12 111 〇尼加拉瓦運河工事会社ノ嵯鉄〔紐育駐在帝国総領事
島村久報告〕（外務省）
殖民 24 28. 4. 89-90 〇ニカラグア運河ノ利益
官報 3755 29. 1. 8 91-92 〇尼加拉瓦運河開竪ノ影響（昨年1月10日仏国商業会
議所雑誌）
官報 3797 29. 2.28 '541-42 〇尼加拉瓦運河調査委員報告〔紐育駐在帝国一等領事
宮川久次郎報告〕（外務省）
通彙 35 28.12.24 1-4 〇尼加拉瓦運河調査委員ノ報告〔在紐育領事館報告〕
東経 975 32. 4.22 808-10 〇ニカラグア運河の起原及其将来在米国今野藤三郎
東経 1009 32.12.16 1312-4 〇ニカラグア運河の近状阿部啓吉
東経 1017 33. 2.17 296-7 〇ニカラグア運河の竣功如何
東経 1020 33. 3.10 438-9 〇ニカラグア運河と太平洋海底電線
東経 1022 33. 3.24 544-5 〇ニカラグア運河
東経 1026 33. 4.21 780-2 〇ニカラグア運河の現況
東経 1074 34. 3.30 648-9 0バナマ，ニカラグワ運河の比較
東経 1103 34.10.19 798 〇ニカラカ運河開藍の条約
東経 1109 34.11. 30 1092-3 〇ニカラガ運河の新条約
東経 1114 35. 1.11 36-7 〇ニカラグア運河新条約
通彙 212 35. 2. 3 106 〇ニカラガワ運河新条約卜英国トノ関係〔在倫敦帝国
総領事館報告〕
東経 1144 35. 9.8 274-6 0中米運河と東洋の商業
ヽ
〔註〕 「東経」は「東京経済雑誌』，『殖民」は『殖民協会報告』， 『公雑」は「公文雑
纂』，『大隈」は「大隈文書』，『東地」は「東京地学協会報告」の略。
〔別表〕 8. テファンテペック鉄道関係記事
01塁農I,掲載月日！ページI
復命 I I 24.11.22 
? ?
官報
通彙
殖民
2946. I 26. 4. 28 I 360 
〇墨国人「サルバドール・マロー」氏ノ提議二基キ
「テファンテペック」地峡鉄道工事ノ工夫トシテ本
邦労働者ヲ墨国二移住セシムル可否二就キ上申
〇テワンテペック地峡ノ鉄道工事（本月 1日桑港毎週
ド，フランコ，カリフォルニアン）
4 I 27. 6.11 I 6-B IO墨国東西洋貫通地峡鉄道工事ノ景況（在墨国総領事
館報告）
3 I 26. 7. I s-12 I 0「テファンテペック」鉄道
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種類 1雷詈］雙塵り且|ページ 項 ?
殖民
殖民
殖民
地学
復命
殖民
地学
殖民
通彙
通槃
???????
15 I 27. 7. 
81-82 
49-58 
43-47 
6-66 I 27. 7. 25 I 356 
28. 3. 1 I 32-35 
so I 2s.10. I 9-14 
7-83 I 28.11.10 I 621 
42 I 29. 10. 53-58 
226 I 35. 7. 10 I 44 
233 I 35. B. l4 I 40 
〔雑〕テハンテペック鉄道
0テハンテペック地峡鉄道概見 (1894.3.10.「ツー リ
パフリック」新聞抄訳
0テハンテペック地峡鉄道概見〔前号ノ続〕
〇テハンテペック鉄道の落成近き在り
0 「テファンテペック」鉄道ノ状況『墨西班探検復命
書」楯口文蔵 外務省通商局第二課
0テハンテペック横断鉄道主任技師ライマン，ブリ
ッヂス説明編者訳
墨国鉄道ノ落成
両端築港ノ設計
通商捷路ノ開通
太平洋沿岸航海ノ便益
哩程ノ減縮
0テハンテペック横断鉄道
〔雑〕テフアンテペッキ探査会社（ゼー， メキシカ
ン，フハイナンシア第27巻第26号二拠ル）
0墨国テウアンテペック地峡ノ鉄道修築並築港〔在墨
帝国公使館報告〕
0墨国テウワンテペック鉄道連結ノ新航路〔在墨府帝
国総領事館報告〕
通彙 242 35.10. 6 47 0墨国テウワンテペック鉄道〔在墨府帝国総領事館〕
通彙 37-28 37. 5.13 33 0「テファンテペック」国立鉄道ノ状況〔外務省通商
1 局〕
通彙 40-1s I 4o.1.29 I 43 Io墨国テアンテペック地峡横断鉄道開通〔在墨帝国公
使館報告〕
地学 20-229 41-48 0テワンテペック鉄道伊木常誠
通彙 39-75 39. 10. 15 2 0墨国「テワンテペッツ」鉄道経由ホノルル紐育間定
期航路ノ開始〔在墨帝国公使館報告〕
通彙I45-20 I 45.1. 16 I 69-10 I o巴奈馬及テハンテベック両地峡ノ米国東西両海岸貿
易拉二世界通商二対スル距離ノ比較〔在墨国帝国公
使館報告〕
通彙 145-55J 45. 1. 91 2 Io墨西刑国サリナクルズノ開港
〔註〕 「復命』は「視察復命書』，『通彙」は『通商彙纂』，『殖民」は『殖民協会報告』，
『地学」は「地学雑誌』のそれぞれ略称。
98 
榎本武揚とメキシコ殖民移住（角山）
〔別表〕 9. 海外各地在外本邦人職業別表
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明治40年 明治41年 明治42年 明治43年
職業種別
男子！女子男子！女子男子！女子男子！女子
官公吏 2 1 4 1 al 2 4 a 
教師 1 1 2 1 1 1 3 1 
学生 2 0 1 0 
医師 3 2 12 3 14 3 
’’
通訳業 2 0 
.' 
商業 38 3 71 8 
''' 
農業 17 0 227 21 376 18 
" 
鉱 業 4 0 
'' 
畜産業 18 0 33 3 
■''■ , 
銀行員 1 0 
'"'. 
会社員 25 1 9 0 7 1 5 1 
'. 
商店員事務所員 97 0 
• -''■ 
用達商 3 0 
'"''. 
海員（船舶業） 2 0 1 1 
''.' 
雑貨商 30 3 2 0 101 5 37 5 
薬種並売薬商 5 0 5 0 
麺麹菓子類製造販売 13 0 3 0 
" 
食 料品商 1 0 1 0 
'''..' 
和洋服裁縫業 7 0 
理髪並髪結商 4 0 4 0 
. . 
鉄工並鍬力職 131 14 
I , ー
大 工職 11 7 37 2 
左官拉ペンキ職 2 0 12 1 
建具並指物職 6 0 
I 植木職 3 1 
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明治40年 明治41年 明治42年 明治43年
職業種別
男子I女子男子i女子男子i女子男子i女子
呉服太物＇ 業 1 1 2 1 I 
- -1 
薬種商 1 0 
'. 一，り".''■ " ●'''"'■ 
行 商 15 4 
, ..... 一 ，''
工場労働者 93 0 
● ● ,＇＂ 
労 働人足 1, 292 92 859 42 21 3 29 2 
・・---・. 一 ，"''"
土工坑夫 915 9 893 38 
'... . 
家内労働者 384 13 363 21 
● " . I , ,.,_ - , "一.,
竹器製造販売業 13 1 13 1 21 2 24 3 
• 一
料 理人 16 2 23 2 
"''' 
料理並飲食店 5 0 7 0 
'"'..... 
車馬業（運転手含む） 1 0 28 0 
■ " . ''. 一．
患者並各地散在者 150 20 136 18 
, , , I , • ,'"" 
雑業 582 18 350 0 259 27 98 6 
.'"' 
合計 1,968 119 1,301 53 2,327 138 2,359 132 
男 176,511 261, 232 199,413 191,901 
在留本邦人総数 ―-
女 46,371 119, 095 79, 263 86, 450 
墨西研在留 男 1.11 0. 50 1.17 1. 23 
本邦人比率形 女 1 o. 26 o. 04 o. 11 o. 1s 
〔註〕 「海外各地在留本邦人職業別表」（外務省通商局）により編輯。
〔別表〕 10. 参考文献
〔国立公文書館所蔵文書〕
2A-11啜 394(0758) 『公文類衆』第13編之巻9,外交門条約
勅令 1. 我帝国卜墨西班国トノ間二締結スル修好通商条約ヲ批准セラル
明治22年7月17日外務 3 
2A-11類~94(0847) 「公文類来」第13編巻之9,外交門条約
外令3 ・1. 帝国卜墨西班合衆国卜締結修好通商条約二依リ国籍証明書規則ヲ
定ム
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明治22年7月29日官報
2A-11類 555(1242) 「公文類棗」第15編巻之14,外事門 国際
稟議 1. 墨西寄国墨西班二領事館ヲ新設ス
明治24年8月4日.4 
2A-ll類 546(0381) 「公文類衆」第15編巻之5,官職門1 官制1 外務省
勅87 1. 外務省官制ヲ改正ス
明治24年7月24日 ,10 
2A-11類 637(0298) 「公文類奈」第17編巻之7,官職門1 官制1 外務省
勅令123 1. 外務省官制ヲ改正ス
明治26年10月30日 10 
2A-11類 637(0326) 「公文類棗」第17編巻之7,官職門 1 官制1 外務省
請議 1. 墨西寄外二箇所領事館ヲ改正ス
明治26年11月14日 16 
2A-11類 685(0108) 「公文類棗』第18編巻之14,外事門移民
勅令42 1. 移民保護規則ヲ定ム
明治27年4月12日 26 
外令6 i. 移民保護規則施行細則ヲ定ム
明治27年4月18日 27 
外告2 1. 移民保護規則二依リ身元引受人ヲ定ムヘキ地方指定
明治27年4月18日 28 
2A-11類 756(0122) 「公文類衆」第20編巻之13 外事門2 移民
法70 1. 移民保護法ヲ定ム
明治29年4月7日 6 
2A-13纂 202 「公文雑纂』巻7外務省1
上奏 1. 亜米利加合衆国駐割特命全権建野郷三墨西班国大統領二謁見ノ件
共二
明治24年6月30日 31 
上奏 1. 在米国全権公使建野郷三墨西妍国駐剤兼勤ノ御信任状二対スル同
国大統領ノ答翰捧呈ノ件
明治24年9月14日 32 
2A-13—纂203 「公文雑纂J巻8 外務省2 在外公館報告
1. 在桑港領事報告ニカラガ運河工事概況ノ件
明治24年8月14日 24 
1. 本邦駐割墨西寄合衆国特命全権公使任命ノ件
明治24年10月7日 25 
2A-13—纂269 『公文雑纂」巻8 外務省1
報告 1. 尼加拉瓦運河会社ノ為米国政府ハ第二債務者トナリー億万弗ノ公
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債券発行二関スル儀案同国元老院へ提出ノ件
明治26年2月13日 5 
2A-13―纂270
上奏
2A-13—纂271
上奏
2A-13―纂313
報告
2A-13ー纂314
上奏
『公文雑纂」巻9 外務省2
1. 本邦駐割墨西班国臨時代理公使エム，ウオルヘルム代理公使二任
ジ本邦駐割被命ノ件
明治26年8月22日 7 
『公文雑纂』巻10 外務省3
1. 墨西寄駐割総領事従五位勲六等島村久外十名へ御委任状ノ件
明治26年11月27日 ， 
「公文雑纂』巻10 外務省2
1. 墨国政府次年度ノ歳計予算二関スル件
明治27年3月27日 4' 
「公文雑纂』巻11 外務省3
1. 墨西呵•国駐割特命全権公使栗野慎一郎御信任状同建野郷三御解任
状御下付ノ件
明治27年7月27日 15 
2A-13纂 343
上奏
『公文雑纂」巻11 外務省1
1. 墨西寄合衆国墨西群駐在総領事室田義文へ御委任状下付ノ件
明治28年 1月17日 5 
??
2A-13―纂344
上奏
2A-13―纂346
上奏
2A-13ー纂347
上奏
2A-13纂 374
「公文雑纂」巻7 外務省2
1. 英領新嘉披駐在「ペナン」及「マラッカ」兼轄二等領事藤田敏郎
一御委任状御下付ノ件
明治28年7月5日 6 
「公文雑纂」巻9 外務省4
1. 栗野特命全権公使墨西研合衆国大統領二謁見シ御信任状並前任建
野特命全権公使御解任状奉呈ノ際言上振及大統領答詞ノ件
明治28年11月5日 18 
『公文雑纂』巻10 外務省5
1. 墨西研国駐剖全特命全権公使建野郷三御解任状二対スル同国大統
領ョリノ御答翰ノ件
明治28年12月7日
「公文雑纂」巻11 外務省3
1. 特命全権公使星亨米国華盛頓府駐割被仰付タルニ付御信任状並特
命全権公使栗野慎一郎同国駐剤及墨西班国駐捌兼任被免二付御解
任状御下付ノ件
明治29年5月5日 22 
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2A-13―纂375
2A-13ー纂376
2A-13ー纂411
2A-13―纂411
2A-13纂 412
2A-13―纂446
2A-13―纂447
2A-13ー纂474
2A-18任 A223
2A-18任 243
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「公文雑纂』巻12 外務省4
1. 本年墨国二於ケル大統領選挙施行ノ件二関シ同国駐割総領事事務
代理野間政ーヨリ報告ノ件
明治29年8月14日 45 
『公文雑纂』巻13 外務省5
1. 愚西班合衆国駐割前任特命全権公使栗野慎一郎解任二対スル同国
大統領御答翰
明治29年9月28日 26 
「公文雑纂J巻11 外務省2
1. 墨西寄合衆国駐割弁理公使室田義文御信任状御下付ノ件
明治30年6月1日・ 1
「公文雑纂』巻12 外務省2
1. 墨西奸合衆国駐割弁理公使室田義文御信任状捧呈ノ件
明治30年6月1l: 30 
『公文雑纂J巻12 外務省3
1. 墨西面合衆国駐割弁理公使室田義同国大統領へ謁見御信任状捧呈
ノ節言上振及大統領答辞同公使具報ノ件
明治30年7月13日 10 
「公文雑築」巻11 外務省3
1. 弁理公使室田義文秘露国大統領二謁見御信任状捧呈ノ件
明治31年9月31日 16 
r公文雑纂」巻12 外務省4
1墨西寄国鏃会開会方二於テ同国大統領ノ演述セラレタル教書訳文
ノ件二通
明治31年11月25日
明治31年11月29日 4 
「公文雑纂」巻9 外務省4
1. 墨国大統領「ボルフィョ，デイヤス」氏同国国会開会方二臨ミ演
述セラレタル行政報告訳文在同国室田弁理公使ヨリ送付ノ件
二通
明治32年6月22日
明治32年6月23日 3 
明治23年官吏進退外務省
1. 特命全権公使陸奥宗光墨西班国駐劉公使兼勤被命ノ件
明治23年2月4日 16 
明治24年官吏進退外務省
1. 特命全権公使建野郷三墨西班駐割公使兼勤被命ノ件
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明治25年4月6日 ， 
2A-18任 A273 明治25年官吏進退10 叙位2,外務省
1. 従五位安藤太郎外ー名陸叙ノ件
明治25年2月17日 1 
2A-18任 B7 明治26年任免
，1. 高等商業学校長矢野次郎依願本官被免ノ件
明治26年4月27日 33 
2A-18任 B66 明治28年任免
1. 領事館書記生藤田敏郎二等領事高等官六等二任叙ノ件
明治28年5月21日 10 
2A-18任 BBO 明治28年任免
1. 正五位安藤太郎農商務省商工局長高等官二等二任叙ノ件
明治28年10月22日 15 
2A-18任 B93 明治29年任叙
1. 農商務省商工局長安藤太郎農商務省所管事務政府委員被仰付ノ件
明治29年3月18日 6 
2A-18任 B97 明治29年任免
1. 総領事室田義文外交事務官兼任ノ件
．明治29年4月28日 ， 
2A-18ー任Bl28 明治30年任免
1. 総領事兼外交事務官室田義文以下三名任官ノ件
明治30年3月25日 29 
2A-1か任B130 ・ 明治30年任免
1. 農商務省商工局長安藤太郎依願本官被免ノ件
明治30年4月1日 6 
2A-18任 B135 明治30年任免
1. 弁理公使室田義文以下六名任官ノ件
明治30年5月15日 15 
2A~18ー任Bl52 明治30年任免
1. 二等領事藤田敏郎以下十名任官ノ件
明治30年10月11日 2 
尋2A-35-3記952 墨国太平洋沿岸諸州巡回報告 明治26年刊
附墨国太平洋沿岸巡回復命書
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〔外務省外交史料館文書〕
分 類 I 項 目 l関係年月 l冊数
3. 5.12. 1. 墨国農商工業二関スル珍田総領事取調報告一件 明23. ~24. 1 
「珍田領事墨国へ出張農商工業二関スル取調報
告ノ件」
3. 8. 1. 1.1探墨西検費班移ノ民件探検砂テ根本正他ー 名出張一件附I明26.6.~27.10 1 
3. s. 1. 3. I移民保護法並施行細則制定一件 1明26.11.~ I 1 
s. s. 1. s. I外務省雇根本正南米地方探検ノ為メ出張ノ件 I明27.7.~2s. I 1 
3. 9. 3. 12.1在墨外）公館外国人雇傭関係雑件（澳• 仏・独・露I明 8.6.~ 
I 
1 
3. 8. 2. 16. 墨西班二於ケル本邦移民関係雑件 明22.11~45.l. 2 
「メキシコ国へ本邦人移住之義神奈川県知事ヨ
リ伺二付一件」
「墨斯西国移住之義二付伺外第93号受第60
83号明治22年1月25日 外務大臣伯爵大隅
重信宛神奈川件知事沖国」
3.8. 2. 16. , ;: チャパス州榎本武揚殖民地二於ケル逃亡者 1明22.11~45.1.1 1 
3. 8. 2. 16.1榎本武揚氏墨国チャパス州殖民地購入一件 I明22.11~45.1.I 1
墨西寄国二於ケル本邦移民関係雑件」
3. 8. 2.147. 墨西班国「コワオエラ」州「エスペランサ」及 明34. ~42. 2 
「フエンテ」炭坑へ本邦人出稼一件」（熊本移
民合資会社）
3. 8. 2.169.1墨西寄国「ボレオ」銅山及「エスペランサス」 I I 1
炭山へ本邦人出稼一件（東洋移民合資会社取扱） 明35.5.~大2.12
s. 8. 2. 285. I 「本邦移民関係雑件」別冊墨国之部（明45.2~)1明45.2.~ I 
3. 8. 2. 355. ：国加州二於ケル亜細亜人移暉入禁止問題ーI大 8. 1 
3.15. 2. 25. , 墨西班へ日本展覧会開設及日繹民二関シ同領 明24.3. ~25. 1.1 1 
事ノ意見
〔国立公文書館所蔵関係図書〕
『H墨条約」（内題・日本国墨西奇国修好通商条約） 1883年
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外務省編東京〔明％〕 46倍 1 
『墨国太平洋沿岸諸州巡回報告」上 （領事代理藤田敏郎報）
外務大臣官房移民課明治26年3月30日
「墨国太平洋沿岸諸州巡回報告」下 （領事代理藤田敏郎報）
外務大臣官房移民課 明治26年5月16日
「墨国太平洋沿岸諸州巡回報告J
外務大臣官房移民課
『墨国探検報告J(内題・墨西野探検復命書，墨西奸探検報告）
外務省通商局（根本正）編明治27年5月7日
『墨西寄探検復命書」
外務省通商局（橋口文蔵）編
「海外日本実業者之調査」明治38年1月
外務省通商局編 〔明治36年12月序〕
『海外日本実業者之調査』明治39年現在
外務省通商局編 〔明治40年12月序〕
『海外日本実業者之調査」明治42年12月末日現在
外務省通商局編 〔明治44年12月序〕 86頁
『海外日本実業者之調査」明治43年12月末日現在
外務省通商局編 〔明治45年1月序〕 205頁
「海外日本実業者之調査」明治44年12月末日現在
外務省通商局編 〔大正2年1月序〕 237頁
『海外各地在留本邦人職業別表」 明治42ー 大正2
外務省編東京〔明〕ー大正2 5軸
第 1軸明治42年12月末現在
第2軸明治43年12月末現在
第3軸明治44年12月末現在
第4軸明治45年6月末現在
第5軸大正2年6月末現在
『墨西野国労働二関スル報告J
1-92頁
93-188頁
105頁
226頁
678/70 
334/88 
334/88 
記95/2
334/64 
334/78 
334/36 
334/36 
334/36 
334/36 
334/36 
358/164 
外務省通商局編東京明26 46倍 1 334/68 
『墨国内殖民事業二関スル同政府トノ条約書類集』
外務省通商局編東京明治27 46倍 1 334/30 
『北米合衆国並墨西其合衆国移民法』
外務省通商局編明治43 46倍 1 334/37 
「墨西寄西北会社井二墨西野西北部ノ発達J
〔明〕（蒟蒻版） 46倍 6, 4頁 1 334/134 
『墨国商況報告」
外務省通商局編東京〔明25年1月序〕 46倍 39頁 678/160 
『墨国外国貿易井財政一班』
外務省通商局刊記不明 46倍 1 678/161 
「墨国銀貨之景況」
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外務省通商局刊記不明 46倍 1-9頁 337/37 
『墨国移民要覧」
外務省通商局編東京明28 46倍 1 334/31 
「墨国殖民二関スル「ジョーンズ」氏ノ探検報告」
外務省通商局綱東京・明26 46倍 1 334/65 
『墨国須知」
外務省（藤田敏郎）編東京明25 地図 46倍 1 334/62 
『墨国叢報」
外務省（藤田敏郎）編東京明25 46倍 1 334/62 
「第二回移民調査報告」（其二） 明治43年1月編纂
外務省通商局刊記不明 334/112 
墨西野国「ユカタン」州情勢在墨西紆国帝国公使館外務省通訳生小林武麿
「移民調査報告」第10 大正元年1月編纂
外務省通商局福刊記不明 334/112 
墨国「ヴェラクルス」州「オハパ」日本人耕地視察報告 外務省書記生荒井金太
（明治45年5月5日付在墨国帝国公使館提出）
墨国「ヴェラクルス」外1「オハケニア」耕地本邦移民状態視察報告書
外務省書記生荒井金太
（明治45年4月20日付在墨国帝国公使館提出）
「移民調査報告」第12 大正2年12月編纂
外務省通商局編刊記不明 334/112 
墨国「チャパス」州「ソコヌスコ」郡H本人状態視察報告外務省書記生荒井金太
（大正元年10月3日付在墨西研帝国公使館提出）
墨国「チワワ」、）+I在留日本移民状態視察報告 外務省書記生荒井金太
（大正元年12月15日付在墨西奸帝国公使館提出）
〔榎本武揚文書〕
(0)山内提雲宛榎本武揚書簡写 13通（ペン書）
(40)名士書簡第25巻栗野慎一郎
(51)名士書簡第1巻栗野慎一郎
(55)名士書簡第15巻根本正
〔陸奥宗光文書〕
4. 榎本武揚書簡 明治26(?)年3月20日 東方協会探検費一万円横領風聞
64. 農商関係
22. 保護政策関係ノ要旨 〔墨書〕 一綴
農商工業航海等，殖民二対スル保護・勧業二関スル省局経費額
〔松方正義文書〕
第51冊殖民，一般
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262 闊西大學『継清論集」第35巻第2号 (1985年6月）
1. 墨西其国移住民条例（明16.12.15)
米桑港日本領事館報告〔活〕
〔註〕この切り抜きは，『官報」第1827,1828号（明治22年8月1,2日）に掲載
されたものである。
第61冊交通，奨励及助成金
32. 太平洋航行ノニ汽船会社ノ沿革大日本郵船会社ノ今後ノ方策ヲ述べ政府ノ助成金
ヲ願フ書 （明22) 〔筆〕
33. 太平洋航路線路譲渡二付助成金下付願願
〔日本郵船会社吉田市十郎） （明22.3.5) 〔筆〕
〔大隈文書〕
A768 パナマ運河二関スル報告書（大隈外務大臣宛，明22.2.27)
マルシアル写和大
〔国立国会図書館所蔵関係図書〕
『墨西班国太平洋沿岸諸州巡回報告」 藤田敏郎（領事代理）
明治26年5月30日 外務大臣官房移民課和 187頁地図 25cm. 15/194 
「墨国叢報」 藤田敏郎（領事代理書記生）
明治25年6月13日 外務大臣官房移民課和 71頁 26cm. 16/145 
『墨西班探検復命書」 橋口文蔵
明治28年3月11日 外務省通商局第二課 58頁地図 25cm. 40/142 
『墨国太平洋沿岸巡回復命書』 森尾茂助•恒屋盛服・榎本龍吉・高野周省
明治26年5月5日 外務大臣官房移民課 105頁 40/130 
「墨国太平洋沿岸巡回復命書補遺J 森尾茂助•恒屋盛服・榎本龍吉・高野周省
明治26年5月26日 外務大臣官房移民課 7頁 40/130 
『墨国事情」 ュイリフェン・清水都帰抄訳
明治24年10月23日 （東洋社磯野新） 161頁 403/27 
付録 日墨修好通商条約墨国移住民条例
「墨西野探検報告」 根本正
明治27年5月7日 外務省通商局第二課 226頁 39/64 
「時局問題名士演説」第二集
明治26年4月30日（金松堂辻岡文助） 19cm. 
0殖民協会に於て（榎本武揚） 162-1737頁
0墨斯西探検談 （恒屋盛服） 171-1939頁
『海外殖民論」再訂恒屋盛服
明治27年4月17日 博聞社 375頁
『墨斯西国労働二関スル報告』
明治26年2月10日 外務省移民課 37頁 25cm.
『墨西班国近況一斑付記日本富国策」 東海悦郎
明治22年出版社不明 54頁 19cm;
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42/187 
38/184 
9/58 
19/162 
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「墨西奇探検実記』全竹沢太一•福田顕四郎・中村正道
明治26年1月2日 博文館大橋新太郎 335頁図版 20cm. 295. 6/Ta$93m 
「日本移民論」大河平隆光文武堂明治38年12月 368頁 99/228 
「南洋探検実記」鈴木経勲博文館明治25年7月 333頁 38/257 
「南洋略事」志賀重昂丸善商社明治20年4月 196頁 38/137 
明治20年10月 (2版），明治22年10月（増補3版），明治24年2月（訂4版）
「南洋詔洛論」田口卯吉〔『鼎軒田口卯吉全集」第1~8集〕
「メキシコ殖民論」『若山儀ー全集」上下巻 大山敷太郎編昭和15年9月 東京経済新
聞社
「士族授産私儀」「若山儀ー全集」上下巻 大山敷太郎編昭和15年9月 東京経済新聞
社
「海外各地在留本邦人職業別表」
外務大臣官房報告課 明治42-44 和4冊（折たたみ） 27cm. 
明治40-43年各12月31日現在調 14.4-336 
「海外各地に於ける重なる日本商品取扱商店調査」
附海外に於て外国商品を取扱ふ本邦人商店調査
農商務省商務局明治44年3月29日 79, 11頁 26cm. 337/24 
『第三回農商工高等会議議事速記録」
農商工高等会證明治32年1月10日 有隣堂 719頁 • 14. 3/54 
「墨国及亜国事情」
農商務省商務局明治43年6月16日 187頁 22/542 
報告者：「墨西班国」在墨国海外実業練習生浜口光雄報告
「亜爾然丁国」当省嘱託滝波文平報告
「移民保護法及施行細則」附外務省告示第七号
外務省通商局明治29年9月 16頁 26cm. 特54/521
「墨国珈琲培養法」
外務省通商局明治29年5月1日 74頁 24cm. 33/439 
「通商奨報」号外〇墨国珈琲培養法（明治28年12月4日付在墨府総領事館報告）
「墨国二於ケル珈琲栽培」テーラー著井上一男訳
殖民協会明治26年12月18日 55頁 24cm.
「殖民協会報告」第8号付録
「海外発展の実際』浅見登郎
東京宝文館昭和4年 502頁図版 23cm.
〔榎本武揚・移住関係図書〕
『ラテン・アメリカ諸国への日本人移住史」資料56号
ラテン・アメリカ協会 昭和40年7月20日 21cm 
『移住思潮』 (2)一資料篇一
外務省中南米移住局 1965年12月
1. 榎本武揚子
33/428 
334. 4/j877k 
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264 闊西大學「継清論集」第35巻第2号.(1985年6月）
(1) 事績
（イ） 外務省に移民課を設置
（口） 移民課の事績
り 「殖民協会」の設置
(2) 思想
（イ）我移殖民は不振
（口） 急がないと進出の余地が無くなる
り 出稼ぎよりも永住が重要
（二） 四面環海で移殖民に適す
倒移殖民と相侯って航海事業も盛んとなる
付 移殖民事業は輸出を奨励し兼ねて工業を振作し通商を繁盛にする媒介と
なる
（卜）移殖民の事業は対外の精神を発揮し気宇を弘廓にし人心を一変すべき一
大要務である
(3) 時代的背景
（イ） 日本
（口） ヨーロッパ
り中国
「墨国を語る」伊藤敬一編
1. 緒言 藤岡紫朗
2. 墨国を語る 伊藤敬一
3. 墨国を顧みて 野田良治
4. 南墨に残された先人の足跡 松田英二
5. 日墨関係に就いて 藤岡紫朗
伊藤節夫・伊藤襄治昭和31年11月3日 145頁
「パイオニア列伝』村井謙一編
110 
関係部分 41. 故高橋熊太郎氏宮城県明治8年生
44. 故照井亮二郎氏岩手県明治7年生
87.' 故布施常松氏滋賀県五ケ荘町明治8年生
110. 故松田英二氏＇長崎県長崎市片淵町明治 27年生
刊記不明 131頁
